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この研究を実施するにあたって文部省科学研究費の補助を得た．
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緒 言

筆者は1949年以来，北西太平洋水域のトビウオ類生活史に関し，資料の採集と整理と

につとめているがなお解明し難い部分が多く，更に今後に侯つところが大きい．しかし最

近わが国近海の水産資源調査が急速にその歩を進めるに至り有用魚類に関する基礎資料の

整備はいつそう急を要することとなったので，ここに従来の成果をとりまとめ報告するこ

ととした．

本文に入るに先立ちこの研究を開始する端緒を与えられ，終始指導を賜った内田恵太郎

教授，ならびに不断の援助と激励とを惜しまれなかった山本清内教援に対し謹んで感謝の

意を表する．叉,貴重な文献と資料とを寄贈,貸与され,ゆきとどいた助言を与えられた阿

部宗明技官，大島正満博士，松原喜代松･教授，ならびに東京大学農学部水産動物学教室，

九州大学農学部水産学教室，東京水産大学養殖学教室の教室員各位，南海区ならびに東北

海区水産研究所，鹿児島県水産試験場，熊本県水産試験場の所員諸氏にも篤く御礼を申上

ると共に，標本の採集などにあたってお世話になった宮崎県遠洋漁業指導所及び枕崎市，

西之表市，開聞町などの現地の漁業協同組合の方有にも深い謝意を述べたい．

なおこの研究の基礎となった多数の標本の大部分は本水産学部の練習船かごしま丸，敬

天丸及び隼人丸によって採集されたものである．ここに各船の船長，植出総一氏，源河朝

之氏，高橋琴一氏ならびに船員諸氏に対し衷心より敬意をささげる．

Ｉ・日本産トビウオ類の分類

ＣＬＡＳＳＩＦＩＣＡＴＩＯＮＯＦＴＨＥＪＡＰＡＮＥＳＥＦＬＹＩＮＧＦＩＳＨＥＳ・

トビウオ類とはダツ目Belonida中のトビウオ亜目Exocoetinaのうちからサヨリ類を

除いたものを指すのが普通で，サヨリトビウオ科Oxyporhamphidaeとトビウオ科ＥＸＣ‐

coetidaeとがこれに属する．

日本産のトビウオ類に関してはもつとも古くはTEMMINcKandScHLEGEL（1842-1850）

がFalmaJaponicaの中に恥ocoemsagooをかかげており，これについでSTEINDAcHNER

andD6DERLEIN(1887）は恥ocoemsDヴ*r/e”を記載した．その後JoRDANandSTARKs

(1903）は日本産のトビウオ類として次の５種をあげている．

Ｅﾒvocoemselﾉoﾉﾋz"s

Cyps"”“αgoo

Cyz7s"z"･"spoecj/Qpre｝‘"ｓ

Ｃｙ”/”“/h"ｗｚ伽

cypsi/”“ｂｒａｃﾉhycGpﾙα/“

その後更にFRANz（1910）により鰍ocoe/"s〃"eα奴ｓｊ”o戒c"‘yが追加された．岡田・松

原（1938）の日本産魚類検索には上記の各種の外

”７．e"ocoems6｝．αcﾉhJzprems

q’”/”“ｓｏ/”的･ｊ

Ｃｙ１ﾜ,Ｗｚ"･“”/Qprer“

の３種を加えて合計９種が本邦産のものとしてあげられている．
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わが国近海のトビウオ類を分類同定するにはひろく太平洋北西部，インド洋東部のトビ

ウオ類faunaを明かにする必要があるが，これについては古くはVALENcIENNEs,BLEEKER，

JoRDANとその一門の諸学者，WEBER,MccuLLocH,FowLER，近くはScHuLTzらなどの

多数の文献がある．最近阿部宗明氏（1953-1956）はこれらの研究を綜合してわが国近海

のトビウオ類を更検討し，その成果は次を追って発表されつつある．

日本産のトビウオ類卯及び稚仔については中村（1935,ｍr脚"虚c/hr〃ｓｏ”cap/iα/"‘?),上

野。中原（1955,Ｃｙﾉﾌse/"1Ｗ,ssrarﾉﾋ‘yj）などの業績があり，阿部氏もそのトビウオ類の分類学

的報告の中に幼期の記載を併せかかげており，筆者も叉，Prog'zjc"ﾉiys,亙加‘"戯c"hysなど

の諸種の幼期について報告した．

その他ひろく各地に産するトビウオ類の初期生活史に関してはＰＡＧＥ（1910,の』pSe/'"."Ｓ

ﾙａｅｒｚ"""s卵)，NAYuDu(1923,Ｃ・coro'''α"”/…s卯)，DELsMAN（1924,0"”or〃αi”〃"ｓ
”α･qprer"‘y卵)，Ｄ，ANcoNA（1929,1931,唾ocoems”/"α耐,Ｃ､ｈｅ”.z"“，Ｄ”/c〃ﾉiys

l．o"火/e",卵及び幼期)，RouLEandANGEL（1930,Ｅ､Ｆ'b/”"ｓ幼期)，HILDEBRANDand

CABLE（1930,Ｈｚﾉ．“OCC“"ｓ６ｒａｃﾙypreI．“,Ｃ・た"℃α/雌幼期)，BARNHART（1932,CjZZ7sG/”"ｓ

”・卯及び幼期)，GuDGER(1937,Ｈ〃ｗｚ戯c〃ﾉiysfIﾉｦ"ｅ卵)，HuBBsandKAMPA（1946,Ｃ・

”z"α"6”6αr“卵及び幼期)，MILLER（1952,Ｃ・Ｓｐ,幼期)，MuNRo（1954,瓦”ec"/igeﾉ・

卵及び幼期）の諸報告がある．

しかしトビウオ類全体を通じてもつともすぐれた業績をあげたのはBRuuN及びBREDER

である．この報告に詳述しているようにトビウオ類の幼期はその成魚と形態的にはなはだ

異っていることが多く，未成魚といえども往点にして成魚と著しく異る色相を備えるもの

がある．従って同一種がその幼期と成魚と別煮に命名されている例が少くない．BRuuNは

その著F1yingfshes（Exocoetidae）oftheAtlantic,Dana-report6（1935）において，当

時までの諸報告及び自ら得た多数の資料にもとずき,大西洋のトビウオ類において６０を越

えていたsynonymを整理して１７種をかかげた．続いてBREDERはそのうちの１１種に関

して生活史の大部分，若しくは一部についてそのAcontributiontothelifehistoriesof

AtlanticOceanflyingfTshes（1938）のうちに詳細にわたって報告した．

これらによってトビウオ類の幼期形態の著しい特徴が明かになり，これとトビウオ類の

系統との関連が論ぜられるに至った．その経過については後章に述べることとする．

トビウオ類においても人工受精，人工鵬化により，卵内発生，初期の形態変化などが明

かにされているが，筆者も本邦産の若干の種に関して実験をこころみ,特にハマトピウオ，

トビウオ，ホソトビなどでは稚魚期初期まで飼育することができたので，幼期の生態に関

しても少からぬ資料を得ることができた．

筆者は1950年以来主として日本近海産トビウオ類の生活史について調査研究を進めて

来た．始めもつとも困難を感じた種の決定の問題も上記の阿部氏の御援助によりようやく

解決し得るに至ったので，ここに現在までに得られた結果について報告するものである．

この報告の基礎をなす資料の大部分は九州沿岸，南西諸島沿岸，東シナ海の中部及び南

部において採集され，一部は更に南方北緯20･に至るBashi海峡，Luzon･島東北方の水域

において，叉一部は北緯３８～42.5,,東経147～154｡の三陸沖で採集された．そのうち幼期

標本が採集されたのみで種名を決定し難いものを除き２１種のトビウオ類を数えることが
できる．



４ 鹿児島大学水産学部紀要第７巻

なお阿部（1956）は伊豆諸島近海より別に３種を報告しており，計24種を以て日本近海

産トビウオ類の根幹をなすものと考えることができるが，西太平洋熱帯水域のトビウオ類

魚相から染て更に多少の種類がこれに加わる可能性があろう．

現在あきらかにされている上記の各種は吹に示す通りである（＊は上記の阿部氏の報告

によるものでこの報告には記載されていない)．

FamilyOxyporhamphidae

l．Ｏ"”orAα"ゆ/Ｉ"ｓ”cr”ZeI."ｓ”α”jfeﾉ．“（VALENcIENNEs）

FamilyEXocoetidae

２．”r“ocoa“brachypzeI鋤“６J．αcﾉiyZ〕花ﾉ鰯蝿（RIcHARDsoN）

３．”γe"ocogm‘F〃7e"、加“jfo（VALENcIENNEs）

４．Evocoer"ｓ７７?o"｡c加加ｓ（RlcHARDsoN）

５．五加COemSVO/”"ＳＬＩＮＮＥ

６．Cyp,sIg伽.“”z"α勅”6αr“ｊ”o"jc“（FRANz）

７．Cypse/z"･“叩i/o"orqp花I.“（BLEEKER）

８．Cypse/”“ｃ”/"”（LINNE）

９．＊Cypse/”"ｓﾉtar”"o〃（BLEEKER）

１０．Ｃ〕Zpse/”“α〃酌噌”JENKINS

１１．Cypse/z"“”/Qplfe『．“（VALENcIENNEs）

１２．Cypse/”“ルelfg郡"“””./g”（STEINDAcHNER）

１３．Cypsejrz"･“叩極AQp"ｓ肋･"〃ＡＢＥ

１４°Ｃ〕ZpSe/Z"'"ｓ”res〃（GUNTHER）

１５．Cypse/Z"･“Ｓｒ”ﾉtＳｊＡＢＥ

１６．Cypse/””poccj/Qpre池ｓ（VALENcIENNEs）

１７．＊Cypse”"ｓα”o"cｊｃｈｊＷｏｏＤｅｔＳｃＨｕｍｚ

１８．Ｐﾉ･og"jchrﾉhysagoo（TEMMNcKetScHLEGELI）

１９．Ｐｊ･og7zic版/Zｙｓｚａｃａ（SEALE）

２０．Pro”c〃んy‘S'Ｓｇα/ejABE

２１．，α"jc/Zrﾉhysro"此/eが（VALENcIENNEs）

２２．紫Ｄ”c〃妙ｓα航"?〃c"〃ｍｓ（FowLER）

２３．駈rz"z戒cAjfAys”eaJIjge7．（VALENcIENNEs）

２４．唾rz"2節c〃ｒｈｙｓｏ”c”ﾙα/"ｓ（BLEEKER）

11．日本産トビウオ類の生活史

TJF1二ｌＨＩＳＴＯＲＩＥＳＯＦＴＨＥＪＡＰＡＮＥＳＥＦＬＹＩＮＧＦIＳＨＥＳ

上記の日本近海産のトビウオ類に関し成魚の形態，生活史，生態，類縁及び特徴などに

ついて種を追って述べることとする．

ここにあげるトビウオ類のうちにはわずかに一,二の成魚が得られたに留るものもあり，

生活史の資料についても天然に採集された数個体の標本のみによったものもあれば，人工

受精を行って卵内発生を観察し，更に稚仔の飼育を行って幼期の発育のあとをたどり，天

然に得られた各期の標本と相侯ってほとんど生活史の全貌を明かにし得たものもある．従

ってその記載に著しい精粗の差がみられるのは現状では止むを得ないところである．

標本の測定にあたってはBRuuN(1935）の方法にならった．すなわち各鰭の位置を示す

にはその起点と吻の前端との距離の実長を測り，対鰭の長さはその基底前端より最長鰭条



ＫＣＦ４３９５
〃

〃

５

ＫＣＦ４３９６ＫＣＦ４３９７
〃 〃

〃 〃

先端までの長さを以て示した、叉，吻長は水平長ではなく吻の前縁中央と眼の前縁との最

短距離を測り，眼間径は両眼嵩骨の上緑の間隔を眼の中心を結ぶ線上で測った．これらの

測定値は成長に伴う変化を比較するのに便利のように標準体長に対する百分比を以て表示
してある．

鰭条及び鱗列の計測は一般的な方法に従った．トビウオ類の胸鰭の最初の鰭条は幼期に

はその次の鰭条に密着しておりやや明かにみとめられるが，成魚では痕跡的で皮下に埋没

している．この報告では特に示した場合の外はこの痕跡的鰭条を次の鰭条と合せて一個と

して数えた．叉，側線と背鰭起点及び唇鰭起点との間の隣列数には側線鱗及び背面ならび
に腹面正中線の燐は含まれていない．

叉，脊椎骨数の計測は一部のものは解剖して実測したが，多くの場合にはX-ray写真に
よって数えたものである．

１．０"”o『んα、P”s77zzcF~OPだ”ｓ７郷ii”Opf'eF・邸ｓ（VALENcIENNEs）
旬

サヨ〕Ｊ１、ビウオ

P1atesl，５；Tablesl，２．

体長130～160ｍｍ,全長170～180ｍｍに達するものを普通とする．その脊椎骨数は４９

叉は５０（31＋18,32＋17,32＋１８，３個体測定)．

成魚の形態（P1.5；ｆｉｇＡ)：台湾東部及び南部近海で採集された体長131～149ｍｍの

６３個体及び150～154ｍｍの塁３個体における鰭条などの数及び各部位の測定値は次のよ

うである．背鰭条数13叉14,響鰭条数13～15,胸鰭条数(前端の１個の萎縮鰭条を含め）

13叉は14,背鰭前方の正中線上の鱗数30～34,背鰭起点と側線との間の鱗列数５叉は６，

鰐紀数７～9＋23～25．

体長に対する百分比：体高17.0～18.3,体|幅11.7～13.7,頭長22.6～24.3；吻長6.1～6.9,

眼径6.5～7.3,眼後部長10.4～１１３，眼間径6.5～7.3；吻端より腹鰭基底までの距離61.4～

63.0,背鰭起点までの距離74.6～76.8,唇鰭起点までの距離75.6～78.6；胸鰭長31.0～35.0,

腹鰭長11.2～12.0；最長背鰭条長10.7～11.7，最長唇鰭条長8.4～10.1,背鰭基底長16.0～

17.0,樗鰭基底長13.8～15,8,尾柄高6.2～6.7,尾鰭上葉長17.0～18.1,下葉長25.0～27.7．

Table１．OXypoI力α”〃“ﾉ77/Cl”reﾉw､s，〃””/eﾉ･“（VALENcIENNEs）
MeasurementsandCounts．

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ

Ｋ柵;溜締W
Ａ

８
３
７

３
７
６
１
７
０
７

■
●
令
●
凸
ｅ
早

７
２
２
６
６
１
６

１
１
２
１

３
３
７
７
３
３
３

●
■
①
■
■
●
■

８
３
３
６
７
１
７

１
１
２
１

５
０
７
９
５
４
う

む
⑨
巳
◆
■
■
凸

７
３
２
６
６
０
６

１
１
２
１

17.0

13.1

23.4

６．７

６．６

１１．１

６．７

Serialnumber

Locality＆
Dateco11ected

KCF4399
Bashi-strait

l953-4-

ＫＣＦ４３９２ＫＣＦ４３９４
〃 〃

〃 〃
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生活史卵(P1.1,fig.Ａ）:本種の卵と推定されるものはトカラ列島近海(28.53'Ｎ,130,16′

Ｅ：９/7,1956)，奄美群島近海（28.46'N,127,12'Ｅ：７/7,1956)，台湾東方及び東南方近海
(23.14ﾉＮ,125.17.5'Ｅ：１１/6,1953;20.02'Ｎ,123.16'Ｅ:１/5,1953）などで採集された．卵径
1.8～2.1ｍｍ，卵膜上には長さ0.08～0.12ｍｍ内外の小赫が半球面上に３７～60個ほぼ一様

に分散して生じている（６個測定)．本種の卯は明らかに浮性卵である．

本種の幼期の標本は九州南部沿岸，薩南諸島より琉球列島に到る諸島の近海，２０Ｎ以北

の台湾東方近海及びシナ東海などで，その体長3.9～86.0ｍｍ（全長4.7～106ｍｍ）の５７個

体が採集された．これらの標本によれば本種の幼期の発育はおおむね次の通りである．

各標本の個体別測定値をＴａｂｌｅｌにかかげる．

体形は多くのトビウオ類とほぼ同様であるが，休高はやや‘低く比較的側編している．腹

鰭より前方では側線に沿いかなりかど張っていて腹面はひらたい．吻端は一般のトビウオ

類よりやや細く丸みをおびてをり，下顎端はにぶく尖っていて上顎端よりも前方に突出す

る．下顎縫合部より腹面正中線に沿い両側の鮒条膜が相重なる点に至る低い一隆起線が走

る．胸鰭はトビウオ類としては短く，先端は体の中央よりやや後方に達するが腹鰭基底よ

り前方に終る．第１鰭条（前端の萎縮鰭条を除き，以下同様）は分岐しないが第２鰭条以

下は分岐する．腹鰭はいわゆる翼状の発達はしておらず最後の第６鰭条が最長で先端は肱

門に達し，第２鰭条がこれに次ぎ，鰭の外縁は直線叉はやや凹入形を示す．背鰭は第１～

３緒条のみ分岐せず第４１５緒条がもつとも長い．唇鰭はその第1,2鰭条のみ分岐せず，そ

の起点は背鰭の第２叉は３鰭条の下方にある．上下両顎には小円錐歯がほぼ２列をなす．

口蓋骨には歯がない．

色相：多くのトビウオ類とほぼ同様であるが，胸鰭基底より後方に走るほぼ一隣列の1幅

を持つ暗色縦走帯が顕著でトウゴロウイワシ類ArAel.』"α,etc､に近い印象を与える．胸鰭

は下方３～４鰭条間を除いては暗色をおび，腹鰭はその前部にのみ多少黒色胞をおびる．

背鰭は一様に暗色，唇鰭には色胞がみとめられない．尾鰭は両葉ともに暗色をおびる．

‐竜
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仔魚期(P1.5)：採集し得た最小の個体は体長3.9ｍｍ(全長4.7ｍｍ)，すでに卵黄は吸収

しつくされている．体は細く且著しく側屍し，眼は大きく吻は短い．背鰭の前方,肱門の前

方，背鰭，樗鰭と尾鰭の間などには膜鰭がよく発達しこれらの鰭を連ねている．背鰭，騨

鰭ともに定数の鰭条原基を有し，尾鰭には鰭条が比較的よく発達しているが後縁は丸い．

胸鰭はウチワ状で２～３個の鰭条原基が承とめられるのみ，腹鰭は未だ生じてない．黒色

胞は頭部では後頭部背面をおおうほか吻上,下顎の先端及び側面などに散在し,体の背側で

は後頭部より正中線をはさ糸更に背鰭基底の両側を経て尾柄に至る左右各為一縦列が顕著

で、腹側では腹腔壁上に散在するのが承とめられるほか，騨鰭基底に沿い一縦列が走る．

尾柄中央にも２～３個が承とめられる．体長8.6ｍｍ(全長10.0ｍｍﾉ，頭部の形はととのい

吻は側面より承れば先端はとがる（背方からみればかなり幅が広く先端はほぼ徴形)．下顎

縫合部には斜下方に向い鋭くとがる小突起を生ずる．胸鰭は上部がやや長くなり８～９個

の鰭条が象とめられる．体の前端より体長のほぼ3/５の位置に腹鰭の原基が現れる．この

原基の占める位置は成魚における腹鰭の位置とほとんど同様で，以後各期を通じて変化し

ない．尾鰭の下葉が大きくなり始め後縁は一斜線をなす．黒色胞は頭部では鮒蓋をおおう

一群を生じ，体では背鰭の下に新に１～２縦列が加わる．体側中央にも疎にならぶ一縦列

が現れる．鰭上には未だ色胞を承とめ得ない．体長12.2ｍｍ“礎状部を含まず”（全長

15.0ｍｍ,階状部を含む，以下同様)，下顎縫合部の小突起は延びて勝状となり，サヨリ類

に似た形態が明かになる．階状部の長さは眼径の約３/4，その基部下面の腹中線上には竜

骨状隆起がみとめられるが両側縁の膜状器官は未だ生じていない（これらについては後に

述べる)．胸鰭は１０鰭条が明かになりその長さは頭長（I階状部を除く，以下同様）の１/２

に達する．腹鰭も発達し定数の鰭条を生ずる．尾鰭後縁はやや叉入する．黒色胞は頭部で

は新に生じた階状部上に散在し，体背面では正中線両側の縦列の内側及び外側に増加し始

める．尾部側面では体側中央より上方を尾柄上の色胞群より前方にのび背鰭起点下方に達

する一縦列が顕著となり，その周囲にも広がる．腹緒基底前部にも２～３個が現れる．そ

の他の部分では大きな変化はみられない．

稚魚期(P1.5)：体長20～25ｍｍ(全長29～35ｍｍ),胸鰭は定数の１２～１３鰭条を備える．

下顎噛状部は長くなり体長の１/6～1/５に達し，腹面正中線上の竜骨状隆起線は高まって膜

質となり，更に両側縁に沿い'幅の狭い膜状器官を生ずる．胸鰭は上方の鰭条ほど長くなり

最長の第２鰭条は頭長の３/５内外を測る．腹鰭の外縁はほぼ一直線をなし先端はその基底

と肱門との中間中央に達する．唇鰭は背鰭の第２鰭条下に始りこれよりわずかに高い．背

鰭は第２鰭条が最長で最後部の２～３鰭条がこれに次ぎ，上縁は鞍状を呈する．尾鰭下葉

は著しく延び後縁は深く叉入する．体側の上半，背面などでは鱗の形成が象とめられる．

黒色胞は頭部では吻端より後頭部，礎状部などをおおい，下顎側面より眼下に延び，鯛

蓋上にも散在する．体表の黒色胞は背側では各側にほぼ６～７縦列をなし，背鰭と響鰭の

間より尾柄にかけて広く散在し，特に背鰭基底後半の下方では拡張して濃色を呈する．腹

鰭基底の前方にも一小群がみとめられる．腹中線上にも一列がありH工門前方で左右に分れ

唇鰭基底の両側に沿って走る．体側中央の黒色胞列は深く皮下に埋没して不明瞭となる．

背鰭及び響鰭ではその前端のほぼ中央より後方に幅の広い（鰭条長の約１/3）暗色縦帯

が走り各鰭の後端に達する．尾鰭下葉にもひろく黒色胞が散在するが胸鰭および腹鰭には

みとめられない．体長29.5ｍｍ（全長42.0ｍｍ)，噛状部の長さは体長の１/５に達しその比
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長は各期を通じ最大となる．側線前部に沿い体がややかどばり腹面は平になる．体側は全

く鱗でおおわれる．背鰭は樗鰭よりも高くなり，特にその後部の鰭条は著しく延び後方に

倒せば先端は尾鰭の前部に達するに至る．

黒色胞は背面より体側にひろがり,前部では体の上半を，Ｈ工門より後方では体側の大半を

おおう．背鰭及び唇緒の暗色縦帯は前部ではやや乱れて不明瞭となるが,後部では鰭の縁辺

までひろがり濃黒色を呈する．背鰭では特に著しい．体長46～50ｍｍ（全長62～64ｍｍ)，

礎状部の比長やや短くなり体長の１/6～1/７を測る．体i幅もかなり厚くなり階状部を有す

るほかは外観が成魚に近くなる．胸鰭は体長の１/5を超えその基底と腹鰭基底との中間中

央に達する．背鰭後部の鰭条は多少短くなり倒してもその先端は尾鰭に達しない．階状部

は黒く頭部背面及び側面は暗色，体側中央には胸鰭基底後方より尾柄に達する暗色縦帯が

現れ，背面よりこの縦帯にかけては暗色をおび，腹鰭より後方ではこの縦帯の下方にも黒

色胞がひろくひろがる．背鰭上の暗色縦帯は個体により中断し，前部で独立した暗色斑を

なす場合もある．その他の色相には大きな変化がない．体長61.5ｍｍ（全長82ｍｍ)，階

状部の長さは体長の約1/7,頭長の約3/５，腹中線上の膜質隆起ならびに両側縁の膜状器官

は共によく発達している．胸鰭長は頭長を超え，その基部より上半部にかけて後縁に至る

まで黒色胞が散在し暗色をおびる．腹鰭の後部にも黒色胞が現れる．その他の点では大き

な変化は象とめられない．体長86.0ｍｍ(全長106ｍｍ)，階状部は急に短くなり頭長の１/７

に過ぎず先端はやや丸みをおびる．しかし両側縁の薄膜はわずかに残在している．胸鰭長

は頭長の1.2倍に達するが未だ成魚よりはかなり短い．成魚と同じく下部3～4鰭条間を除

いては暗色を呈する．腹鰭も後部外縁にやや濃厚に黒色胞をおびる（ほぼ同じ大きさの個

体でこの部分の色胞が明かでないものもある)．背鰭の下半部はひろくやや暗色をおび，

樗鰭の暗色部は輪廓が不明瞭，且色調がやや淡くなる．これらの幼期標本の個体別測定値

をＴａｂｌｅ２にかかげる．
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では速かに長くなり多くのものでは長さ７～８ｍｍ，特に長いものでは１０ｍｍに達するが

その後はほとんど伸長しない．叉，体長に対する比は体長30～40ｍｍにおいて最大でその

約1/５に達する．体長85ｍｍを超えた個体では噛状部の先端は脱落するものの如く急に長

さを減じ，ときには剥離した皮膚片の象をとどめている場合もある．この時にあたっても

両側縁の薄膜は脱落した残の部分には残存しており，基部腹面の楕円形膨出部も明かに承

とめられる．著者の検した一標本ではこの膨出部はその中央隆起線において左右に裂け，

一対の厚い膜様突起をなしているのが承られた．ABE(1956）によれば成魚に於てもこの膨

出部の残存をみとめる個体があるという．背鰭及び唇鰭は始めは両者共前部が高くほぼ同

様の形状を示すが，体長１５ｍｍ内外より背鰭の後部鰭条が長くなり，３０～40ｍｍではそ

の背縁は鞍状を呈し同時に箸く黒色をおび，オキザヨリ類乃/ＯＳ"”ｓに近い形状となる．

その後後部鰭条が短くなるとともに中央部鰭条が長さを増し，成魚では第４～５鰭条が最

長となり背縁は低い凸出した弧を画き，むしろツマリトビウオ類Hzre"ocoe7"sに近い形状

を呈する．腹鰭は多くのトビウオ類では,ilf化前にすでに出現しており，仔魚期の始めには

胸鰭よりよく発達している場合が多いが，本種では体長8.6ｍｍで始めて現れる．叉,その

位置は発育の各期を通じてほとんど変化がない．黒色胞はその出現の始めには体の背側正

本種の幼期のもっとも著しい特色はサヨリ類匪7”‘ﾙa77ZpA“,etc､のように下顎が噴状に

突出し，つづいて発育とともにそれが消失することである．階状部は歯骨の縫合部より前

方に延びた一対の細長い骨で支えられ，その下面には柔軟な肉質部が発達しており，左右

の両側縁はほとんどその全長にわたり薄膜でふちどられている．下面の柔軟な組織は礎状

部基部でややふくらんで楕円形をなしており，この膨出部より階状部の先端に至る腹面正

中線に沿い竜骨状の一隆起線が走り，やや成長した個体では竜骨状の低い膜質隆起をなし

ている．

この階状部は体長8.6ｍｍの稚仔では微小な突起に過ぎないが，体長12.2ｍｍの個体で

はすでによく発達し腹中線上には隆起線がみとめられ，16.5ｍｍのものでは側縁の薄膜も

生じている．その後の発達と体長との関係はTextfiglに示す通りで，体長40～50ｍ、ま
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中線両側に各一列，腹中線に沿い虹門前方で両分して唇鰭基底に沿う一列（後方では２

列)，及び‘体側中央に沿う一列(やや不鮮明）が発達するが，後には体の背方はひろく暗

色をおび体側中央には幅の広い黒色縦帯が州現する．上記のような腹鰭の出現と体色の変

化の状態はトビウオ類よりもサヨリ類の幼期にみられるところときわめてよく似ている．

類縁；BRuuN（1935）は本種を東南アジア熱帯水域のものと大西洋産のものとの２亜種

にわけ後者を0.7打jc1．o〆eiwss加?"ｉｓと名付けた．その後BREDER（1938）が始めて前者に

対して０.”α"qpfei･“〃7iα･”/ｅＪ･"ｓなる名称を用いている．この両亜種の差異はｏ・加．

si","ｉｓの方が背鰭響鰭ともに鰭条数が1,2個多く（Ｄ､１３～15,Ａ､１４～16）その基底がや

や長いこと，胸鰭がわずかに色胞をおびるに過ぎないことなどがあげられる．叉，幼期の

差異についてはBRuuN（1935)，ＢRED皿（1938）も言及しているが０．万?．ｓ/"7液ｓでは体

長41ｍｍのもので借状部はその２７ｐｅｒｃｅｎｔに達して最長となり，その後体長５０ｍｍに

達するまでに急に短くなり，５０ｍｍ以上のものではその３ｐｅｒｃｅｎｔ或はそれ以下に過ぎ

ないのに対-し，○.刀7.”α‘Oﾉﾜrer"ｓでは体長60～73ﾉ7”において１０～１５Ｐｅｒｃｅｎｔに達す

るものがあることが知られている．一方BREDER(1928,1938）によれば大平洋東部の標本

では体長１７ｍｍ内外で階状部がもつとも長くなるものと推定されるという．サヨリトビ

ウオでは図示したように‘体長20～40ｍｍでその職状部はもつとも長く（比長)，体長60～

80ｍｍでもその１０～１５ｐｅｒｃｅｎｔをはかり，BRuuN,BREDERらの0.777.777/α℃〆eJwsの

資料とよく一致している．叉，その卵についてはDELsMAN（1924）が東インド諸島水域

から報告しているが，本邦近海のサヨリトビウオの卵と推定されるものもこれとほぼ同様

の特徴を備える．尚本属には従来Ｅ1’oﾉα"がaSNoDGRAssetHELLERなる属名が用いられ

ていた．大平洋西部，東インド水域における本種については多くの記録がある・これらに

関してはＡＢＥ（1956）を参照されたい．

生態：成魚はわが邦近海からは採集されていないが西大平洋熱帯及び亜熱帯水域ではも

っとも普通のトビウオ類のひとつである．卵及び稚仔の出現の状況からみて，九州南西近

海でも晩春から初秋に来瀧するものと推定される．南方水域では沖合で集魚灯，或は船上

の灯火に誘集されたものが採集される場合が多い．九州南西近海，シナ東海などにおける

稚仔の出現は６～９月にみられ７～８月にもつとも多い．標準的な暖流表層稚仔のひとつ

で生時には著しい銀白色の金属光沢を有し，ハゴロモトビウオ唾ocoer"ｓ〃?o刀ocjI7･ﾙ"s,イ

グテン1､ピウオＥ､'’o/"α"ｓなどと共に承られ，この海:域のトビウオ類稚仔としては量的に

も優勢を示す．しかし沿岸では稀で流れ藻に集る習性は持たないようである．シイラ，カ

ツオなどの胃内からみい出された例も少くない．

分布：ひろく西大平洋及びインド洋の熱帯水域及び暖流域に分布するものと思われる．

２．Ｐａｒｅ郷oce”ｓｂ．αc〃”すe７.ｚｚｓｂﾖαc伽“eγ・邸ｓ（RIcHARDsoN）ＡＢＥ雪

ツマリトビウオ

P1ates1，６；Tableｓ３，４

カワリトピウオ：岡田弥一郎氏（日本脊椎動物目録，1938）による．
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ニジトピ：田中茂穂，阿部宗明両氏（有用魚類千種1955）による．

イワシトビ：伊豆七烏の一部（阿部氏による）

成魚の形態（P1.6,fi9.Ａ)：体長100～130ｍｍ，全長125～160ｍｍのものを普通とする．

脊椎骨数は屋久烏産のもの４個体にをいて４０叉は４１（24＋16,25＋16)．屋久島産の標本

１２個体（さ４＋皇８）における鰭条などの数及び各部分の測定値は次の通りである．

背鰭条数１２叉は'３，唇鰭条数13叉は14,胸鰭条数13叉は1４（前端の微小の萎縮鰭条

を含む)，背鰭前方の正中線上の隣数２０～24,背鰭起点と側線との間の隣列数６，鯛紀数

（８個体において）６～８＋17～19．

体長に対する百分比：体高18.0～20.0,体幅10.6～13.3,頭長21.2～23.4；吻長5.6～6.4,

眼径7.3～8.8,眼間径7.5～8.4,眼後部長9.3～10.1；吻端より腹鰭起点までの距離51.2～

53.2,背鰭起点までの距離69.0～71.0,唇鰭起点までの距離70.0～72.6；胸鰭長50.5～53.5,

腹鰭長18.6～20.4，最長背鰭条長25.4～29.2,最長脅鰭条長9.6～114；背鰭基底長19.0～

20.6,唇鰭基底長18.5～21.2；尾柄高5.8～6.4,尾鰭上葉長15.5～16.5,下葉長233～24.Ｌ
これらのうち６個体の個体別測定#値をＴａｂｌｅ３にかかげる．

Table３．Ｐα｝･exocogrMF6ﾉ．αcﾉiy〆〃“ｶﾉ.αc/”/ＧＩ･“（RIC円ARDsoN）
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一般のトビウオ類に比べると体は側屍しており吻も細く先端が尖っている．背鰭と樗鰭

とはほぼ相対し，後者は前者の起点の直下叉はわずか後方に始まる．背鰭は高くてその外

縁は半円形に突出し倒せば先端は尾柄有鱗部の後端に達する．その最前部の２～３鰭条の

み不分岐，第４～５緒条がもっとも長くそれより後方に至るに従い次第に高さを減ずる．

梼鰭は多くのトビウオ類と異ならず第１鰭条のみ不分岐，第２鰭条がもっとも長い．胸鰭

は多くのトビウオ類より短いが倒せば先端は背鰭の第４～６鰭条の基底に達する．第１鰭

条(前端の萎縮鰭条を除き）のみ不分岐，第２鰭条が最長で後者は前者の1.25～1.4倍を測

る．腹鰭はほぼ体の中央に位置を占め倒せば先端は唇鰭の第１～２鰭条基底に達する．第

３～４鰭条がもっとも長い．下顎縫合部には口を閉じれば吻端より前方に突出する癖状の

突起を持ち，この突起から後方に下顎の腹面正中線を低い稜状の隆起が走る．上下両顎の

前部には細い円錐歯をおびる．鋤骨下面は後方に尖った三角形をなし，口蓋骨，舌骨と共

に表面に微細な粒状突起をおび粗面を形成する．隣は大きく背面正中線と腹鰭基底との間

に６列を数える．胸鰭基底後方の隣では高さは長さの約２倍，被覆部には４～５個の放射

線があり環線は後下方に一凸出部を持つ．体色は多くのトビウオ類と特に異るところはな

い．胸鰭は上部鰭条がわずかに色胞をおびるほかは無色，腹鰭も無色，背鰭は上方２/３は

濃黒色で下方に至るに従い淡くなり基底に近い部分では鰭条の承が色胞をおびる．響鰭は

無色，尾鰭は基底部，上薬先端及び下葉の大部分が暗色をおびる．生時には合の腹面，腹

鰭及び尾鰭の下葉が紫紅色をおびる．早ではかような色調は象られない．このような体色

はその産卵期の８月に薩南諸島の一部の竹島附近で採集された標本でふられたが，常時こ
の様な二次性徴を示すのか，いわゆる婚姻色であるかは明かでない．

生活史卵（P1.1,蛇.Ｂ)：屋久島附近で採集された早の成魚の成熟に近いものと思わ

れる卵巣卵は直径1.2～1.5ｍｍ,附着糸は卵巣内では各'々 卵に捲きついているが，表面の相

対する二極より生じ一方には３～５本,他の一方には５～９本を数える（５個測定)．叉,そ

の抱卵数は体長125ｍｍ及び118ｍｍの個体でそれぞれ2,372個及び2,116個，各個体とも

すべての卯が同じ様に発育している．

仔魚期（p１．６)：本種の仔魚期と推定される体長5.9,6.8ｍｍ（全長7.3,8.3ｍｍ）の２標

本が採集されている（24｡36'Ｎ,124.54'Ｅ：９/5,1956)．小さい方の標本に於て頭部はすでに

完成し吻端はとがり下顎端はやや突出する．体長は頭長の約４倍，胸緒条のみは５～６個

を数え得るに過ぎないが，その他の鰭では鰭条は定数に達している．胸鰭の先端は腹鰭基

底に遠く達せず腹鰭の先端も虹門に達しない．腹鰭はほぼ体の中央より生ずる．背鰭より

唇鰭の方がやや高く，最長鰭条長は後者は前者の1.2倍．尾鰭はなお上下相称,後縁は識形

に近い．頭頂,鵬蓋部,峡部より虹門にかけての腹側には皮下に埋没した黒色胞群がある・

表層の黒色胞群は頭部では背面より下顎先端に到るまでひろく分布し，眼下などにも散

在している．体の背面にもひろくひろがり，体側ではその中央に一縦列をなし胸鰭基底後
方より尾柄後端に達する．腹鰭より後方では腹中線とその両側にも黒色胞がならぶ．肱門

より前方では黒色胞は広く体側に散在するが，それより後方では背鰭基底及びその後方，

唇鰭基底》体側中央に３縦列をなすのみである．鰭上には色胞がみられない．

大きい方の標本では胸鰭に８鰭条を翠とめる．胸鰭先端はなお腹緒基底に達しないが,腹

鰭は大いに延びて先端は唇鰭の第２鰭条基底に到る．樗鰭は背鰭より未だわずかに高い
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尾鰭は下葉が突出して後縁は一斜線をなす．黒色胞は増加し体の後部側面にもひろがるが

尾柄は中央と背縁の色胞列を除き大部分白色，尾鰭の基底と下葉上に３～４個の黒色胞が

みとめられる．

稚魚期（P１．６)：体長9.0ｍｍ(全長11.2十ｍｍ）のものがｌ個体(屋久島：４/8,1949）採

集されたほかは小さいものは得られず,その他の稚魚はすべて大きくて体長41.5～60.5ｍｍ

(全長50.5～75.0ｍｍ)，多くは９月に屋久烏で，一部は８月に五島生月鳥で採集された．

体長9.0ｍｍ(全長11.2＋ｍ、)，仔魚期と形態に大差はないが胸鰭条は１３個で定数を数え

る．胸鰭の先端は腹鰭基底に，腹鰭の先端はその基底と響鰭起点との中間中央に達する．

尾鰭下葉はよく発達し後縁は二叉する．下顎縫合部の前端は尖ってはいるが特に階状をな

しておらず，下顎腹中線上の稜状隆起やひげ状器官は染られない．体は殆んど全体が黒色

胞におおわれるが尾柄後端の承は淡色，背鰭は後半上部が暗色，尾鰭では最下部の２鰭条

に沿い黒色胞がならぶ．腹鰭の後半部にも黒色胞が散在する．その他の鰭は淡色である．

体長41.5ｍｍ～60.5ｍｍ（全長50.5～75.0ｍｍ)，体の外観はほぼ成魚と同様となる．背鰭

の高さも成魚と異ならないが，比較的後部の鰭条が長いために後方に倒せば尾鰭中央鰭条

の先端に達する．唇鰭は成魚におけるよりもやや高い．胸鰭は体長41.5ｍｍで辛うじて背

鰭基底の前端に達し，60.5ｍｍでは背鰭第３鰭条の基底下に達する．腹鰭は41.5～54.0ｍｍ

の個体では成魚よりもわずかに長く先端は騨鰭第２鰭条基底に達するが60.5ｍｍのものは

成魚とひとしくほぼその起点に達するのみとなる．下顎縫合部の先端は前方に向う上下に

馬平な小突起をなし，サンマの階状部を思わしめる．その腹面に発して下顎の腹中線上を

走り眼の前縁の下方に達する低い膜質の竜骨状突起がある．体長42.0ｍｍ(全長５１２ｍｍ）

の１個体で下顎前端に一対の短いひげ状器官がみとめられた．ひげは馬平で周縁は雛葵に

富み，その長さは瞳孔径よりわずかに短く頭長はその6.2倍にあたる．稚魚期の標本とし

てはこの個体を除いてはひげ状器官を持つものは得られなかった．これは，幼期の標本の

下顎端は損傷し易く礎状部は骨質が裸出しているのを常とする点からみて，採集時に脱落

したのではないかと思はれる．

これらの各個体の体繍色は固定保存されたものではほぼ成魚（早の）と同様である．各鰭

の色相は体長41.5ｍｍでは背鰭は大部分が黒いが前部６鰭条間では上緑に白色部を残し，

最後の２鰭条間では色胞が散在するのみでやや色が淡い．騨鰭には基底部に近く暗色帯が

縦走する．胸鰭はすでに成魚と同じく鰭条上にわずかに黒色胞を有するのみであるが，腹

鰭は前部を除いては大部分が暗色で中央部は特に濃色を示す．体長60.5ｍｍに至る各個体

では上記の個体と大差はないが，背鰭は下方より孜第に槌色し上方は上縁に至るまで黒色

となり，樗鰭の暗色縦帯は前部より消失し，腹鰭の暗色部も成長と共に縮少する．

未成魚期：体長100ｍｍ前後以上のものはここでは成魚としてとりあつかったが，屋久

島産の体長109ｍｍの個体で一対･の短いひげ状器官を持つものがあり（ひげの長さは眼径

の１/３，体長の２．３ｐｅｒcent)，この個体では唇鰭の後部及び腹鰭の中央部と第３～６鰭条

間の縁辺はなお暗鋤色で，幼期の特徴が残存しているのがみとめられる．

類縁：GbNTHER（1866）の記載しているシナ産の本種の標本はいずれも幼期の個体（体

長３７～50ｍｍ）であって，一対拳の短いひげを有する点では本邦産のツマリトピウオと一致

するが,腹鰭は肱門に達するのみで同じ大きさのツマリトビウオよりもやや短い．ＦＯＷＬＥＲ
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(1932）のChinaSeasから記載しているものは鰭条数，体の各部分の大きさなどには大差

はないが,胸鰭の長さは本邦産のものよりやや短く，叉背鰭前方の正中線上の隣数がやや少

い、色彩も成魚においては本邦産のものと異らないようであるが，幼期にtwolargedark

lateralspotsを有するとしているのはＰ.〃z”ｏ７打e"ｌｆｏと混同しているのではないかと思

われる．WEBERandBEAuroRT（1922）はＲ'71e”ｏをＰ.〃αcﾉｶy〆ｅＪ‘“のsynonymとし

ているが,この両者は明かに別種とすべきもので,同氏らがかかげているＰ､６噸cﾉiypjfg'･恥は

その鰭条数（Ｄ、10-11,Ａ、１０－１１，Ｐ.ｉ,１２)，色彩などから承てＰ.〃Ie”ｏとすべきもので

あろう．

大西洋産の本種と近縁のものとしてはBRuuN（1935）は跡ocoe7"JAZ/"α""ｓＧｏｓｓＥを

一亜種として本種に編入し，BREDER(1938）は更にＨzﾉ℃"ocoems6racﾉhyPrer”/"rorα"sを

新亜種として追加している．BREDERによればこの両亜種の差異は，前種では両顎歯がほと

んど欠除していること，腹鰭が騨鰭の第２叉は第３鰭条に達すること，体長は頭長の約４

倍なることなどの特徴を有するのに対し，後者では両顎歯は細少であるが明かにその存在

がみとめられること，腹鰭は縛鰭起点に達するがその第２鰭条には達しないこと，体長は

頭長の4.5倍なることなどを特徴とするにあり，脊椎骨数や鯛杷数には差異がみとめられ

ない．

叉，その生活史についてはＰ､６．〃"/”Z"Ｓに関してはBREDER(1938）が体長22.5ｍｍ以

上のものについて述べており，Ｐ.ｂ､腕lfoJ.〃伽に関してはHILDEBRANDandCABLE(1930）

がＰ､77zesog〔zsre7‘(BLocH）（＝P､６．/加orα"s,BREDER（1938）による）の５ｍｍ内外より成

魚までの幼期の発育について記載し，BREDER（1932）は同じくＰ."'esogasreγの卵巣卵及

び体長4.5～16.5ｍｍの稚仔について述べている．両亜種の幼期を比べるとＰ,6.”/”z邸sで

は比較的長いひげ状器官がみられる．すなわちひげは体長22.5ｍｍですでにその１３．３ｐｅｒ

centを測り．，体長４０～60ｍｍでは平均その１６，８ｐｅｒcent,最大Z3Percentに達し，体

長107ｍｍに到るすべての個体にみられたのに対し,Ｐ､６．”o７．α"sでは,体長１８ｍｍでひげ

状器官が現れ，最大85ｍｍの個体にもみられるが欠落している場合も多く，存在している

ものも眼径にひとしくなる（HILDEBRANDandCABLEによる）か，或は体長の０．２perｃｅｎｔ

(BREDERによる）に達するに過ぎず，はなはだ短いのがもっとも顕著な差異である．

ツマリトピウオをこれらの両亜種と比較すると，成魚に於ては脊椎骨数や鰭条数には差

異はないが鮒紀数は３～５個少い、叉，胸鰭はやや短く腹鰭は多少前方に位置を占め，そ

の長さはＰ､６．肺/orα"ｓよりもわずかに短い．背鰭は両亜種のいずれよりもやや高い．顎

歯はかなり明瞭でこの点はＰ､６．／雌orα"ｓに近い．一方幼期のひげ状器官の出現の状態は

Ｒｂ./"rｏｒα"ｓにきわめてよく似ている．ひげ状器官のみでなく一般的な幼期形態の発達も

鰭の長さなどに多少の相異がみられるのを除いてほとんどこれと同様の経過をたどる．し

かしその卵はＰ､６．/"roIYz",yでは直径1.3～1.4ｍｍ，附着糸は卯膜上にひろく分散して生じ

半球面上に十数個を数え（BREDER(1932）による）本種の卵とはかなり異っている．大

平洋でもその中部～西部の熱帯水域ではひげ状器官の長い型のツマリトビウオ近似の稚

仔がしばしば採集される．従って大西洋の二亜種と対称的な２型を産することが推定さ

れるが，成魚におけるこの両型の差については未だ明かにされていない．Ｐ､６Ｉ．αcﾉiypre｝‘“

の基準産地はTahiti島であるから，このひげの長い稚仔を生ずるものが基準亜種Ｐ,６．

６raC/ZypreJ呪ｓで，ツマリトビウオやＧＵＮ'1皿Ｒがシナから記載したものなどはこれとは別
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の高緯度型，或いは北西大平洋沿岸型の一亜種をなすものではないかとの疑問もあるが，

ここには一応ＡＢＥ（1955）に従い標記の亜種名を用いることにした．

特徴：本種とバショウトビウオHzr“coems〃,”ｏﾉ"e"ｒｏの生活史の各期を通じての差

異及び本属の幼期にみられる特徴については，バショウトビウオの特徴の項において詳述

する．

生態：本種の成魚は７月中旬より８月上旬にかけて薩南群島の竹島，黒島などで多少漁

獲され鹿児島の市場でみられる場合もある．この漁期にはｓはすべてすでに述べたように

美しく彩られ，早は多くは熱卵を抱く・

体長６～７ｍｍの稚仔は５月（宮古島附近）に採集されたが，九州近海では主として

40ｍｍ以上のものが８～９月に採集されている．

分布：大平洋西部の熱帯水域及び暖流域にひろく分布するものと思われる．

Table４．Ｐαﾉ･exocoa“６ﾉ‘αcﾉiypreF・姉６ﾉ．αcﾉhypreJws（RIcHARDsoN）

Juvenile

MeasurementsandCounts

１
８
８
０
０
４
４
６
８
８
４
２
２
７
７
７
０

●
○
回
■
心
Ｇ
■

■
。
■
■
●
④
●
●
●
■

８
１
０
６
８
９
８
０
７
９
２
３
７
２
１
０
６

１
１
２
５
６
５
４
２
２
１
２
２

18.1.

11.3

22.1

５９

７．９

９．１

８．５

v'７
i,１２
i,１１

Yaku-shima

l953-9-7
1kizuki-jima
l951-8-26

Yaku-shima

l949-8-4
Locality＆
Datecollected

″
″

17.7

24.3

10.4

pOSt-1
９．０

11.2＋

Stage

Bodylengthinmm
Totallengthｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
ＨｅａｄＩｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ
Ｐｏstorbitalwidth

lnterorbitalwidth

Distancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongeｓｔａｎａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅｐｔｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕncle

Lengthofcaudal3

Upperlobe
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

ＮｕｍｂｅｒｏＩ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

yｏｕｎｇ

４１．５

５０．５

〃

60.5

75.0

1５

iii,９

ii,１１
ｉ,1１

２
３
２

１
１
１

3.Ｐα『e"ocoe”ｓｍｅ”ｏ打ze”ｏ（VALENcIENNEs）BRuuN

バショウトビウオ

Plates7，８；Tableｓ５，６

14.5

24.1

８
５
３
６
５
３
６
２
５
８

●
●
①
●
も
●
●
■
●
●

２
９
０
９
１
７
１
０
９
６

５
６
７
４
２
２
１
２
１

８
０
３
４
１
５
１
９
５
２

０
●
合
Ｕ
●
。
●
●
や
●

１
７
８
６
２
５
２
１
８
６

５
６
６
４
２
２
１
２
１

62.2

63.3

17.4

14.2

23.9

15.0

25.623.6

iii,９
ｉ,Ｉ２
ｉ､１１
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成魚の形態（P1.8,,9.Ａ)：本種の成魚は体長102.5～106ｍｍ（全長130～133ｍｍ）の

３個体が熊本県天草富岡で，体長113ｍｍ（全長137ｍｍ）の１個体が奄美大島古仁屋で採

集された．各個体とも古でその脊椎骨数は36個（21＋１５，３個体測定)．

これらの成魚と九州近海産の大型の稚魚８個体にをける鰭条などの数は次の通りであ
る．

背鰭条数10叉は１１，騨鰭条数１０～1２（大部分は１１叉は12),胸鰭条数１４～1６（前端の

微小の萎縮鰭条を含む)，背鰭前方の正中線上の隣数１７～1９（成魚のみ，以下同様)，背鰭

起点と側線との間の鱗列数６，伽紐i数６～８＋18～19．

体長に対する百分比:体高19.8～20.9,体幅13.7～14.3,頭長23.9～25.5；吻長6.2～7.2,

眼径7.6～8.2,眼後部長9.9～11.1,眼間径8.0～8.6；吻端より腹鰭基底までの距離５０．０

～51.3,背鰭起点までの距離69.5～71.6,響鰭起点までの距離70.5～732;胸鰭長57.1～57.5,

腹鰭長2L2～22.4,最長背鰭条長24.1～24.8,最長騨緒条長9.4～10.1,背鰭基底長15.6～19.1,

騨鰭基底長13.9～17.9；尾柄高6.6～7.2,尾鰭上葉長17.5～18.6,下葉長26.9十．

これらのうち３個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ５にかかげる．

Table５．PGrGxocoer“〃zG"/ｏ/"gﾉzro（VALENcIENNEs）
MeasuremcntsandCounts

９
３
６
２
２
９
６

色
■
□
Ｇ
■
由
●

０
４
４
７
８
９
８

２
１
２

８
７
５
７
６
９
０

●
●
●
■
●
９
９

⑲
Ｂ
率
６
７
９
８

６＋19
21＋１５

Serialnumber

Locelity＆
DatecoI1ected

KCF3847

Koniya
l95fト5－２９

KCF4129

Amakusa

l955-6-13

ＫＣＦ４１３０
〃

〃

３
５
２
２
４
１
１
０
７
８

●
の
９
。
●
■
■
●
◆
凸

１
１
３
７
２
４
０
７
５
６

５
７
７
５
２
２
１
１
１

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
Postorbitallength
lnterorbitalwidｔｈ

Ｄｉｓｔａｎｃｅｆｍｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengtlfofthelongestanalray
Lengthofdorsalbase
Lengｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅｐｔｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕｎcle

Lengthofcaudal：

ＵＰｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabovelateralline
Gillrakers

Vertebrae

８

１１３

１３７＋

8

105

132十

1６

15.5

25.3

８＋１８

18.6

26.3

７
５
５
５
９
８
０
１
９
２

甲
■
●
■
■
●
□
●
年
■

０
９
０
７
１
４
０
９
７
７

５
６
７
５
２
２
１
１
１

０
６
６
１
２
２
４
６
９
６

●
■
●
■
●
●
●
９
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凸

０
１
３
７
１
４
９
５
３
６

５
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概形はツマリトビウオＰ､ｂｒａｃﾉiyj'r〃“61"αc/hypZcr“と大差はないが頭長と‘体幅とはそれ

よりもやや大きく尾鰭も多少長い．唇鰭起点は背鰭の第２鰭条の基底下方にある．背鰭は

高くその外縁は半円形を呈する．その最初の鰭条のみ分岐せず，最長の第４鰭条は倒せば

尾鰭上葉の萎縮鰭条に達する．唇鯖は特に高くはない．胸鰭の先端は背鰭の第９鰭条の下

方に達する．第２鰭条（前端の萎縮鰭条を除く，以下同様）が最長で第１鰭条はその５５～

60percentにあたる．腹鰭は,体のほぼ中央にあり倒せば先端は江門と騨鰭起点との中間に

達する．第3,4鰭条がもつとも長い．上下両顎には微細な円錐歯をおび，鋤骨及び口蓋骨

の表面は微細な突起をおびる．胸鰭基底後方の燐では高さは長さの2.2～2.4倍，被覆部に

は５～７個の放射線があり，環線は後下方に向う凸出部を持つ．

色相：体色は多くのトビウオ類と同様に背面は暗色で腹面は銀白色，固定‘保存したもの

では胸鰭基底の後方から尾柄端に到るやや顕著な暗色帯がみられる．胸鰭の上半，第７鰭

条までは後縁を除いては，鰭条鰭膜共に黒色胞をおびやや暗'色を呈する．腹鰭は無色，背

鰭はほとんど暗色で先端に至るに従い濃黒色を呈するが最後部の３鰭条間では上部に至る

に従いかえって淡色となる．騨鰭は基底部のみ，尾鰭は基底と上葉の先端，下葉の大部分

が黒色胞をおび暗色を呈する．生時には体側は早さ共に淡黄･色を呈するという（塚原博氏

の談による)．

生活史：本種の幼期の資料としては主として薩摩半島沿岸，屋久島，奄美大島などの沿

岸で，体長6.3～56.2ｍｍ（全長8.0～71.8ｍｍ）の２６個体が採集された．そのうち発育の

各段階を代表するものの個体別測定値をＴａｂｌｅ６にかかげる．

仔魚期（P1.8）：'体長6.3"1"Z（全長8.0”")，体長は頭長の3.3倍，休高の５．２倍，体形

はよく整い吻端は細くなり,下顎端は鋭く尖っている．腹鰭の基底は‘体の中央よりかなり前

方にあり，背鰭及び騨鰭の起点も成魚よりはわずかに前方にある．胸鰭には約５鰭条（破

損のため不明）をみとめるのみであるが，その他の各鰭には定数の備条が発達している．

胸鰭の先端はその基底と腹鰭基底との中間中央に,腹鰭はそれよりかなり長く（約1.3倍)，

先端は虹門のやや前方に達する．響鰭は背鰭より著しく高く最長鰭条長は樗鰭は背鰭の１．７

倍，尾鰭は下葉が伸長し始めており後縁はほぼ一斜線をなす．

吻端より頭部背面，背鰭前端までの背側，下顎端，頭部の側面，腹腔域の外側面などは

黒色胞でおおわれる．体の中央より後方では体側中央（1ateralseptum上)，背鰭及び唇鰭

の基底などに沿い黒色胞列があり，尾鰭基底の中央にも黒色胞の小群があるが，これらの

色胞群や色胞列を除けば白色である．腹鰭は疎に黒色胞でおおわれるがその他の鰭は淡色

である．

体長8.6ｍｍ(全長11.0ｍｍ)，腹鰭の基底は体の中央よりわずかに前方に位置を占めその

先端はほぼ騨鰭起点に達する．体の後方の３色胞列間にも黒･色胞が散在するが尾柄部には

未だ現れない背鰭の前部及び尾鰭下葉にもわずかに黒色胞を生ずる．腹鰭の黒色胞は濃

密となり全‘体黒褐色を呈する．胸鰭も前部が色胞におおわれる．

稚魚期（Pls､８，９)：体長12.6ｍｍ（全長16.2ｍｍ)，胸鰭条数は定数（13）に達する．腹

鰭は体の中央よりやや後方に移る．背鰭と唇鰭との位置は成魚とほぼ等しくなる．胸鰭の

先端は腹鰭の起点に，腹鰭の先端は騨鰭の第５鰭条基底に達する．腹鰭は胸鰭よりもやや

長い（約1.2倍)．尾鰭後縁はわずかに叉入する．下顎縫合部は鋭く尖りその下面の正中線
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上に低い竜骨状の膜質突起が現れる．黒色胞は体側全体にひろがり後半部もほとんどこれ

におおわれるが尾柄はその後部中央に一黒色胞群があるほかは白色である．鰭上の黒色胞

は背鰭では前部より中央にかけて散在し，中央上半部ではやや顕著な黒色斑をかたちずく

り，胸鰭では下部の２～３鰭条間を除いてはひろく散在し，腹鰭では全体に密在して濃黒

褐色を呈する．尾鰭では下葉上に散在するの承で唇鰭には存在しない．

体長16.0ｍｍ（全長20,7ｍｍ)，下顎縫合部前端には上下に肩平なきわめて短い骨質の突

起を生じその形状はサンマの下顎階状部にやや似ている．膜質の竜骨状突起はその下面に

発して下顎の腹面正中線上を鼻孔の垂直下方まで走る．背鰭と唇鰭との高さがほぼひと

しくなる．胸鰭は腹鰭よりもわずかに長くなり，先端は背鰭の前部に近ずく．腹鰭は体長

12.6ｍｍのものよりかえってわずかに短くなる．体側後部中央の黒色胞列は後方に延び,尾

鰭基底の暗色斑はひろがり，両者は尾柄上で相連る．

体長25.0ｍｍ（全長33.5ｍｍ)，腹鰭は前進して成魚とひとしい位置を占め体側には鱗が

よく発達する背鰭はかなり高くなり後方に倒せば尾鰭萎縮鰭条の前端に達する．その大

部分は濃密に黒色胞をおび縁辺に近ずくに従い濃色を呈するが，後方３鰭条間はやや淡･色

である．体長30.2ｍｍ（全長38,6ｍｍ)，頭長もほぼ成魚とひとしくなる．胸鰭の先端は背

鰭の第２鰭条基底に，腹鰭は（ますます短くなって）騨鰭の第３鰭条基底に達する．前者

Table６．Ｐαﾉ℃xocoe〃ｓ〃7eﾉzro〃花"rｏ（VALENcIENNEs）
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はその先端部と下部とを除き暗褐色，後者はほとんど全体が黒褐色を呈する．下顎縫合部

には長さが瞳孔径の’/６内外の小さいリボン状の黒色ひげ状器官がみとめられる（下顎縫

合部の骨質突起が裸出しているのでその剥離した皮膚の残片の疑いもある)．

体長45.5ｍｍ（全長57.8ｍｍ)，概形はほぼ成魚と同様であるが，胸鰭はこれよりなお短

かく腹鰭はやや長い．両対鰭共に色相には変化がない．成魚と同様に背面は暗色，腹面は

銀白色であるが，背鰭基底の前端及び中央の下方には体側上方に前後にならぶ２個の顕著

な小黒色斑があり著しい特徴をなす．その大きさはいずれもほぼ瞳孔にひとしい．下顎縫

合部には体長30.2ｍｍの稚魚と同じくきわめて短いひげ状器官がみられる．下顎腹中線上

の膜質竜骨突起もなおよく発達している．

体長562ｍｍ（全長71.8ｍｍ)，概形及び色相には著しい変化はない．下顎縫合部の先端

の骨質突起はなくなり下顎端はやや丸みをおびるに至る．

発育の始めには頭部及び眼が大きく，背鰭騨鰭及び腹鰭の位置は成魚より前方にあるが

体長10ｍｍ内外に達すれば両垂直鰭の位置は成魚と同様になり，腹鰭は一時やや成魚より

後方に移るが頭長が成魚とひとしくなる３０ｍｍ前後には成魚の位置に複する．体長17ｍｍ

前後までは騨鰭は背鰭より高いがそれ以後は背鰭の方が高くなり,25～45ｍｍでほぼ成魚に

ふられる様な形態となる．尾鰭は９～11ｍｍで下葉が伸長し後縁叉形となる．１２～45ｍｍ

では成魚よりもかえって長い．胸鰭は始め腹鰭より短いが体長30ｍｍに達するまでに急に

伸び，体長12～13ｍｍで腹鰭起点に達し，１４～16ｍｍで腹鰭より長くなり，２５ｍｍ内外で

背鰭起点を超え，56.2ｍｍでは背鰭の第５鰭条基底に達する．腹鰭は体長１３～14ｍｍで騨

鰭中央に達するがその後短くなり56.2ｍｍではその前端に至るのみとなる．

下顎縫合部は体長6.3ｍｍではただ鋭く尖っているのみであるが１３～14ｍｍで先ずその

下面に膜質の竜骨状隆起を生じ，１６ｍｍに達したものでは先端に短い階状の骨質突起を備

える．叉‘体長23～46ｍｍの稚仔のうち３個体には階状突起の腹面に膜質隆起の前端両側に

あたり一対のきわめて短いひげ状器官様のものがみとめられる．しかしこれが真のひげ状

器官であるか否かは多少疑わしい．

体側の色胞はその後部では体長７ｍｍ内外のものから中央と背腹両側に３縦列を形成し

てをり，その後次第にこれらの縦列の間を埋めるように発達して行く．体側中央の．色胞縦

列は始め尾柄上には延びていないが（ツマリトビウオ幼期との差異)，‘体長１６ｍｍ以上の

ものでは尾柄後端までひろがる．体長40ｍｍ以上のものでは背鰭基底下方の,体側上に２個

の瞳孔大の顕著な黒色斑を生ずる（本種の特徴)．背鰭は12ｍｍ内外より暗傭色をおび始め

30ｍｍ以上のものでは全体ほとんど黒色となる．各期を通じて樗鰭には．色胞なく，尾鰭に

は下葉に色胞散在するが概して淡色である．胸鰭は体長８～９ｍｍより暗色となり始め１３

～14ｍｍでは下部を除き暗色，３０ｍｍに達するとその先端が槌色し始める腹鰭は１３～１４

ｍｍでほとんど黒褐色となり以後その状態がつづく．この腹鰭の色相は生時においても著

しい特徴をなす．

‘体長８～30ｍｍの稚仔では生時には側面の大部分は帯青色で腹面は明るい青色，体側中

央には濃青色の一縦線がある．これらの部分はいずれも銀白色の光沢を帯びる．背面は帯

紅褐色で強い金属光沢をおび，更に胸鰭基底後部上方より背鰭の前方にかけて黄金色をお

びた大きな輝斑がありその周囲はピンク色で背方からみると著しく鮮明である．潮目の表
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層を勝泳しているときは胸鰭はほとんど透明で認め難いが，腹鰭は濃黄緑色の地に黒色

点を密布し，これを常に‘体の両側にひろげているので直ちに本種であることを識別し得

る．

類縁：BRuuN（1937）はPondicheryで採集されたVALENc1ENNEsの本種の基準標本を

再検討しているが，その測定値，鰭条数，鯛紀数などは上述の本邦産のものとほぼ同様で

ある．BLEEKER(1866）のJava,Bangka,Celebes及びTernata産のもの（70～120ｍｍ)，

ScHuIﾉｒｚ等（1953）のMarshall群島産のもの（71ｍｍ）などの諸特徴もよくこれに一致

する．WEBERandBEAuroRT（1922）はＰ､7"”ｏをＰ､６rczc/”/er"ｓのsynonymとして

いるがこれが誤であることはツマリトビウオの類縁において述べた通りである．〃しかしそ

の記載はむしろＰ."『”ｏによったものではないかと思われ，幼期に背鰭下方に２個の黒斑

が現れると述べている点や，鰭条数，各部分の測定値などもＰ."'”ｏに一致する．ＳＥALE

(1935）の記載しているＰ､bracAyP花7"ｓにも混同がみとめられ，そのう,ちのVanikoro島

産の４０～80ｍｍの幼期の個体は鰭条数，斑紋からみてＰ."z”ｏと一致する．

BRuuN（1935）及びBREDER（1938）によれば大西洋のＰ.〃7”ｏ”/”"c"sBREDERは

脊椎骨数はバショウトビウオと同じく３５叉は３６であるが鵬紀数８～９＋１９～21で，大平

洋及びインド洋産のものが６～８＋１７～１９であるのに比べるとやや多い．叉，胸鰭長が大

西洋のものでは体長の５１～５３Ｐｅｒｃｅｎｔであるのに比べ西大平洋のものでは５５～５７ｐｅｒ

centとやや長いのにも差異が染られる．しかし本邦産のものとインド洋産,大平洋島||蝿産の

ものとの間には特に差異がみとめられないので，バショウトビウオもＰ.〃2e"わ〃ze戒ｏと

するのが妥当であろう．Ｐ.〃7e"わ”/α""c"ｓの幼期は未だ明かにされていないようである．

なお最近ＡＢＥ（1956）により本種の成魚の詳細な記載が公にされた．

特徴：本属のトビウオ類稚仔のもっとも著しい特徴はその下顎の先端が鋭く尖っていて

やや成長したものでは先端に短い階状の骨質突起をおび，その腹面正中線には膜質の小竜

骨状隆起を生ずることである．わが国の他のトビウオ類としてはハマトビウオｃ”seﾉz"‘",ｓ

ｐ”α"6”6α”s/”o"Jaj‘y及びトビウオProg"jcﾙrﾉiysagooの仔魚期のおわりにも多少これ

に近い形態が現われるが，両種とも間もなく特徴的なひげ状器官が発達するうえに，黒色

胞の分布の状態，対鰭の大きさの関係などに本属の稚仔とは大きな差があるので混同する

おそれはない．その他体長25ｍｍ以上に達すれば背鰭が成魚と同様に高くなることも（ハ

マトピウオ，カラストビウオｃ〃Ｓｃ/z"“”/o"ompreJws，トビウオ，オキトビＤα"/c〃/hys

F･”“e〃などに類型はみられるが）本属の特徴として上げられよう．

バショウトビウオとツマリトビウオの幼期の差異は，体長６～８ｍｍの仔魚期において

は，体側中央を縦走する黒色胞列が前者では背鰭及び唇鰭の基底後端を結ぶ線で終ってお

り，尾柄はその後端の黒色胞群を除いては白色なのに対し，後者では胸鰭後方から尾柄後
端まで連っている点にもつとも著しい．

稚魚期の始め８～10ｍｍの時期には上記の差異のほか，背鰭の黒色胞群が前者では中央

より前方に，後者では中央より後方に現れることがあげられる．後者では稚魚期の体長１０

～40ｍｍのものが採集されていないのでその間の差異は明かでないが，４０ｍｍ以上のもの

では前者の背鰭下方に２個の黒･色斑を生ずるのが著しい特徴である．そのほか腹鰭が前者
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では全体が暗色なのに後者ではやや輪廓の明かな斑紋のあること，唇鰭は前者では無色で

あるが後者では基底に沿い暗色帯が走っていることなどもあげられる．叉，前者の方が頭

が大きく背鰭が低いこと，胸鰭は前者ではやや暗色,後者ではほとんど淡色であることなど

は成魚と共にみられる差異である．鰭条数に染られる差（前者ではＤ､１０，１１；Ａ,１０～12,

後者ではＤ１２，１３；Ａ１３，１４）は各期を通じて両者の識別に寄与する．

本属のトビウオ類の卵f化直後の稚仔はかなり小さいもののようである（E6racAy〆er"ｓ

""orα"ｓの前期仔魚はHILDEBRANDandCABLE（1930）によれば３ｍｍ内外であるとい

う）．従ってここにあげた仔魚はその小さいものでもかなり発育が進んだものと言うべき

で，仔魚期の最初の時期のバショウトビウオとツマソトビウオの識別は困難なのではない

かと思われる．

生態：成魚は熊本県天草のトビウオ漁場では，５～６月のツクシトピウオ，ホソトピな

どの漁期に採集され人工受精も可能な熱卵を持つ個体も象いだされる（塚原博氏による)．

体長６～20ｍｍの稚仔が８～１０月のトビウオ漁期に薩摩半島の外洋に面する沿岸でしば

しば採集された．これらの稚仔はすでに述べたような顕著な外観的特徴を備えているため

に自然の棲息状態においても容易に識別されるが，常に単独叉は２～３尾の小群をなして

潮目の表層を勝いでおり，特に流れ藻などに密集するような習性はみとめられない．

分布：大平洋及びインド洋の熱帯及び亜熱帯水域．

４．画"ocoe”ｓｍｏ卵oc”ず""ｓ（RIcHARDsoN）

ハゴロモトビウオ

Ｐ１ａｔｅｓ９－１１；Tableｓ７，８

体長170～180ｍｍ,全長220～240ｍｍに達するトビウオ類で，成魚は九州沿岸,南西諸

島，台湾近海などで５個体が得られたのみである．これらの標本の脊椎骨数は４１～４３個

（25＋16,26＋16,26＋17)．

成魚の形態(P1.9,f19.Ａ)：上記の諸標本の緒条などの数及び条部分の測定値は次のよう

である．

背鰭条数13叉は14,騨鰭条数12～14,胸鰭条数１６叉は1７（前端の萎縮鰭条を含め）；

背鰭前方の正中線上の隣数18～20,背鰭起点と側線との間の隣列数８，側線と梼鰭起点と
の間の隣列数２，総杷数５～６＋19～21．

体長に対する百分比：体高20.0～21.2,体幅14.6～147,頭長25.4～27.6；吻長6.8～8.0,

眼径6.6～6.9,眼間径8.1～8.7,眼後部長13.6～14.2；吻端より腹鰭基底に至る距離42.9～

45.8,背鰭起点に至る距離683～70.6,唇鰭起点に至る距離68.3～71.0;胸鰭長73.5～78.0,

腹鰭長１２４～13.3；最長背鰭条長8.1～8.3,背鰭基底長20.2～212，最長響鰭条長10.4～

10.8,響鰭基底長20.6～21,2；尾柄高7.9～8.5,尾鰭上薬長24.1～25.6,下葉長32.0～32.5．

各標本の個体別測定値はＴａｂｌｅ７にかかげる．
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Table７．唾ocog加岬72”oc"〃“（RIcHARDsoN）
MeasurementsandCounts

２
６
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０
９
２
１

台
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①
巳
●
■
■

１
４
７
８
６
４
８

２
１
２
１

０
７
４
８
６
６
７

●
。
■
■
●
●
●

０
４
５
６
６
３
８

２
１
２
１

Serialnumber

Locality＆
Datecollected

KCF3266

Uotsuri-jima
l953-11－７

ＮＥＬ５

ＫａｇｏｓｈｉｍａＢａｙ
ｌ９５４－Ｉｌ－２４

KCF3280

Sekibisho

l953-12-12

40.6

69.6

68.8

78.0

13.8

11.8

21.3

20.2

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｒｌｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ患
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
lnterorbitalwidth

Postorbitallengｔｈ

Ｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

DorSal

Ana］

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
]Lengthofthelongesｔａｎａｌｌ･ay
Lengthofdorsalbase
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒ１ｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabove1ateral1ine
GilIェakers
Vertebrae

Ｏ
‐下

177

221十

８

１８１

２４１

2２

24.1

28.8十

８

６＋2０

トビウオ類としては頭が大きく且高く，体長は頭長の3.6～3.9倍，頭長は頭高の1.3倍

にあたる．胸鰭は長大で先端は尾柄後部に達する．

第１鰭条（前端の萎縮鰭条を除き，以下同様）は分岐せず，第２鰭条以下は分岐し，第

３～４鰭条が最長である．吻端と腹鰭基底との距離は後者と唇鰭の第７～８鰭条基底との

距離にひとしい．腹鰭は短くて頭長はその２倍よりわずかに長い．その外縁はやや凹入し

ている．背鰭起点と梼鰭起点とは相対するか，叉は後者が前者よりわずかに前方に始る．

唇鰭は背鰭よりもやや高く，前者の最長鰭条は後者の最長鰭条の1.2～1.3倍，尾鰭は多く

のトビウオ類よりも長い．両顎には小円錐歯をおび，上顎前端，下顎縫合部附近のものは

やや発達している．鋤骨，口蓋骨などには歯がみとめられない胸鰭基底後方の隣は楕円

形若しくは菱形でその高さは長さの約1.5倍，被覆部には６～１０個の放射線をおびる．環

線凸出部はない．

色相：体色は固定標本では多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は藍黒色でその後縁と

下方の３～４鰭条とが淡色をおびる．この淡色部はイダテン1､ビウオExocoe”ｓｌ'oﾉ〃α"ｓ

と異り，下方より第１鰭条の先端まで連り胸鰭後縁を全体にわたって縁どっておりその1幅
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はもつとも広いところで瞳孔径にひとしい．背鰭は一様にやや暗色，尾鰭は藍黒色，唇鰭

と腹鰭とは無色である．

生活史：本種の幼期の標本は九州南方20～30ヮＮ,125～130,Ｅの海域で92個体採集され

た．これらの資料にもとずいて，その発育に伴う形態の変化を次に述べる．

仔魚期（P1.9)：採集された最小の個体，体長4.1ｍｍ（全長5.3ｍｍ）においては，腹部

がなおやや膨れており，外部からはうかがい得ないが卵黄が残留しているもののようであ

る．頭ははなはだ大きく吻端は円承をおび，眼も著しく大きくてやや突出する．体長は頭

長の約３倍,頭長は眼径の約２倍を測る．腹鰭の基底は体の中央よりやや後方にあり,その

先端は肱門に達する．唇鰭は背鰭の第３鰭条基底の下方に始る．尾鰭の先端は丸い．これ

らの鰭では鰭条数がほぼ定数に達しているようである（破損のため確実ではない)．胸鰭は

鰭条数約９，腹鰭より短い．黒色胞は頭部背面，体の背側などにひろがり，鮒蓋部，躯幹

部側面にも散在している．庭門より後方では体側中央と唇鰭基底上とで各一縦列をなす．

尾柄中央にも一黒色胞群があるがその上下と後方には色胞群を欠いている．腹鰭の中央に

も色胞群を象とめるがその他の鰭には色胞がない．

体長5.3.ｍｍ（全長7.3ｍｍ)，腹部における体高はなおかなり高い．'吻がやや尖り頭長は

各期を通じて最大となり体長はその約2.8倍，胸鰭は腹鰭よりも長くなり，先端は腹鰭基

底を越える．腹鰭も多少延びて先端は唇鰭の前端に達する．尾鰭の下葉がやや伸長し後縁

は一斜線をなす．体側の大部分は色胞でおおわれ腹鰭基底上方では約１０列を数えるが，

腹側の色胞はなお疎で尾柄の下半部及びこれにつづく唇鰭基底の上方には色胞を欠く．胸

鰭上にはその基底に近い上半部に黒色胞が点在するのがみとめられるようになる（イダテ

ン1,ピウオとの差異)．尾鰭にも最下部の鰭条上に黒色胞が現れる．

体長６７ｍｍ(全長9.0ｍｍ)，腹部における体高も低くなり体長はその４倍,頭部の形はよ

く整うが頭長は未だ大きく体長はその３倍,腹鰭は前進して体のほぼ中央に位置を占める．

体長10.2ｍｍ（全長140ｍｍ)，頭長は著しく短くなり体高も低くなっていずれも成魚の

比長に近ずく．腹鰭も体の中央よりかなり前方に位置を占めるようになる．胸鰭は鰭条数

１３を数え，大いに延びて先端は虹門上方に達する．腹鰭の長さには特に変化なく先端は虹

門に達する．尾鰭の下葉は著しく延び上葉の長さの2.1倍を測り後縁はわずかに凹入する．

黒色胞の分布は体側では5.3ｍｍ及び６７ｍｍのものに比し大差はなく，尾柄下部より唇鰭

基底の上部にかけて色胞を欠く，胸鰭と腹鰭とにはその全面にわたって黒色胞が散在し，

後者はかなり濃色をおびる．

稚魚期（P1s､１０，１１）：体長14.4ｍｍ（全長19.5ｍｍ)，胸鰭条数15個を数え定数に達す

る．体高は後頭部において最大となり，前頭部の背面の輪廓がやや急I唆となって本種の幼

期の特徴のひとつが明かになる．腹鰭は更に前方に進んでその基底は吻端と響鰭基底後端

との中間中央に位置を占める．多くのトビウオ類と異り第１鰭条が著しく長く鰭の後縁は

わずかに凹入し，先端は虹門のやや前方に達する．胸鰭も更に延び先端は背鰭の第４鰭条

基底に達する．黒色胞の分布は体側及び胸鰭上では大きな変化を示さないが，腹鰭上では

密在して濃黒色を呈するに至る．新鮮な標本では後頭部より背鰭の前部にかけて大きな輝

斑が現れる．
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体長22.0ｍｍ（全長29.5ｍｍ)，後頭部はますます高くなり，体高は胸鰭基底前端におい

て最大,頭部背面の輪廓と体の水平軸のなす角は４５｡内外となる．胸鰭の先端は背鰭のほぼ

中央に達する．背鰭と唇鰭との高さはほぼひとしい．下顎縫合部に短い１個の舌状のひげ

状器官が現われる．胸鰭後方に広く隣が承とめられる．黒色胞の分布は体側では腹鰭基底

上方,背側では背鰭の前方などにおいてはやや濃密であるがその他の場所では比較的疎,尾

柄もほぼ色胞でおおわれる．胸鰭上には基底部，中央部及び縁辺の３色胞帯が分たれる．

腹鰭はひきつづき濃黒色，背鰭の中央及び唇鰭の中央にも黒色胞群が現れる．

体長34.0ｍｍ（全長45.5ｍｍ)，体高は後頭部において各期を通じ最高に達し，体長はそ

の３．６倍にあたる．頭の水平軸が前下りに傾き後頭部より躯幹前部にかけての背側の輪廓

は弧状をなし,吻の背縁はほとんど垂直,頭の腹側の輪廓は水平に近くなる．ひげ状器官は

伸長し胸鰭基底の下方に達し，上下に届平なテープ状を呈しその基部はややI幅広く中間部

は狭まり先端はふたたびひろがって楕円形をなす．その下面の中央には先端部を除き低い

竜骨状突起が走る．胸鰭の先端は尾柄部を越え尾鰭前部に達し成魚よりもかえって長い．

腹鰭はやや長くなり最長の第１鰭条の先端は唇鰭の第３鰭条の基底に達する．背鰭は響鰭

よりもわずかに高まり，両者の起点と吻端との距離は吻端の位置の変化に伴い一時的に後

者の場合の方が短くなる．隣は尾柄後端を除いてはほとんど体の全面をおおう．

体側の中央，腹鰭基底と江門との中間は背面より腹面に至るまでひろくやや濃密に色胞

でおおわれ，その最後部，背鰭中央下方及び尾柄部では特に濃色を示し幅の広い暗色横帯

を形成する．腹鰭を後方に倒せばその中央の暗色横帯は‘体側中央の暗色部に，後縁の暗色

部は背鰭下方の暗色横帯に重なる．腹鰭は濃黒色，背鰭，響鰭もほとんど全体が色胞をお

び，特に中央の体側横帯に連る部分と後端とは濃色を示す．尾鰭にはわずかに黒色胞が散

在する．ひげ状器官にも黒色胞が散在し特に先端は濃黒色をおびる．新鮮な標本では暗・色

の部分は藍青色で全体著しい銀白光沢をおびる．背鰭前方の輝斑もなおよく発達している．

体長45.5ｍｍ(全長60.6ｍｍ)，ひげ状器官はなお伸長をつづけ胸鰭基底後端下に達する．

鱗は体の全表面をおおう．体側の横帯は尾柄部のものを除いてやや不明瞭となり背面は一

様に暗色を呈する．腹鰭もやや淡くなり，背鰭及び唇鰭も前者の中央下半と後端とに黒色

斑を残して他の部分では色胞がほとんど消滅する．尾鰭には下葉の中央にの染色胞が散在

する．形態が一般にやや成魚に近ずく．

体長53.0ｍｍ（全長70.0ｍｍ)，腹鰭は第５～６鰭条間の上方にわずかに黒色胞群を残す

のみでほとんど淡色となり背鰭もその中央下方に暗色斑をとどめるのみである．

体長64ｍｍ(全長84ｍｍ)，後頭部における体高は未だかなり高く幼期の特徴が残存して

いるが，ひげ状器官はすでに脱落する．腹鰭の黒色胞群は全く退化消失し淡色となる．

未成魚期（P1.11）：体長89ｍｍ（全長115ｍｍ)，頭部の形態は成魚とほぼ同様となる，

これに伴い腹鰭の位置もかなり後方に移るがその長さは著しく減じ，先端はその基底と｣江

門との中間中央に達するに過ぎない．胸鰭長も成魚とほぼひとしくなり先端は尾柄後部に

達する．体色も成魚に近ずき暗色横帯もほとんどみとめられなくなる．胸鰭は最下部を除

き暗傭色となり第８鰭条以下には後縁に淡色部が現れる．背鰭はほぼ一様にやや暗色をおび

るが中央下方の小黒色斑はなお明かである．尾鰭は成魚に比べて未だ著しく淡色，腹鰭と

唇鰭とには成魚と同じく色胞がない．
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ｍｍ前後では腹鰭にひとしくなり，％、ｍ ０

３０．－１５

：。その後大いに伸長して体長４５，，，

，８＃§内外で憾体長の85鯵に近く先端は
０，

２０．．１０

尾鰭中部に達するがその後IIま次第に
０．$＄。1.,,,hin耐賦

短くなる．腹鰭は第１鰭条が長いた
'０－５Ｏ ｏＩｌｉｎ％QfBL･

ｓｏ、めに後縁は矢筈形をなしており，体
②

ｏ－Ｑ９，篭！！，！，長35ｍｍ内外で唇鰭の第２～３鰭

体長102ｍｍ（全長128ｍｍ）においてもなお体高は成魚よりもやや高く，頭部の形態には

多少幼期の特徴が残存している．背鰭中央下部には小暗色斑をとどめるが一般的な色相は

成魚と同様である．

上記の幼期標本のうち６個体の測定値をＴａｂｌｅ８にかかげる．

発育の始めには多くのトビウオ類と同じく吻端は丸みをおび下顎の方がむしろ突出して

いるが，体長５ｍｍを越えれば吻はとがり頭部の形態が整う．このときに各期を通じて頭

がもっとも大きく体長は頭長の2.8倍,従って腹鰭基底の位置は成魚よりも遥かに後方にあ

る．体は始めは太短いが成長と共に頭は小さく体は細くなり，多くのトビウオ類仔魚にみ

られるように仮名の“へ'，の字状に体の中軸がゆるい弧を画く.体長15ｍｍ内外より後頭部

が著しく高まり，３５ｍｍ内外では前頭部背側の輪廓は急峻となり腹側の輪廓はこれに対し

て水平に近くなって吻端の位置が眼の下縁とほぼ同じ高さになる．これに伴い体高が著し

く高まり，腹鰭を始め各鰭が前進し各期を通じて最前方に位置を占めるに至る．その後は

次第に成魚の形態に近ずくが未成魚期の終りに到るまでこの特徴の残存がみとめられる．

ひげ状器官は体長17～20ｍｍで始めて現れ，体長40ｍｍ前後には10～13ｍｍに達して

頭長を越えるに至るがその後は成長せず，ふつう'体長60ｍｍを越えると間もなく脱落する

ようである．体長とひげ状器官の長さとの関係はTeXtfigure2にかかげた．ひげの形態は

すでに述べた通りである．

｛JG叩ｈｏｆｂＯ｢beｌ 胸鰭は始め腹鰭より短いが体長５

１０２０３ｏ４ｏＦｏ６０７０mm条基底に達するが５０ｍｍ以上では
BodyIenqth

急速に短くなる．その基底の位置に
Textfigure2・Transitioninthelength

ofbarbelofjuvenileもかなり変動があることはすでに述

Exocoer“〃zo"ociI．1.A“（RIcHARDsoN）べた．

体側の黒色胞は始めは尾柄部，唇鰭基底上方などを除いては広く疎に分布しているが，

稚魚期に入るや体の中央より後方に３個の暗色横帯が明かになり，そのうち尾柄上のもの

はかなり大型の稚魚でも顕著である．生時には銀白色の金属光沢が著しく２０ｍｍ内外まで

は背鰭前方の背面に大きな輝斑がみとめられる．腹鰭上には体長５ｍｍ内外から黒色胞が

現れ始め稚魚期には全体濃黒色を呈するが，体長50ｍｍ以後には急に淡くなり体長60ｍｍ
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以上ではほとんど色胞を失う．胸鰭にも体長５ｍｍ内外で基底に近く色胞群を生じ，上半

部より全体にひろがり，稚魚期には不明瞭な淡い暗色帯が現れるが６０ｍｍ以後は全体が

ほとんど暗色となる．

背鰭と唇鰭には20ｍｍ内外より黒色胞が現われ，３５ｍｍ内外ではそのほとんど全体を

おおうが，５０ｍｍ以上に達すると梼鰭上の色胞は退化消失する．背鰭中央に現われる黒色

斑は特に顕著で未成魚期にも明かにみとめることができる．

なお後述するように本種にきわめて近い大西洋の恥Ocoer"so6r"sかo,s'かｉｓの卯はBRuuN

(1935),BREDER(1938）らによれば直径2.8～2.9ｍｍで附・着糸を持たず浮瀧卵と推定され

る．本種の卵もこれに近いものと思われるが未だ明かにされていない．

類縁：Exocoemsmo"oc"〃"s(RfcﾙαF･小o";1845）はChinaSeasで採集された体長56ｍｍ

の稚魚にもとずいて創設されたものでGbNTHER(1866）によってあげられたその特徴はハ

ゴロモトビウオの幼期にみられるところとよく一致している．NIcHoLsandBREDER(1928）

は東部大平洋熱帯水域でひげを有するExocoems属の稚魚を採集し，これをExocoer"s

O6r"SかOSかiSGbNTHERと同定している．この稚魚（体長25ｍｍ）では腹鰭の後縁が丸承を

おびており，先端がその基底と唇鰭起点の中間中央に達するに過ぎず，同じ大きさのハゴ

ロモトビウオ幼期とはやや異るが，同氏等はExocoer"ｓ〃'o7zocij･ｒｈ"ｓをこれと同一種の幼

期と推定しＥ､o6r“か“/rなのsynonymと考えている．又，NIcHoLsandBREDER(1932）

はインド洋西部のMauritius鳥採集の体長３６ｍｍの稚魚を検し，その腹鯖が長く先端が

唇鰭の前端に達し後縁がほぼ裁形を呈する点が上述の東大平洋の標本と異るとして.これを

新種としＨ"/o”se/z‘８６０'℃成"jと名ずけた．ハゴロモトビウオは同じ大きさの圧boro”／

とを比べれば後頭部における体高がやや高く，背鰭と唇鰭とがやや低いがその他の諸特徴

はきわめてよく一致している．これらの外Exocoemsgeo/・9ｍ”sVALENcIENNEsがイン

ド洋の５．S,９０Ｅから記載されているがＧもNTHER（1866）はこれをＥ・加o刀oc加･〃”の

synonymと考えているようである．ハゴロモトビウオに対してはその分布の点から承て

E・'"o72oci"ﾙ"ｓの種名をあてるべきで，インド洋産の諸種はこれと同一種，或は亜種を異

にするものであり，東大平洋産のものはこれらとはやや遠いものとすべきであろう．な

お，Ｅ・o6r"sjrOSかisは大西洋の標本にもとずいて設けられたものであるがBREDER（1938）

も述べているように幼期を通じてひげ状器官は現われない．

BRuuN(1935）がかかげているＥｏ６ｍｓかCs/rｉｓの成魚の精密な測定‘値とハゴロモトビウ

オ成魚の測定値とを比較するとすべての点で後者は前者の変異の範囲内に含まれる．叉，

体及び各鰭の色彩に関しても特に差異とすべきものがない．しかし前者では歯が全く欠除

しているのに対し後者では両顎に明かな円錐歯群がみとめられること，背鰭起点と側線

との間の鱗列数が前者では７列を，後者では８列を普通とする点はそれぞれの特徴となろ

う．幼期の形態は前者にひげのない点を除いては両者きわめてよく似ている．

本種はわが邦からは始め筆者（1950）によってＥＣＩ)ｍｓかoJW･ｉｓとして，後にABE(1955）

によって記載されている．

特徴：Exocoer"ｓ属のトビウオ類のうち西大平洋から知られているのは本種とイダテン
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トビウオEvo腕a7zsL'NNEとである．これらの両者はいずれもよく似ていて特に成魚は一

見識別し難いが各々次に示すような特徴を備えている．（）はイダテントビウオの特徴．

成魚においては背鰭起点と側線との間の隣列は８列（６叉は７列)，両顎には小円錐歯が

あり（全くみとめられない)，鵬紀数少く５～６＋19～2１（比較的多く７～８＋22～27)．

尾鰭は長く下葉長は体長の１/３に達する（1/4若しくはそれよりやや長い)．胸鰭は藍黒色

で下部の数鰭条は白色，第１鰭条先端より鰭の全後縁が白色にふちどられる（下部３～４

鰭条を除き藍黒色で第５～６鰭条以下は後縁が淡色にふちどられる)．

幼期においては体長５ｍｍ内外までは卵黄が残存して体が太い（体長４ｍｍ内外ですで

に卵黄は吸収しつくされ‘体は細い)．腹鰭基底上方では黒色胞は約10列（８～９列）をな

し，体長20ｍｍ内外までは尾柄の下部より騨鰭基底上方にかけて色胞を欠く（15～16ｍｍ

までは尾柄の下部若しくは下縁には色胞がない)．胸鰭上の黒･色胞は体長５～６ｍｍで先づ

基部上半にあらわれて次第にひろがり，１０ｍｍ内外ではひろく全面に散在するに至る（１０

ｍｍ内外に達した後に先端に近く黒色胞群が現われ25ｍｍ内外でようやく基部までひろが

る)．腹鰭は５ｍｍ内外で唇鰭の前端に達し３５ｍｍ内外では唇鰭基底の前部まで達するが

50ｍｍ以上の個体では急に短くなる(I体長５～６ｍｍで虹門のやや前方に達しその後は吹第

に短くなり大きな変動をみとめない)．腹鰭上の黒･色胞は５ｍｍ内外で現われ10ｍｍ内外

では全体濃黒色を呈するが40ｍｍ以上になれば急速に槌色する（15～20ｍｍの個体でわず

かにその散在がみとめられる)．体長15ｍｍ内外より後頭部における体高は著しく高くな

り３５ｍｍ内外では体長の２/７に達し，同時に頭部前縁の傾斜が甚だ急峻になり３０～40ｍｍ

ではカエルウオ類,StzAzrjas,etc・にみられるように吻の前縁は垂直に近くなる．このような

特異の形態は体長80～90ｍｍではなおかなり著しい（15ｍｍ内外より体はやや細くなり体

高は体長の１/5前後，その後特に変化なく成魚に到る)．体長17～20ｍｍで下顎縫合部に

一本のひげ状器官を生ずる．このひげは40ｍｍ内外で最長となり胸鰭基底に達するがその

後は成長せず，６０ｍｍ以上の個体ではほとんど脱落している（ひげ状器官は全く現われ

ない)．

生態：本種の稚仔は九州南部，西部のシナ海では夏期しばしば出現する．沖合性のもの

と思われ，主として沖合における稚魚網曳行叉は集魚灯採集によって獲られる．沿岸の流

れ藻などのうちに棲息しているものがみられた例はない勝泳しているものは常に胸鰭を

ひろげ大きな蝶のような外観を呈する．この海域で漁獲されるカツオ，マグロ，カジキ類

などの胃内から発見されることが多い．

成魚はむしろ稀で且沿岸に集合する習性はないらしく，採集されたのはすべて航海中の

調査船の甲板に飛来したものである．

分布：大平洋西部にひろく分布しいるものと思われる．

５．画"ocoe”ｓ秒o〃如祁ｓＬＩＮＮＥ

イグテントビウオ

p1atesl2，１３；Tableｓ９，１０



４
７
０
３
７
５
０

＄
●
■
■
●
●
●

９
５
６
６
６
４
８

１
１
２
１

今井：Ｈ本近海産トビウオ類生活史の刑:究一Ｉ

８
１
８
７
２
５
６

台
ｃ
ｃ
由
ら
■
心

Ⅳ
叫
西
５
６
４
７
１

成魚の形態(P1.12,fig.Ａ)：成魚の体長120～165ｍｍ，全長150～200ｍｍ・薩南諸島奄

美群島，琉球列島沿岸においてその６個体が得られた．これらの標本における脊椎骨数４３

叉は4４（24＋19,25＋19)．

上記の６個体における鰭条などの数及び各部分の測定値は次のようである．

背鰭条数13～15,騨鰭条数13叉は14,胸鰭条数15～1７（前端の萎縮鰭条１個を含む)．

背鰭前方の正中線上の鱗数18～21,背鰭起点と側線との間の鱗列数６叉は７，側線と響

鰭起点との間の隣列数２，鵬純数７～８-'-22～27．

体長に対する百分比：体高17.1～19.4,体幅14.1～15.8,頭長25.3～28.9；吻長5.7～6.5．

眼径62～7園７，眼後部長14.0～15.8,眼間径7.3～9.8,吻端より腹鰭基底までの距離40.8～

44.6,背鰭起点までの距離62.7～65.3,唇鰭起点までの距離65.5～69.5；胸鰭長71.3～73.8,

腹鰭長120～13.6；背鰭最長鰭条長9.1～10.5,唇鰭最長鰭条長8.7～10.4；背鰭基底長20.8

～23.2,樗鰭基底長20.3～21.8；尾柄高6.4～7.4,尾鰭上葉長18.0～201,尾鰭下葉長25.6

～27.5＋，
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ハゴロモトビウオExocoe奴ｓ〃zo"oc加.A卵に比すれば体高卿低く尾鰭が小さい．吻端と腹

鰭基底との距離は後者と唇鰭基底後端との距離にほぼひとしい．腹鰭は短かく頭長はその

長さの1.8～2.2倍，外縁はやや凹入する．胸鰭は長大で先端は尾柄中央に達する．響鰭は

通常背鰭よりわずかに後方に始り，前者の起点は後者の第１～３鰭条の下方にある．その

高さは両者ほとんどひとしいか背鰭の方がわずかに高い歯は全くこれを欠く．胸鰭基底

後方の隣は前縁はほぼ垂直で全休が後方に尖った三角形をなし前方に向う６～８個の放射

線 がある．《・

色相:-体色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は下部３～４鰭条を除き先端に至る

まで藍黒色，第５～６鰭条より下方では後端は淡色にふちどられる．背鰭は一様にやや暗

色，騨鰭と腹鰭とは全く無色，尾鰭は全体黒褐色を呈する．

，生活史：本種の稚仔は九州沿岸，南西諸島，琉球列島，台湾東方などの20.Ｎ以北の各

水域で約80個体採集された．その発育は直達的でハゴロモトビウオにみるような頭部の

形態の変化やひげ状器官の出現は起らない．

仔魚期（P1s､12,13）：体長3.9ｍｍ（全長5.2ｍｍ）においてすでに卵黄の残存はみとめ

られず体は細く且側屍している.

体長4.6ｍｍ(全長5.9ｍｍ)，吻端はすでに尖り頭の形態はととのい頭長はすこぶる大で体

長はその３倍よりわずかに短い．腹鰭基底は体の中央よりわずかに前方に位置を占め，

その先端は虹門のやや前方に達するのみ，胸鰭は腹鰭よりも長く先端は後者の基底に達す

る．縛鰭は背鰭よりも高く，最長鰭条長は前者は後者の1.3倍,前者は後者の第３鰭条基底

下方に始る．尾鰭は下葉がわずかに大きいが後縁は未だ丸い．胸鰭には８鰭条が承とめら

れ，その他の鰭ではそれぞれ定数の鰭条が生じている．

頭部背面は黒色胞でおおわれ，下顎，眼の下部，鮒蓋などにも色胞が散在する．体も尾

柄を除いては黒色胞でおおわれ，腹鰭基底の上方では８～９列にならぶ．肩部より背面に

かけては特に暗色を示す．鰭条上には色胞を象とめない．

体長6.7ｍｍ(全長8.7ｍｍ)，頭長は各期を通じ最大で体長はその2.9倍,腹鰭と両垂直鰭

もこれに伴い後方に移動し前者は体の中央に位置を占めるようになる．体の前部は多少腹

方に曲り全体が"へ"の字状をなす．胸鰭の先端は腹鰭の基底を越えるが腹鰭の長さにはほ

とんど変化はない尾鰭下葉はかなり突出する．黒色胞の分布は頭部と体側とでは特に変

化はない．尾鰭の下葉下部に数個の黒色胞が現われるがその他の鰭にはみとめられない．

体長10,3ｍｍ（全長13.3ｍｍ)，胸鰭条数は１４個で定数に近い．頭長はまだかなり大き

く体長はその3.2倍,腹鰭の起点はなお体の中央にあり両垂直鰭も成魚よりやや後方に偏す

る.胸鰭の先端は背鰭の起点に達する．尾鰭の下葉は著しく長く後方に突出し鰭の後縁は一

斜線をなす．，休色の黒色胞の分布には著しい変化はなく尾柄部の下縁にはなお黒色胞を欠

く．胸鰭はその先端に近い1/３に散在する黒色胞をおびる．尾鰭下葉でも色胞はやや増加

するその他の鰭は無色である．新鮮時には背面背鰭の前方に大きくて顕著な輝斑がある．

稚魚期（P1.13）：体長16.8ｍｍ（全長22.3ｍｍ)，胸鰭条数１６個で定数に達する．頭

は小さくなり体も細くなって共にほぼ成魚と同様の比長を示す．腹鰭と両垂直鰭も成魚と

同様の位置に前進する．胸鰭の先端は背鰭の第６鰭条基底に達するが，腹鰭の先端はその

基底と響鰭基底との中間中央にとどまる．背鰭と騨鰭との高さがほぼひとしくなる．体側
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45.0

58.0

の黒色胞は腹鰭基底上方と背鰭起点との中間背側，背鰭及び唇鰭の後半部にはさまれる側

面及び尾柄上では拡張し３個の暗色横帯を形成する．その中央のものがもっとも濃色で輪

廓も明瞭である．胸鰭の黒色胞群も次第に前方にひろがる．腹鰭の基底附近，背鰭基部の

後半などにも色胞の散在がみとめられる．側線前部，その上方などには鱗が出現する．

体長253ｍｍ（全長325ｍｍ)，一般的な形態には大きな変化はない．胸鰭の先端は背鰭

の後部に達し，尾鰭の形態は成魚と同様となる．体側横帯の前方のものは不鮮明となり中

央のものもやや狭くなる．胸鰭の黒色胞群は基部近くにひろがり，腹鰭の黒色胞は消滅す

る．背鰭と響鰭との基部後半には小黒色胞群が現われる．

未成魚期(P１．１３）：体長45ｍｍ(全長58ｍｍ)，各部分の比長及び色相はほとんど成魚に

異らないが，体側の横帯のうち中央のものは未だみとめられ，背鰭のこれにつづく部分の

黒色胞群も残存している．尾鰭は成魚に比べると色が淡い．

体長92ｍｍ（全長117ｍｍ）のものは形態色相共に成魚と同様である．

上記の各様本の個体別測定値をＴａｂｌｅｌＯにかかげる．
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Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：
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Analrays
Pectoralrays（i＋､）
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１０

本種では採集し得た最小の個体（体長3.9ｍｍ）においてすでに卵黄は吸収しつくされて

いる．多くのトビウオ類と同じく頭部著大で，体長６～７ｍｍにおいて最大に達し‘体長は

頭長の約３倍，その後次第に短くなり１５～16ｍｍでは成魚と同様になる．腹鰭の位置は

２
４
０
６
５
２
２
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２
２
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４
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５～７ｍｍではほぼ体の中央にあるが，その後前進し’5～16ｍｍでは成魚にひとしくな

る．体長５ｍｍ以上に達したものはその比長にも著しい変化はない．胸鰭は５ｍｍ内外で

腹鰭基底上方，１０ｍｍ内外で背鰭の起点，４５ｍｍ内外で尾柄部に達しその長さが成魚にひ

としくなる．背鰭は始めは稗鰭より低いが体長20ｍｍ内外で両者ほぼひとしくなり，その

後は背鰭の方が高くなる．尾鰭が叉形を呈するのは13～14ｍｍ内外以後である．

本種ではひげ状器官は現われない．

黒色胞は５ｍｍ内外よりよく発達しており，１６～１７ｍｍより３５ｍｍ内外までは体側に横

帯がみとめられる．そのうち背鰭と騨鰭との後半部の間にはさまれるものは幅も広く顕著

である．胸鰭では体長10ｍｍ内外で先端に近く色胞群が現われ次第に前方及び下方にひろ

がって体長30ｍｍ内外ではその一部は基底附近まで延びる．腹鰭では体長15～20ｍｍの

個体では少数の色胞が散在しているが間もなく消失する．背鰭及び唇鰭の体側横帯をはさ

む部分には小黒斑が現われ，特に背鰭上のものは体長45ｍｍの個体にも残存している．

発育は全く直達的で多くのトビウオ類にみられるような複雑な形態の変化はみとめられ

ない．

BRuuN(1935）によれば大西洋のＥﾊ'ocoer"ｓｖｏＩ"α"ｓの卵巣卯は直径1.7～2.0ｍｍ，附・着

糸を有せず浮源卯と推定される．

類縁：BRuuN（1935）は本種についても地中海及び大西洋の250個体にのぼる標本にも

とずいてその変異の出現の状態を明かにしているが，わが国とその南方近海のイグテント

ビウオの諸形質はこれらの標本と大差なく，鰭条数などの組合せ,測定値の分布などにも地

方的な特徴と思われるものを認めることができない.一方,BREDER(1938）によれば大西洋

の本種では吻端と腹鰭基底との距離は後者と背鰭の最後鰭条基底との距離より小さくはな

いと云うが,ABE(1957)は本邦産のものでは多くはこれに反して吻端より腹鰭基底に至る距

離の方が小さい傾向があることを指摘し，西大平洋産のものと大西洋産のものとに多少の

差があるのではないかと推定している．筆者の採集測定した標本にも上記の傾向が明かに

うかがわれる．西大平洋の本種についてはGbNTHER(1866,1910),BLEEKER(1866),WEBER

(1913)，WEBERandBEAuFoRT(1922)，FowLER(1928,1932）らの記載があり，最近では

ABE(1957）が主として本邦東部及び南部水域の本種について詳細に報告している．叉,筆

者（1950）は本種の幼期に関しハゴロモトビウオEr77o"ocjrr〃"ｓと比較しつつ記載した．

本種にはＥ,gvoIα"sLINNも,且"zesogas/erJoRDANetMEEKなどのsynonymがあるが，

これに関してはBRuuN（1935）に従い上記の種名を用いることとした．

本種の幼期に関してはその地中海産のものについてRouLEetANGEL(1930),Ｄ，ANcoNA

(1931）の記載がある．叉，大西洋産のものについてはBREDER（1938）が報告している．

そのうち大西洋産のものはイグテントビウオとほぼ同様の特徴を示すが，地中海産のもの

は卵黄を失う時期の大きさ（６ｍｍ内外で大量の卵黄を有する)，色胞の分布などに多少の

差がみとめられる．

特徴：本種とこれに近いハゴロモトビウオとの差異については後者の特徴において詳述

したのでここには省略する．
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Serialnumber

Locality＆
Datecollected

生態：ハゴロモトビウオと同様に沖合性のもので，成魚が採集されたのはほとんど航行

中の船舶の灯火に飛来したものである．稚仔も沿岸に出現することは稀である．成魚はハ

ゴロモトビウオより普通にみられるが，稚仔は九州南方近海ではこれより少い、この海域

での稚仔の出現期は４～１１月でＳ～７月に比較的多い．

分布：大平洋及び大西洋，インド洋，地中海の熱帯水域及び暖流域．

６．Ｃ”SeIz""ｓＰ伽7zα””bα”ｓｊ“o”c邸ｓ（FRANz）

ハマトビウオ

P1atesl，３，４，１４－１８；Tablesll-15

ハルトビ叉はカクトビ…伊豆七島

カクトビ…種子ケ烏

コシナガ…宮崎，湘津

本種はトビウオ類としては最大のもので，漁獲される成魚は普通体長300～360ｍｍ，全

長400～４５０ｍｍに達する．薩南諸島,宮崎県沿岸，東京市場などで採集されたものでは脊

椎骨数50～52個（33＋17,34＋16,34＋17,35十16,35＋17)．

成魚の形態(ＰＬ１４,f19.Ａ)：薩南諸島及び宮崎県沿岸産の９個体（早３＋さ６）におけ

る鰭条などの数は次に示す通りである：背鰭条12～14,唇鰭条10叉は１１，胸鰭条（前端

の萎縮鰭条を含承）１５～17,背鰭前方の正中線上の鱗数43～46,背鰭起点と側線との間の

隣列数７叉は８，側線と騨鰭起点との間の鱗列数３，総紀数４～７＋12～16＝18～21．

体長を１００とすれば体高14.5～17.8,体1幅10.9～14.3,頭長19.7～21.9；吻端より背鰭起

点までの距離72.5～75.4,響鰭起点までの距離78.1～81.5,腹鰭基底までの距離59.4～62.2；

胸鰭長68.5～73.5,腹鰭長26.3～28.8,尾柄長7.5～10.6,尾柄高5.4～6.0,背鰭最長鰭条10.2

～11.9,背鰭基底長14.4～16.8,唇鰭最長鰭条ａ７～7.8,唇鰭基底長9.7～13.3,尾鰭上葉長

175～19.1,下葉長26.0～27.0；吻長6.2～7.0,眼径5.1～5.9,眼後部長9.2～10.3,眼間径

6.9～7.8．これらのうち阜合各３個体の個体別測定値をＴａｂｌｅｌｌにかかげる．

TablelLCyp肥加･"ｓｐ"Zα"6αﾉ･6α/"‘yﾉ”o"/“,s，（FRANZ）
MeasurementsandColmts
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４５Ｃａ

８

６＋１５

Cypse/z"･"ｓ属のトビウオ類としては体が細く，頭部も比較的小さく且低い．体長は頭長

の５倍内外，頭長は頭高の1.6倍にあたる．胸鰭の先端はたためば背鰭基底の後部に達す

る．第３鰭条(前端の萎縮鰭条を除き）が最も長く第１鰭条の１画6倍にあたる腹鰭基底と

尾鰭中央鰭条先端との距離は前者と眼の後半部，叉はそのやや後方との距離にひとしい．

第２鰭条が最も長く先端は樗鰭の後半部に達する．背鰭基底長は樗鰭基底長の１．３～1.5倍，
唇鰭の第１鰭条は背鰭の第３～５鰭条(多くの個体では第４鰭条）の下方に位置を占める．

背鰭は騨鰭よりもはるかに高い．尾鰭の鰭膜上には先端に至るまで微小隣をおびる．両顎
歯は円錐形で上顎には１列,下顎では縫合部の附近では２～３列,側方では１列にならぶ．
口蓋骨には歯がない．口裂後端は後鼻孔の直下に達する・胸鰭基底後方の鱗はほぼ菱形
で，後方の隅角部には小凹入部がある．核はほぼ中央にあり前方に向う５～６個の放射線
を有する．

色相：体色は多くのトビウオ類と同様で著しい特色はない胸鰭は代表的なものでは下

方の３～４鰭条間を除き大部分が暗色で，後端には瞳孔径にひとしいかそれよりもやや狭
い淡色縁を残す．下方の淡色部より上方第５～６鰭条に達するほぼ鰭の後縁に平行な輪廓
の明かでない淡色帯が鰭の中央を走る．これらの斑紋は個体によっては不明瞭なものがあ

り，特に漁獲後時を経たものでは特徴を失っていることが多い．背鰭の中央４～７鰭条間
は先端に至るまで暗色を呈する．腹鰭は大部分淡色で第２～５鰭条の基底部に近い２/３が
わずかに色胞をおびるのみである．唇鰭は淡色，尾鰭は一様に暗色を呈する．

＊obtainedfromthemarcket．

生活史：1956年１月１２日夜，宮崎県日南市沿岸，宮ノ浦沖で本種の人工受精を行い，

ﾘ岬ｲﾋ後３８日，全長最大20.1ｍｍに至るまで飼育をつづけ,その卵内発生及び稚仔の初期発
育過程を明かにすることができた．天然の幼期標本としては主として東シナ海で採集され
た体長7.5～25.5ｍｍ(全長9.2～33.0ｍｍ）の２７個体及び阿部宗明博士が伊･豆諸島海域で採

集された体長38.5～104.5ｍｍ(全長48.0～121.5ｍｍ）の12個体を観察することができた，
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卵（P1.1,fig.Ｃ)．上記の人工受精を行った熱卵は直径1.95～2.10ｍｍ（10個測定)，淵１

球なく，卵膜表面には半球面上に２８～3９（６個測定）の附・着糸が不規則に生ずる．

Ｂｏｄｙ
ｌｅｎｇｔｈ

340ｍｍ

374ｍｍ

Table１２．Cypse/”“〆"ﾉzα肋αﾉ.ｂα/“/”o"zc“（FRANz）

NumberofRipeOvarianEggs

ＮｕｍｂｅｒｏｆＥｇｇｓ

RightOvary LeftOvary

7,120 9,002

13,250 1３，１１２

SＵｍ

16,147

26.362

抱卵数はＴａｂｌｅｌ２に示すように体長340ｍｍ及び374ｍｍ（全長423及び467ｍｍ）の

２個体でそれぞれ約16,000個及び26,000個であった．

卵内発生(P1s､３，４)：人エ受精時の水温は18℃，その後輸送中に次第に降下し14～16℃

に至ったが１２時間後より１９℃の恒温購化槽に移し，更に５日目以後は水温を22°Ｃとし，

終始ゆるやかに送気しつつ浦育した．

卯内発生の経過はおおむね次のようである受精後２５時間で旺胞隆起し，９～12時間
で第１～３分割，１８～25時間で桑実期，２５～30時間胞旺期，３０時間後より蕊旺形成が始

り，３５時間内外で旺楯が明かとなる．５０～53時間後には旺盤は卵黄の２/３をおおい原条
をみとめる．５５～60時間で旺体が明かとなりKuPFFER氏胞を生じ，６３～64時間で原口が

閉鎖すると共に眼胞が現われる．７３時間後には１２個内外の筋肉節を生じ７８時間にして

17～18個に達するこの頃より発生の遅速の差が著しくなる．７５～78時間でKuPFFER氏

胞は消失する．８０～85時間では眼胞及び耳蕊は形成を終り頭部及び体の中央部に黄色胞を
生ずる．９５～100時間で眼球及び心嚢形成，早い個体では106時間で心臓の挿動がみとめ

られる．120～140時間で血液の流動が盛となり，150時間後には先ず胸鰭が，つづいて腹

鰭が出現，旺体は卵内で盛に活動する．９～１０日後には旺体は完全に卵内を一周する．黒

色胞は頭部より孜第に体側に発達し，１２～１３日目には虹胞も現れる．受精後１４日目及び

１５日目にはほとんどすべての卵がり隙化する．

Table１３．Cypse“･“〆""α鋤αﾉ･ｂａｍｓｊ”o"ｉｃ“（FRANz）
ＴｉｍｅｏｆＨａｔｃｈｉｎｇ

l4-15thday
afterfertilization

Ｔｉｍｅ

(o，clock）

12-17

17-18

18-19

１９－２１

21-23

23-09

Numberof

Hatching

3４

４

3５８

3３

７

、

15-16th

afterfertiI

Ｔｉｍｅ

(o'clock）

12-17

１７－１９

1９－２３

23-09

day
ization

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

Ｈａｔｃｈｉｎｇ

l］

258

200

Ⅲ
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砺化ニリ岬化に当っては卵径はやや膨み全体不整形となり，旺体は烈しく運動し遂に卵殻

を破って一挙に送川する．ﾘﾘﾁ出孔は不規則な裂孔状をなす．

鵬化は日没後に限って行われる．すなわち日没前２～３時間，旺体にすでに烈しく呼吸

し，活発に運動するのが承とめられるにもかかわらず日没までは全くり隙化するものなく，

午後４時頃（１月の）に至ってﾘﾘf化を開始する．そしてＴａｂｌｅｌ３に示すように室内の照

明のない自然状態の薄暮より全く暗黒となる午後８時までに大部分が砺出，おそいものも

午後１１時以前にﾘlIf化を終り，このときまでに鵬らなかったものは次の日の日没を待つてり藤

化し始める．

仔魚期（P1s､14-17)：砺化直後の仔魚は全長4.6～5.8ｍｍ（10個体測定)，頭は短く吻端

は円く体長は頭長の5.3～５５倍，卵黄はかなり残存し腹部での体高は腹鰭基底における体

高の2.0～2.2倍，各姥は膜鯖状で背鰭，樗鰭は共に低くその基底の中央部には数個の鰭条

原基がみとめられる．尾鰭はやや背方に曲り８～９個の鰭条原基をおびる．胸鰭と腹鰭と

は共にウチワ状で鰭条原基は未だ発達していない．

珊化した仔魚は緩かに通気した水温20～22C･の飼育梢で飼育をつづけた．

購化後１～２日で卵黄の吸収を終り体長5.5～6.0ｍｍ（全長6.2～6.7ｍｍ）に達する．前

期仔魚期を通じて多くの個体では全体乳白色で，腹鰭基底上方には６～７列，背鰭と唇鰭

との間には５～６列の色胞がならび，後頭部より背鰭の前端までに正中線両側に沿い14～

17個の色胞がならぶ．尾鰭には小色胞が散在し，腹鰭にも数個の．色胞があるがその他の鰭

は無色，これらの色胞はやや衰弱した個体では開張して全体が淡黒･色を呈する．

形化の翌日より用意したbrineshrimp幼生を投餌した．

鵬化後５日，後期仔魚期に入り体長5.8～6.0ｍｍ（全長6.8～7.2ｍｍ）に達する．吻も下

顎も発達し頭の前端は次第に尖る．体長は頭長の4.3～4.5倍，背鰭，唇鰭，腹鰭の鰭条は

定数に達し胸鰭にも６～７鰭条が象とめられる．胸鰭上にも僅数の色胞が現れる．

鵬化後１０日，体長にはかなり差を生じ6.0～7.4ｍｍ（全長７０～8.8ｍｍ)．胸鰭の先端は

その基底と腹鰭基底の中間ほぼ中央に，腹鰭の先端は唇鰭基底の前端に達する．両対鰭共

に基底に近い部分を除きひろく色胞におおわれるに至り，背鰭上にも色胞群が現れる．

その後成長の差はますます著しくなるが,順調に発育したものりIIf化後１５日で全長10ｍｍ

内外，２５日で15ｍｍ内外（特に大きいものは19ｍｍに及ぶ)，リ岬化後３０日で20ｍｍ内外

に達する．

体長８８ｍｍ（全長10.3ｍｍ，鵬化後１４日)，胸鰭はほぼ腹鰭基底に，腹鰭は唇鰭の前部

に達し，尾鰭後縁の中央はやや凹入し始める．背鰭はなお唇鰭よりかなり低く，その上半

部は色胞におおわれる．

体長11.7ｍｍ（全長14.1ｍｍ，嘘化後２４日)．腹鰭は響鰭の中央部に達し，尾鰭下葉は

上葉よりやや大きくなる．腹鰭より前方において頭部背面を除いて色胞がほとんど退化消

失し，に門より後方においては体側中央に色胞が集合し縦帯を形成し始める．この縦帯の
上方及び下方に各１色胞列があり，更に背鰭前端より尾柄の背面にかけて，背鰭基底とそ

の後方の正中線両側に約２０個の色胞がならぶ．生時には体は半透明でシラ易のような外

観を呈する．

体長149ｍｍ(全長18.2ｍｍ,暇化後３１日)，下顎先端が肥厚しやや突出するがひげ状器

官は未だ明かでない．背鰭は騨鰭と高さがほぼひとしくなる，



17.0

12.3

23.3

3７

５
８
８
９
３
３

ｍ
一
羽
ａ
ｍ
Ｌ
６
１

天然産の後期仔魚も飼育したものとほぼ同様の形態を示す．体長15ｍｍ（全長18ｍｍ）

内外に達したものでは下顎端は肥厚し，その下面の両側にひげ状器官の原基として一対の

癖状突起が承とめられるようになる．

稚魚期（Pls・’７，１８）：体長16.8ｍｍ（全長20.1ｍｍ，購化後３２日)，胸鰭条も定数の１６

個（前端の萎縮鰭条を含む）に達し，先端は腹鰭基底に至る腹鰭の先端は響鰭の後端に

達する．腹鰭より前方では側線上に鱗がみとめられる．下顎先端の肥厚した部分の両側下

面に小さい一対のひげ状器官が現れる．眼の後方，胸鰭及び腹鰭の基底，両者の中間ほぼ

中央などに色胞群を生じ，これらの色胞群は前後にならぶ３横帯をなす．胸鰭と腹鰭との

後部の色胞は後縁を除いて消失する傾向が染られる．

Table１４．QZpJ，e/z"･姻〆ﾉz"αr必αﾉ.ｂαr“ノ””/α趣（FRANz）
RearedJuvenile

MeasurementsandCounts

２
５
９
８
６
６
９

Ⅵ
４
ａ
ａ
８
ｍ
弧
一

１
１
２

Ｎｅｗｌｙ２４２
hatchedhoursdays

５

days

１０１４

daysｄａｙｓ

２４

days

３１

days

３２

days
stage

44.0５３．６５２．５

7.0

11.9

６．３

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｃｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｃａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
PostorbitallBngth
lnterorbitalwidth

Lengthofbarbel

Distancefromsnｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthｏｆｔｈｅｌｏｎｇｅｓｔａｎａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅｐｔｈｏｆcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

5.0

5.7

5.1

6.0

5.6

6.7

6,0

7.2

7.1

8.6

8.8

10.3

11.7

14.1

1４．９

１８．２

16.8

20.1

25,3

19.0

10.1

19.8

13.6

22.9

９．９

18.5

13.8

20.2

８．９

1９．３

１３．１

２２．３

９．０
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６
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１

1３
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１５

飼育の後期には垂直鰭，特に尾鰭の発育が不整となり，これらの鰭を失って姥死するも

のが続出した．しかしひげ状器官の発生は体長15.5ｍｍ（全長19ｍｍ）以上に達した５個

体でこれをみとめることができた．

天然産の稚魚では全長２０～22ｍｍのものでは一対のひげ状器官が出現する．体長22.5

ｍｍ(全長３３ｍｍ,水分を失いかなり縮少）の一標本では，下顎縫合部にやや下方に向う短

い骨質の突起がみとめられ，その下面両側のひげ状器官は前端で相連る．

体長38.5ｍｍ（全長48ｍｍ)，体はトビウオ類幼期としては著しく側屍する．下顎端はツ

マリトビウオ属Ｐｍ･exocoer“にみられるように短い礎状をなし，ひげ状器官は左右各片が
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Locality＆
Datecollected
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合して一個の広い膜状をなす．その長さはほぼ眼径にひとしく後縁は各側それぞれ７～

８個に細裂する．胸鰭の先端は背鰭起点を越え，腹鰭先端は尾柄上に達する．背鰭はその

中央部の鰭条が延びて著しく高まりツマリトビウオ属の如き外観を呈し倒せば先端は尾鰭

前部に達する．体側中央には胸鰭及び腹鰭の基底の中間ほぼ中央に始り尾柄端に達する縦
帯が明瞭となる．腹面には腹鰭基底より前方に３個の色胞群が横帯をなす．胸鰭には前部

中央に一黒斑があり後部には色胞が散在し，腹鰭では第２鰭条より後方はやや暗色を呈す

る．背鰭には基底部と先端部とにわずかに色胞が散在する．唇鰭は無色，尾鰭は下葉前半

に色胞群を有する．

体長62ｍｍ(全長79ｍｍ)，ひげ状器官は更に発達し後方に圧すれば眼の後縁に達する．

背鰭は更に高くなり倒せば尾鰭上葉中央部に及ぶ．体側中央の縦帯は前方は胸鰭基底部よ
り始り尾柄後端に達する．腹面では腹鰭後方には更に４個の色胞群が現われ腹鰭前方のも
のを加えて７横帯をなす．胸鰭は前部中央，後部下方，上端の後縁部がそれぞれ暗色を呈

し，腹鰭は不規則な濃淡はあるが全体暗色を示す．背鰭は中央より上方は黒く基底部附近
にも色胞が散在する．唇鰭も大部分暗色，尾鰭には特に変化はない．ひげ状器官の膜状突
起の上にも色胞が散在する．鱗は全く体表を被う．

体長92ｍｍ（全長114＋ｍ、)，ひげ状器官は圧すれば眼の前縁に及ぶ．胸鰭先端は背鰭
基底の後端に達しほぼ成魚にひとしくなるが，腹鰭は成魚よりも遥かに長く尾鰭下葉上に
達する．体色には著しい変化はないが胸鰭では後方の暗色部が上方に延びて巾の広い暗色
帯をなし，前部の暗色斑は不明瞭となる．腹鰭は前部及び基底部より槌色し始るが第３～
６鰭条間はなお黒色を示す．背鰭は前後両端を除いては大部分黒く騨鰭も暗色，尾鰭下葉
の前部と後端とには明瞭な暗色斑が現れる．

Table１５．Cypse/z"ＷＳ〆""α"6α心α畝sj”o"ic"ｓ（FRANz）
Juvenile

MeasurementsandCounts

１
６
６
５
４
２
７
２
８
３

Ｐ
■
●
●
■
■
■
Ｇ
○
●

６
２
７
４
８
４
１
８
１
７

５
７
７
５
３
２
１
１
１

〃

９２

１１４十

３
７
８
７
３
１
５
５

◆
●
●
■
●
●
■
■

４
１
０
５
７
９
６
６

１
１
２

１３．２

１２．１

２０．７

５．８

６．５

８．９

７．４

１３．１

Near

lzu-Oshima
l953-5-20

Hachijo-jjma

l953-2-19

″
″

８
０
３
３
３
０
１
０
９
５

缶
■
●
○
由
。
●
●
●
曲

５
１
４
１
１
５
２
７
２
６

５
７
７
６
４
２
１
１
１

０
０
０
５
壱
。
１
０
９
０
５

。
●
■
凸
呼
●
Ｐ
。
●
■

９
４
７
９
４
７
２
６
２
６

５
７
７
６
４
２
１
１
１

〃

62.0

79.0

Stage

Bodylengthinmm
Totallengthｉｎｍｍ

ｍｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｃｙｅ
Ｐｏstorbitallength
lnterorbitalwidth

LengthofBarbel

Distancefromsｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal
Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongeｓｔｄｏｒｓａｌｒａｙ

躍淵i･;f6淵隠analmy
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle

yｏｕｎｇ

３８．５

４８．０

1３．４

１１．９

１９．６
６．０

６．１

９．８

７．１

１２．５



Lengthofcaldal：

ＵＰｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｏ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
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14.6

27.3

１３

ｉ,1３

16.6

29.0

１３

１０

ｉ,1４

16.8

28.5＋

１３

１０

ｉ,1３

3９

上記の各標本の個体別測定値をTablesl4,１５にかかげる．

未成魚期：ＡＢＥ（1954）によれば体長165ｍｍ（全長Ｃａ､200ｍｍ）の未成魚ではひげ状

器官はすでに脱落しているが下顎先端はなおやや突出する．背鰭はかなり高くその先端は

倒せば尾鰭上葉の前部に達する．胸鰭は前半は暗色，中央には斜走する幅が眼径にひとし

い淡色帯があり，その後方は黒櫛色，後縁上部は淡色にふちどられる．

類縁：FRANz（1910）がExocoe“/"ｚｅａｍ,y/”o"ｊ“ｓとして簡単に記載したものは鱗

列数及び鰭条数，大型に達する点などからみて本種と推定される．その後TANAKA（1913）

はトビウオＱ』ps"”"‘yαgoo(T､ｅｔＳ.）として本種について記載している．最近ABE（1954）

はＣ､”"α"6ar6ar"s/”o7zic"ｓとして幼期を含め本種の詳細な記載を発表した．

HuBBsandKAMPA（1946）はＣ〕ｲPse/”“属において，脊椎骨数が４９～50個以上に達

し，背鰭前方の鱗列数が40～46,背鰭条数と騨鰭条数の差が通常１乃至２で後者は前者

の第３～４鰭条下に始り，幼期には背鰭は高く帆状をなし１個の広くて縁辺細裂したひ

げ状器官を有するものを一亜属として他の諸種とわかち，これにＬｏｗＥが大西洋産のＣ、

p”αが6ar6ar"S(BENNETT）の幼期に与えた属名Ｃ/he"Qpogo7zをあてている．

西部大平洋及びインド洋産でこれらの特徴を備えるものとして先ずＣ､､soIa7zが（Valen‐

ciennes）があげられる．Ｃ､‘s，o/α"がはひげを有する幼期の標本が採集されているのみで

あるが，その諸特徴はハマトビウオにきわめて近く，ただ背鰭と唇鰭との鰭条数の組合せ

(Ｄ､11,Ａ､１０）が異っているのみである．次にＣ､α/”e"戒,Ｆ（Valenciennes）はBLEEKER

を始め多くの著者によって他のトビウオ類と混同されているようであるが，BRuuN（1937）

はCuvIERetVALENcIENNEsのtypespecimenを再検討.して，その背鰭前方の正中線上の

隣列数（42)，鰭条数（Ｄ，13,Ａ、１２）などからふて，これを大西洋産のＣ・〃"eａｍｓ（V･）

に近縁のものとしている．これらの外に筆者は西南大平洋（1.22'Ｓ,１２５，５３．５'Ｅ）で本種

に近いが中央部の桑が著しく仲長したひげ状器官を持つ稚魚を採集している．これらの

各種の関係は大平洋西部ならびにインド洋産の多数の標本を比較しなければ決定し難い。

次にＣ､ｃａＡｉ/b"zic“(CooPER）は北大平洋中東部におけるCAe"Qpogo〃亜属を代表するも

のであるが，ScHuLTz等(1953）が測定した約150個体において背鰭条９～1２（そのうち’

１０，１１がもっとも多い)，僻鰭条９～1１（大部分は９叉は10）である点が本種と異ってい

る．しかしHuBBsandKAMPA（1946）の記載している前期仔魚及び稚魚は上記の鰭条数

を除いてはハマトビウオの幼期に酷似している．叉，HuBBsらによれば以上の外に南大平

洋東部にも本亜属に属せしめるべき別の一種を産するという・

大西洋産のＣ/iej/opogo7z亜属の代表としては，Ｃ､ｐ”7α/必αﾉ･6αr"ｓｐ/""α"6αﾉ･6ａｍｓ（BEN‐

NETT）（＝Ｃ・〃'Zea/"Ｊ１（V､)）があり，これについては多くの著考が記載している．

特徴：成魚は背鰭前方の正中線上の鱗数がはなはだ多く４０～46個に達すること,唇鰭条
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数10叉は１１佃で背鮪の第３～４鰭条基底より前方下で始ること，脊椎骨数も多く５０～５２

個を数えること，トビウオ類としてはもつとも大型で全長40～50ｃｍのものを蒋通とする

ことなどを特徴とし，Cypse/z".",y属の本邦産の他種と混同されるおそれはほとんどない．

卯は附着糸を全表面より生ずるトビウオ類としては普偏的な型に属するが，本邦産のこ

の型のトビウオ類卵のうち知られているものに比すれば卵径が大きく附着糸の数がかなり

多いことがあげられる（２ｍｍ内外，半球面上に２８～39個)．一方本邦附近で晩秋から春

にかけて産卵するトビウオ類としては本種とトビウオProg7zicﾊｫﾉZysagooとがあげられる

の承であり，後者では卵径がやや小さく（1.4～1.6ｍｍ)，附着糸も少い(半球面上に15～３８

個，多くは１５～25個）ことによってこれを分つことができるから査定は困難ではない．

仔魚期の特徴としては体が細く頭部が比較的小さいこと，その他体側の色胞の排列など

があげられるに過ぎないが，各鰭の鰭条が明かとなれば鰭条数も特徴に加えることができ

る・卵と同じくトビウオの稚仔と同時に現われることが多く両者は一見識別し難い．この

差異についてはトビウオ幼期の記載に譲ることとする．

稚魚期には背鰭が高くなりひげ状器官が現れるが，全長20ｍｍ内外まではこれらの特徴

もほぼ同じ大きさのトビウオと同様で混同され易い．しかし全長30ｍｍに達したものでは

ひげ状器官は明かに本種の特徴を示し巾広く縁辺の細裂した１個の膜状突起を形成する．

未成魚期にも背鰭はなお著しく高いが，隣列が完成しているので成魚と同じくこれによ

って他種と分つことができる．

生態：成魚は九州南東部,鹿児島県及び宮崎県の大平洋沿岸では１１～２月に群来し，主

として１２月及び１月に産卵する．産卵期の漁場の水温は漁期の始めには２１℃内外，１～

２月には18℃内外となる．薩南諸島では種子島東方沖合で１～４月に漁獲がみられ，２月

中旬より３月までを盛漁期とする．八丈島では３～４月を漁期としこの時期に熱卯がみら

れるという．

本種の稚仔はシナ東海沖合で全長９～25ｍｍのものが３～４月に多数採集された．大型

の稚魚や未成魚は九州近海では採集されていないが，全長８０～126ｍｍのものが八丈島で

５月にかなり多数採集されている（ABE（1954）による)．

上記のシナ東海の稚仔の約70％は1955年３月２８日奄美大島西方2948'Ｎ,12747'Ｅに

おいて顕著に発達した潮目上で多数のトビウオ稚仔と共に採集された．

水槽中に飼育した稚仔は常に胸鰭及び腹緒をひろげて主として表層近くを瀧泳する．し

かし飼料･を与えれば，ホソトビ，アリアケトピウオなどでみられるように表層でも中層で

もよくこれを摂る．体色は前期仔魚期にはやや黄色，淡黒色などを呈するものがあるが，

一般に乳白色，成長したものでは半透明でシラス様の外観を呈する．胸鰭，腹鰭及び背鰭

も乳白色で暗色部は淡紫色をおびる．ひげ状器官は生時には赤色を示すという．

分布：房総半島以南の本邦大平洋沿岸，稚魚の分布からみて九州南西諸島沿岸にもこれ

を産するものと思われる．九州西岸，本州日本海沿岸などでは稀のようである（山口県仙

崎で採集された例がある)．
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7°Ｃ”seI2〃zZsSp"o"orOpｵerz‘ｓ（BLEEKER）

カラストビウオ

platesl9-21；Tablesl6，１７

アカバネ…沖総

体長300ｍｍ，全長３７５ｍｍに達するやや大型のトビウオ類である．九州近海で採集さ

れた標本における脊椎骨数は45叉は４６（30＋15,30＋16)，稚魚及び未成魚を含めた５標

本における鰭条などの数は次のようである：背鰭条数12～14,梼鰭条数９～10,胸鰭条

数（前端の萎縮鰭条を含め）１３～16,後頭部より背鰭起点までの正中線上の鱗数34,背鰭

起点と側線との間の鰭列数７，側線と騨鰭起点との間の鱗列数３．

成魚の形態（P1.19,ｆ9.Ａ)：屋久島産の体長295ｍｍ，全長375ｍｍの１個体における

各部分の測定値は‘体長の百分比を以て示せば次のようである：体高19.3,体'幅13.6,頭長

23.7；吻端より背鰭起点までの距離71.3,騨鰭起点までの距離80.0,腹鰭基底までの距離

60.6；胸鰭長47.5,腹鰭長23.7，最長背鰭条12.9，最長稗鰭条6.8,背鰭基底長17.0,樗鰭

基底長10.5,尾柄高7.5,尾鰭下葉長27.1＋，吻長7.1,眼径6.6,眼後部長10.9,眼間径9.8．

一般的外形はこの属の多くのトビウオ類と同様であるが背鰭がやや高く眼が大きい．腹鰭

基底の前端と尾鰭中央鰭条後端との距離は前者と前爾珊蓋骨後縁との距離にひとしい．胸鰭

の先端は背鰭基底の後部に達し，腹鰭の先端は騨鰭の前部に至る．響鰭は背鰭の第６鰭条

基底の下方に始る．両顎歯は三尖形で各側に小歯帯を形成する．口蓋骨にも一列の歯を具

える．

色相：多くのトビウオ類とほぼ同様であるが，胸鰭の大部分は藍黒色で第４鰭条以下の

後端と下方２～３鰭条間に幅の狭い淡色縁を残す．腹鰭は基底部と各鰭条の上半が暗色，

背鰭は全体やや暗色で第２～11鰭条間は顕著な藍黒色をおびる．唇鰭は淡色，尾鰭は一様

に濃黒褐色を呈する．

Table１６．Cypj，e/I"･"ｓ’sI〆/oﾉzo/叩ref･“（BLEEKER）

MeasurementSandColmts

KCF3934

CoralSea

l954-11-l4

KCF1874

Yaku-shima

l950-7-1

295

375

３
６
７
１
６
９
８

。
●
□
●
●
ｂ
ｅ

９
３
３
７
６
０
９

１
１
２
１

SerialNumber

Locality＆
Datecollected

8

294

355＋

早

290

355十

ＫＣＦ３９３５

〃

〃

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameteroi､eye
Postorbitallength
lnterorbitalwidth
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27.1＋

Distanceiromsnoutto：

Dorsal
Anal

Ventral

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Len誌ofthelongestanalray
Lengthofdorｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅｐｔｈｏｆcaudalpeduncle
Lengthofcaudal：
Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dors2Jrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales
Scalerowsabovelateralline
Ginrakers

Vertebrae

８
５
８
０
０
０
１
３
３
１

ｃ
◆
■
●
ら
■
凸
。
①
■

１
１
０
８
６
０
７
９
０
７

７
８
６
６
２
１
１
１

８
６
５
０
５
９
１
７
５
８

巳
●
。
即
■
■
●
◆
●
■

刀
刃
刃
印
頭
ｐ
７
ｗ
ｍ
６

３
８
０
５
７
９
８
０
５
５

■
Ｃ
○
Ｐ
●
■
■
Ｐ
由
●

１
０
０
７
３
２
６
７
０
７

７
８
６
４
２
１
１
１

第７巻

１８．０-'-

23.5十

i,１３
i'８
i,1２
２９

８

６＋１７

Ｃ
ｌ
７

１
Ｑ
ン
２
９
７

１
．
１
２

９
７
，

●
１
．
１
・
’

i,１３
i’９

i,1２
３４

７

３０＋1６

この標本はBLEEKER（1866-72）の記載に比すれば頭長，体高がやや大きいがその他の

点ではほとんど一致し，WEBERandBEAuroRT（1922）のＣ・baAje"sｉｓに比較すれば背鰭

前方の隣列数がやや多い（３０に対して３４）点が異るのみであるから本種と同定することと
した．

生活史：本種の幼期と思われるものは２４，Ｎ以北の九州南方近海，屋久島，熊本県天草
などで全長10～108ｍｍの９個体が得られた．

仔魚期（P1.19)：体長8.9～9.0ｍｍ（全長10.4～10.6ｍｍ）では胸鰭条が定数に２～３個
足りないのを除けば各鰭とも定数の鰭条を持つ．体はハマトピウオなどの幼期のように細

いが頭は比較的大きく体長は頭長の４倍，胸鰭は腹鰭基底上方に，腹鰭は唇鰭の前部に達

する．尾鰭の下葉は拡がっているが後縁は未だ叉入していない．下顎縫合部は肥厚しツマ
リトビウオ”．exocoer"ｓ幼期などに承られるように突出し一対のひげ状器官を有する．

ひげ状器官は平紐状で先端は孜第に細くなり眼の後縁に達する．その外縁（後縁）に沿い
低い膜質縁を有する．

多くのトビウオ類のように後頭部と腹部の皮下には色胞が発達する．体側の色胞はきわ
めて疎に散在し腹鰭上方で２～３列を数えるに過ぎず，尾部では背鰭と稗鰭との基底に沿
い各,々 １列，その中間の体側中央に１列がならぶのみである．胸鰭及び腹鰭の後半部も色
胞におおわれる．尾鰭下葉の下部には明瞭な一黒色縦線をおびる．

稚魚期（P1s､１９，２０)：体長32.0ｍｍ（全長42.0ｍｍ）では体は細く頭長はほぼ成魚と同
様となる．鰭条数ももとより定数に達している．下顎縫合部のひげ状器官は著しく発達し
てその長さは体長の７/８に達し後述するような構造を備えるに至る．胸鰭の先端は背鰭基

底に達し成魚と同じくその第2,31鰭条（前端の萎縮鰭条を含まず）が最長となる．腹鰭の
先端は尾柄上に達する．背鰭はツマリトビウオ，ハマトピウオなどの幼期と同じく高く帆
状を呈し，後方に倒せば先端は尾鰭前部に達する．その中央部の鰭条がもっとも長く背縁
は凸出して弧状を呈する．体の背面に色胞が散在し腹鰭より後方では体側にも散在する色
胞がある．特に体側中央では縦帯状の色胞列が明かである．胸鰭は最下方数鰭条間を除い



stage

Bodylengthinmm
Totallengthｉｎｍｍ

ｍｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Depthofbody
Breadthofbody
Headlength
．Ｓnoutlength
Diameterofeye
Postorbitallength
lnterorbitalwidth

Lenｇｔｈｏｆｂａｒｂｅｌ
Ｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongesｔｄｏｒｓａｌｒａｙ
Ｌengthofthelongestanalray
Lengthｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅpthofcaudalpeduncle
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ては広く色胞におおわれ，腹鰭は鯖条に沿って不規則な斑紋をおびる．背鰭は最後部の下

半を除けば色胞におおわれほとんど暗色を呈する．騨緒および尾鰭下葉もわずかに色胞を

おびる．

体長412ｍｍ(全長51十ｍｍ）ではすでに隣の発達がみられる．ひげ状器官は著しく長く

なり体長の1.1倍に達する．体側には胸鰭基底，腹鰭基底，両者の中間のほぼ中央部，背

鰭前部の下方，騨鰭基底の上方にそれぞれ暗色横帯がならび，その第３帯以下ぽ体側中央

を過ぎる縦帯によって連ねられる．背鰭は上半部に色胞が発達し騨鰭は後端部下方が暗色

を呈する．胸鰭には最前部の鰭条の中央より後方にひろがる一黒色斑があり，これより斜

下方に下方の鰭条中央に連る色胞帯が走る．この斜走帯は鰭を閉じれば体側の第２横帯に

連る．この色帯の後方にこれに平行した不明瞭な斜走帯があり，鰭の後端は暗色にふちど

られる．腹鰭には最初の鰭条中央に発し最後の鰭条中央に終る一斜走帯，その外方にこれ

に平行する２帯があり縁辺は暗色を呈する．これらのうち最初の斜走帯は鰭を後方に閉じ

ると体側の第４横帯に重る．

体長84ｍｍ（全長108ｍｍ）では各部の比長はすでに成魚に近い．背鰭はなお比較的高

く，第３～Ｓ鰭条の先端は圧すれば尾柄後部に達する．ひげ状器官後端はほぼ腹鰭基底に

至る．その構造には著しい変化はみとめられない．胸鰭の大部分は黒色で第２～３鰭条間

の鰭膜上に４個の小淡色斑を残す外は最下方の数鰭条が淡色を示すに留る・腹鰭は鰭条と

鰭膜のこれに沿う部分が暗色，背鰭はほとんど暗色，騨鰭も下半部は暗色を示す．尾鰭は

黒く上葉前半，下葉後端などが淡色を呈する．体側の斑紋はこの標本では明かでない．

未成魚の標本は未だ採集されていない．

上記の各標本の個体別測定値をＴａｂｌｅｌ７にかかげる．

Table１７．Ｃ〕2p“/z"･“”ﾉo"or”花Ｉ．"ｓ（BLEEKEs）
Juvenile

MeasurementsandCounts

〃

40.0

50.8

〃

41.2

51.0＋

６
６
５
５
２
１
５
３
１
６

□
伊
ロ
ｅ
●
ｃ
●
●
■
曲

５
６
２
２
８
９
２
０
３
６

５
６
７
６
３
１
１
２
１

６
９
８
４
０
１
４
８
２
５

●
●
巳
凸
●
■
■
●
●
◆

５
５
０
５
９
０
１
２
５
７

５
６
７
２
１
１
１
２
１

０
８
３
４
０
６
１
６
７
４

●
●
●
。
■
●
由
●
●
●

６
８
４
９
４
９
９
９
４
６

５
６
７
５
４
１
１
１

N24-36

E125-54

1956-5-9

Yaku‐

shima

l951-7-22

Amakusa‐Ｓ１４－１７Ｓ17-25
〃

jimaE141-44E162-13
1952-9－２３？1954-11-31954-11-23

Locality＆
Datecollected

〃

61.2

75.0

post-l
８．９

１０．４

７
８
５
０
０
２
７
０
７
８

句
●
巳
■
①
■
■
●
●
■

３
８
２
５
５
１
３
２
５
６

５
６
７
５
４
２
１
２
１

７
３
８
０
２
８
５
０

●
●
巳
９
。
●
①
●

４
０
２
６
８
９
７
９

１
１
２
４

１
２
４
６
８
５
８
５

句
Ｐ
●
由
●
■
●
■

４
２
４
５
７
１
７
７

１
１
２
１
８

〃

８４．０

１０８

１３．４

１０．２

２２．８

６．１

７．３

９．７

６．６

１１３．０

７
３
１
６
２
７
３

血
一
羽
風
８
２
Ⅵ
０

１
２

６
６
５
０
４
２
５
１
５
７

■
◆
。
■
●
■
●
●
●
■

０
１
７
９
９
０
９
９
２
７

６
７
７
６
３
２
１
１

１２．８

１０．３

２２．５

５．０

７．３

９．８

６．８
１７２．５

８
７
６
７
１
２
０
７

■
■
■
●
●
●
■
■

５
３
５
６
７
３
８
７

１
１
２
１
５



４
１
６

１
１
１
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1４

１０

１２

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｃｒｌｏｂｃ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

16.3

27.5

14.8

26.7十

17.9

27.4

15.8

26.1
17.2

31.620.9

4４

２
９
５

１
１

1４

１０

１４

1３

１０

１３

1２

１０

１５

ＯＩＯ

０２０４０ｂＯ８０IOOmm

Bodylenq(ｈ‘)で，その後BRuuN,BREDERらによる大

Textfigure3・Tansitioninthelength 両洋産トビウオの研究に当っても実体が

ofbarbelofjuvenile明かにされていない．BREDER（1935）は
Cyp肥加ＷＳ”/oﾉzomprer“（BLEEKER）

大平洋水:域のＣｙｊりse/"γ“叩iわれorqpre7"ｓ

(BLEEKER)はこれを独立した種とすべきことを提唱しScHuLTz(1953),ABE(1954)等もこ

れに従っている．しかしその後の報告ではABE(1955）は本種を大西洋産ＤＣ･Cyα"Qpre『"ｓ

(VALENcIENNEs）のsynonymとして取扱っている・大平洋中部には後述するように本種の

近似種と思われるものの稚仔が採集されており，この型のトビウオ類にもいくつかの地域

的な群があることを暗示している．これらについての資料が得られるまでは本種は西大平

洋におけるこの型のトビウオ類を代表するものとして上記のような種名をあてることとし

たい．

大西洋産のｃ､Gyα"QpreI･"sは本種にきわめて近くただ背鰭前方の正中線上の鱗数が３５～

40,多くの個体では37～38個で本種よりやや多い点が異る．その幼期にはBREDER（1938）

が図示したものでは本種と同じくきわめて長い一対のひげ状器官と高い背鰭を有する．し

かし本種の幼期の採集されたstageとＣ・Cyα"･〆eIwsのそれと重複している部分が少いの

で充分に比較することができない．後者の幼期の図示されたものの色相には全く横帯が現

本種の下顎のひげ状器官は左右対をなし平紐状できわめて長くなる．その基底部では左

右の各片が相接していて比較的太く，先端は次第に細くなり糸状に終る．その外縁のほと

んど全長にわたって縁膜が発達しており，特にひげの基底の膜状部はひろがって著しい裳

摺を伴う．全体に色胞をおびるが縁膜上では特に濃密である．

ひげ状器官は体長８～９ｍｍですでに
LenqthOibQrbel

かなりよく発達しText5gure3に示すよ％mm

I20-l20

o・LGnJmirLmm うに速かに成長し，体長４０ｍ"ｚ内外で
０ ０，１１，％ｏ｢ＢＬ

最長に達する力§その後は成長しないようＩＯＯ－ｌＯＯ

である．ひけ菖状器官が脱落する時期は明
○

かでない．九州南方近海で得られこ体長８０．．８０

９８ｍｍの標本でなお長さ２５ｍｍのひけ雪

を有しているのが承られる．６０．．６０
○

●
○ 、

類縁：本種はBLEEKER(1866)により設４０．‐４０
●

けられ，間もなく同氏によりExocoer"ｓ●③
息

６aAje7zsil7RANzANI（1842）のsynonymZO･-７０

類縁：本種はBLEEKER(1866)により設

けられ，間もなく同氏によりExocoems

6aAje7zsil7RANzANＩ（1842）のsynonym

として該種に併合された．しかしＥ､６α‐

ﾊｉ”sjsはBrazil沿岸から記載されたも
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われておらず，その体長123ｍｍのものと詐背の体長８４ｍｍのものとは色相がほぼ一致

する．

珊瑚海北部で採集された本種に近いと推定される２個体は，体高，頭長共に日本近海産

のものより大きく，且背鰭前方の正中線上の隣数がやや少い(34に対して29）が，その他

の測定値はほぼ一致し色相も同様の特徴を:示す．その幼期と思われる体長40.0ｍｍならび

に61.2ｍｍの２個体がそれぞれNewHebrides島南方及びＧｕａｍ島附･近で採集されてお

り，これらも叉，日本近海産の本種幼期とほぼ同様の特徴を有するが，特に小さい方の個

体はひげ状器官の長さが体長の1.7倍に達する（P1.21)．これらの各標本の測定値も比較

のためTablesl6，１７にかかげた．

特徴：日本近海産のハマトビウオ属Ｃ〕/pSe/"J･"Ｓのトビウオ類のうちで胸鰭のほとんど

全体が濃藍黒色を呈するのは本種とアリアケトビウオＣ､”･ksiのみである．しかし前者

には背鰭の中央に大きくて明瞭な暗色斑があるのに対し，後者にはこれを欠くので容易に

識別し得る．

本種の幼期は体が比較的細く，ツマリトビウオ属Ｐα】･eXocoemsのように高い背鰭と，一

対のきわめて長いひげ状器官を生ずるのを特徴とする．背鰭は体長９ｍｍ内外では騨鰭と

高さほぼひとしく，３０ｍｍ内外では著しく高くなり帆状を呈し，倒せば尾鰭前部に達し黒

色をおびる．その後は次第に低くなり成魚では特に高くはない．ひげ状器官は体長９ｍｍ

ですでに眼の後部に達しているが，このように早くひげの発達するものは本種の外にはみ

いだされていない．

生態：本種は屋久島及び種子ケ島のトビウオ漁場ではツクシトピウオ，ホソトビなどと

共に主として５～６月に現れるが比較的少いようで産業的には価値がない．稚魚は九州近

海では５～７月に多く，体長41.2ｍｍの１個体が９月に採集されたのは‘例外的である．

本種の稚仔の長いひげ状器官とその習性との関連は興味が深いが，上記の体長４１．２ｍｍ

の稚魚を採集した筆者の教室の教室員福島誠氏は，この稚魚が集魚灯下に現われたとき

はその全長にひとしい長いひげ状器官を八の字にひろげて昆虫の触角のように前方に延ば

し，胸鰭と腹鰭とを両側に開張し，その姿は大きな蛾のようであったと述べている．

分布：本種はひろく西大平洋及びインド洋の熱帯部に分布しているものと思われる．大

平洋中部，大西洋のものもきわめて近似のものであろう．比較的低緯度のものでわが国沿

岸では九州南部，伊豆諸島などから採集されている．

８．Ｃ”seI”邸Ｓｅ"S”e”Ｓ（LINNE）

オジロ１、ど

P1ates22-24；Tablesl8，１９

成魚の形態(P1.22,fig.Ａ)：本種の成魚は日本近海では1953年６月１７日，鹿児島大学

水産学部の新潮丸により宮古島の南方（23,30'Ｎ，124.45'E）及び東方（24.30'Ｎ，126.30’

E）近海で体長それぞれ222ｍｍ(全長283十ｍｍ,古）及び208ｍｍ（全長258ｍｍ,早）の

２個体が採集された．その脊椎骨数はそれぞれ4４（30＋14)，４５（31＋14）価である，
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Serialnumber

Locality＆
Datecollected

上記の標本における鯖条などの数及び各部分の測定値は孜に示す通りである（前に記し

た方が大きい方の標本の測定値)．

背鰭条数15,14；騨鰭条数9,9；胸鰭条数16,15（前端の萎縮鰭条を含む)．後頭部よ
り背鰭起点に至る正中線上の隣数26,27；背鰭起点と側線との間の鱗列数6,6；側線と騨
鰭起点との間の隣列数２，２，鵬紀数６＋１６，７＋17．

体長に対-する百分比：体高16.0,17.0；体1幅14.0,15.4；頭長25.6,26.6；吻端より腹鰭
基底までの距離59.5,60.5；背鰭起点までの距離68.7,69.5；唇鰭起点までの.距離80.3,80.0,
胸鰭長71.0,73.4；腹鰭長27.2,30.2；背鰭最長鰭条長11.7十,１３．７；背鰭基底長21.4,21.1；
騨鰭最長鰭条長7.7,7.6,唇鰭基底長10.1,10.1；尾柄高65,6.4；尾鰭上葉長20.9,23.1；
下葉長29.0十，307；吻長7.4,8.1；眼径7.0,7.7；眼間径8.0,8.5；眼後部長11.3,12.4.

本種はトビウオ類としては‘体はやや細く腹鰭より前方では側線に沿い著しい稜角をなし

腹面は平で，体の断面は短形に近い．頭は大きく体長の１/４を起える．腹鰭基底と尾鰭中
央鰭条先端との距離は前者と眼の中央との距離にひとしい．胸鰭は長くその先端は尾柄或
いは尾鰭の前端に達する．３番目の鰭条（前端の萎縮鰭条を除き，以下同様）がもっとも

長い．その後縁はほとんど一直線で，下方の下縁に移行する部分においてかなりかど張っ

ている．腹鰭長は中庸であるが騨鰭が後方に偏しているので腹鰭の先端は騨鰭の中央をわ
ずかに越えるのみである．第３鰭条がもっとも長い.背鰭は多くのトビウオ類より高く,最
長の第2,3緒条は虹門部における体高にほぼひとしい．その基底もかなり長く体長の１/５
に達する．騨鰭の起点は背鰭基底のほぼ中央下方にある．眼径，吻長，眼間径には大差が
なく頭長はその3.3～3.4倍にあたる．両顎には円錐歯をおびるが口蓋骨歯はみとめられな
い．胸鰭後方の隣は上下に長い楕円形で後縁は多少突出する．核はほぼ中央にあり前方に
４～８個の放射線を生ずるそのうち３～４個は前縁に達しない．

色相：体色は多くのトビウオ類と異らない．胸鰭は濃藍黒色でその中央と後縁とに淡色
帯が走る．中央の淡色帯は下方では鰭の前半部を占め上方に至るほど|幅が狭くなり第２鰭

条の先端に達する．その後方の輪廓はほぼ鰭の後縁に平行し且多少弧状（凸面を前方に向
けた）をなす．淡色帯上でもこれを過ぎる鰭条には色胞をおび，且上方に到るに従いその

輪廓は不明瞭になる．後縁の淡色帯は第５鰭条以下をふちどりその幅は瞳孔径よりやや狭
い．腹鰭はほとんど淡色で中央諸鰭条にのみ色胞をおびる．背鰭も鰭条上にわずかに色胞
をおびるのみ，響鰭は全く淡色，尾鰭は下葉は黒褐色で後端は多少淡色をおび上葉は下葉
よりはるかに淡色で後半の大部分はほとんど色胞をおびていない．

Table１８．CypFe加･"‘Fexsi"e”（LINNE）
MeasurementsandCounts

8

222

283＋

ＫＣＦ３００１

Ｎ２４－３０Ｅ１２６－３０
1953-6-17

鹿児島大学水産学部紀要第７巻

０
４
６
１
７
４
５

■
Ｕ
凸
■
●
●
９

７
５
６
８
７
２
８

１
１
２
１

０
０
６
４
０
３
０

■
●
■
巳
■
●
●

６
４
５
７
７
１
８

１
１
２
１

早

208

258

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄlength
Snoutlength
Diameterofeye
Ｐｏｓｔorbitallength
lnterorbitalwidth



23.1

30.7
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20.9

29.0＋

Distancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongeｓｔｄｏｒｓａｌｍｙ
ＬｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｌｏｎｇｅｓｔＥｍａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏfanalbase
Depthofcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：

ＵＰｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabove］ateralline
Gillrakers

Vertebrae

５
５
０
４
２
７
６
１
１
４

●
●
●
巳
●
●
■
年
●
●

０
９
０
３
０
３
７
１
０
６

６
６
８
７
３
１
２
１

59.5

68.7

80.3

71.0

27.2

11.7十
７．７

２１．４

１０．１

６．５

4７

ｉ,１３
ｉ，８
ｉ,1３
７

６

７＋１７
３１＋1４

ｉ,１４
ｉ'８
ｉ,13,ｉ
2６

６

６＋１６
３０＋1４

生活史：本種の幼期と推定されるものは１９，Ｎ以北の台湾東方近海及び南西諸島海域で

体長3.5～56.0ｍｍ(全長4.7～69.0ｍｍ）の２３個体が明かにされた．卵及び未成魚に関する

資料は未だ得られていない．

仔魚期（P1s､22,23）：体長3.5～4.0ｍｍ(全長4.5～5.3ｍｍ）では未だ卵黄が残留してい

るもののようで（外面からは窺い得ないが）体高がかなり高い．背鰭及び唇鰭には定数の

鰭条原基がみとめられる．頭部はすこぶる大きく体長はその2.5倍,従って胸鰭と腹鰭とは

かなり後方に始っている上に仔魚期の始めとしては比較的長いので，先端は胸鰭では背鰭

基底の,腹鰭では唇鰭基底の後部に達する尾鰭は上下相称で後端はは丸みをおびている．

色胞は背面においては後頭部に一群をなし，その後方に背中線と背鰭基底の両側にほぼ

２列をなして連る．腹腔壁上も疎に色胞におおわれているがその大部分は皮下に埋没す

る．尾部では上記の背鰭基底に沿うもののほか，唇鰭基底に沿い一列，更に両者の中間体

側中央線上にも一列をなす．尾鰭下半部上にも色胞が散在するが他の緒にはまだみとめら

れない．

体長4.4ｍｍ(全長5.6ｍｍ）では卵黄は全く吸収され体は細くなり胸鰭の前部にも色胞群

が現われる．体長6.4ｍｍ(全長8.3ｍｍ）では頭部はやや小さくなり体長はその３倍，胸鰭

の先端は背鰭基底の中央に達するのみとなる．背鰭と唇鰭とはほぼ等高．頬上，下顎先端

腹面などにも色胞群が現れる．

体長11.0ｍｍ(全長14.5ｍｍ）では体長は頭長の４倍に近ずく．下顎先端腹面に一対の短

いひげ状器官が現われる．頭が小さくなると共に胸鰭及び腹鰭の位置も前進し，特に腹姥

は成魚よりもかなり前方に位置を占めるに至る．叉その先端は胸鰭では背鰭前部に，腹鰭

では樽鰭前部に達するのみとなる．背鰭は唇鰭よりも高くなる．尾鰭は下葉が著しく延び

後縁は一斜線をなし全体三角形を呈する．

体側では腹鰭基底の腹側，虹門附･近，騨緒基底後部などに色胞群が現れる．腹鰭より後

方では体側中央に一色胞列が縦走する．胸鰭と腹鰭とは基部を除いてはやや暗色をおび

る．背鰭の前部上半にも色胞群が現れる，
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稀魚期（P1s,23,24)：体長21.6ｍｍ（全長28.5ｍｍ)，胸鰭にも定数（15）の鰭条を生ず

る．胸鰭の先端は背鰭基底の後部に，腹鰭の先端は尾柄に達する．背鰭は著しく高まり，

その前部の鰭条長はほぼ基底長にひとしく樗鰭の最長鰭条の１４倍を測り，後部の鰭条も

倒せば尾鰭前端に達するに至る．尾鰭下葉長は上葉長の２倍を超える．ひげ状器官は長く

なり後方に延せぱ先端は眼の後部に達する．腹鰭前方では体は側線に沿いややかどばるが

隣は未だ不明瞭である．

体側には胸鰭基底部，腹鰭基底部，両者の中間ほぼ中央，１１工門上方，唇鰭後部の上方及

び足柄上に暗色横帯が明かとなる．各横帯はそれぞれ側線を横切って腹面にもつづいてい

る．尾部中央を走る色胞縦列はこれらの横帯の中央を連ねる．胸鰭にはこれを後方に倒し

たとき体側の第２及び４横帯につづく暗色横帯が中央よりもやや前方及び後半部に現れ

る．腹鰭にも体側の第４及び第５横帯に連る横帯を生ずるが淡くて明瞭でない．これらの

外背鰭及び樗鰭の基底に近い部分の中央，後部先端などにも色胞群がみられる．

体長31.0ｍｍ（全長40.5ｍｍ）の個体では背鰭はますます高くなる．その最長鰭条は第

２～４鰭条で樗鰭の最長鰭条の2.25倍，背鰭基底長の1.1倍，もつとも短い最後の鰭条と
いえども唇鰭の最長鰭条にひとしく，後方に倒せば各鰭条とも尾鰭の前部に達する．しか

し鰭の上縁はハマトピウオの幼期などと異り凸出した弧状をなさず，中央ではむしろわず
かに凹入しており全体がほぼ一斜線をなす．

胸鰭上の暗色帯のうち後方の横帯は幅も広く色もやや濃色を示す．腹鰭はほとんど淡色
で中央と先端部とにわずかに色胞をみとめる．背鰭はその全体が色胞をおびるが特に著し

い暗色は示さない．縛鰭にはほとんど色胞がみとめられない．

体長56ｍｍ(全長69ｍｍ）においては鱗はよく発達しており背鰭前方の正中線上に26個

を数える.･ひげ状器官は後方に圧すれば眼後部に達する．胸鰭と腹鰭との先端はそれぞれ

背鰭及び騨鰭の後端に達する．背鰭はなお著しく高い．胸鰭の前部の横帯は輪廓が不明瞭

となり，基底部より第２～３鰭条の中央にかけて上部にひろい三角形の暗色斑をなし，後

部の黒色横帯との間に斜走する－淡色帯を残す．腹鰭の中央と先端附近には不定形の暗色

斑が残るが，この部分でも黒色胞は鰭条上と鰭膜のこれに沿う一部とに存在するのみであ
る．背鰭は一様にやや暗色，唇鰭もこれと同じ程度に色胞におおわれる．尾鰭はほとんど

淡色で下葉上に２暗色横帯がある．

未成魚期以後の幼期資料は未だ採集されていない.上記の諸標本の個体別測定値はTable

l9にかかげる.

Table１９．CMypnF2A"wsexs"/e"ｓ（L､､JN]E）
Juvenile

MeasurementsandCounts

post.]
６．４
８．４

prOl
３．９

５．３

21.4

14.3

32.1

11.9

14.3
11-9

Ｎ２７－１０

Ｅｌ２９－４２
１９５３－６－４

Ｅ・ｏｆ

ＯｋｊｎａＷａ
ワ

Ｙａｋｕ－

ｓｈｉｍａ

ｌ９５１－７－２２

Makuraza‐

ki

l952＝7-10

N22-39

E125-28
1953-4-30

N24-54

EI29-35

1953-6-19

25.8

40.4

15.4

〃

31.0

40.5

４
３
４
５
３
２
８
１

①
■
■
■
■
■
●
●

９
６
５
５
０
２
９
７

１
１
フ
ー
１
１
１

７
２
３
２
９
４
３

■
●
●
●
●
年
●

７
５
５
４
９
１
８

１
１
２
１

Stage

Bodylengthinmm
Totallengthｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
Postorbitallength
lnterorbital･width

LengthofbarbeI

young

２１．６

２８．５

〃

56.0

69.0

〃

1１．０

１４．５

６
２
１
２
２
５
７
３

■
■
甲
●
Ｐ
■
●
即

０
６
６
７
８
２
０
１

２
１
２
１
１
１

８
８
５
０
３
２
３
５

口
■
●
●
。
●
■
申

５
４
５
７
９
０
９
３

１
１
２
１
１
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1７．８

３５．５

Ｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongestanalray
Lengthofdorsalbase
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpedunclc

Lengthofcaudal：
Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

５
０
２
６
６
７
－
コ
４
５
０

．
Ｃ
ｅ
■
■
■
●
●
④
●

一
コ
７
４
９
９
７
４
２
３
８

５
６
７
６
３
２
１
２
１

９
４
８
４
８
２
０
７
５
６

④
●
ら
●
。
ｃ
●
■
■
●

４
４
０
２
４
５
５
４
７
７

５
６
７
４
３
１
１
２
１

８
０
６
５
１
２
２
２
４
３

■
●
■
。
□
Ｇ
■
９
９
■

７
３
２
５
２
３
６
３
４
８

５
６
７
５
４
２
１
２
１

０
３
５
３
６
１
９
６
０
１

●
①
。
●
■
■
⑥
ｃ
ｃ
●

８
５
７
５
３
９
２
６
３
８

５
６
７
６
４
２
１
２
１

２
５
８
３
２
７
７
２
９
８

●
●
甲
■
●
●
■
。
●
●

７
４
３
５
３
６
５
５
７
８

５
６
７
４
３
１
１
２
１

59.5

63.5

77.0

44.3

36.5

1０．８

17.5

29.5

16.7

30.1

4９

１３

１０

１２

34.9 29.8

４
９
４

１
１

４
０
４

１
１
１

３
０
２

１
１
１

1３

１０

１３

３
０
４

１
１
１

本種のひげ状器官は構造が比較的簡単で，縁膜は外側（ひげを後方に延せぱ上側）後部

では多少発達して多くのしわを持つが，その他の場所では幅が狭い．縁膜上には色胞が密

在して濃黒色を呈する．

ここに記載した稚仔をオジロトピの幼期と同定したのは，脊椎骨数，鰭条数，鱗列数な

どが一致すること，背鰭の形態的特徴などの関連によった．大西洋のＣ､exs"た"ｓにおい

てはその稚仔は全く明かにされていない．

類縁：BRuuN(1935）及びBREDER(1938）の記載している大西洋のＣ､exs"j”s(LINNも）

とここに述べた標本とを比較すると，脊椎骨数とその構成は相互に一致し，背鰭が高く尾

鰭が長く，胸鰭下部の輪廓がかどばっている点も両者に共通である．叉，後者の測定値は

ほぼ前者の示す変異の範囲のうちに含まれるが，背鰭は多少低い方に，腹鰭の位置はわず

かに後方に偏している．鰭条数は後者の幼期標本のうちに唇鰭において前者より１個少い

一例があるのみで，その他の点では差異がない．叉，前者では少数の口蓋骨歯をみとめる

場合が多いが存在しない例もあると云うのに対し，後者では成魚２個体ともに口蓋骨歯が

みとめられない．更に両者の色相を比j鮫すると，胸鰭及び尾鰭の特徴的な色相はほとんど

同様である．しかし背鰭と腹鰭との色相は必ずしも一致しない．すなわち大西洋のもので

は背鰭は体長220ｍｍに達したものでもその後半の大部分が黒く，腹鰭は体長200ｍｍ以

上の個体では主として中央部の鰭条が色胞をおび，個体によっては幼期の暗色斑の一部が

小斑紋として残留するというのに対し，上記の日本近海の標本（体長200ｍｍ内外）では

いづれも背鰭は鰭条のみ暗柳色，腹鰭は中央部の鰭条の承暗･色で鰭膜はともに無色である．

背鰭及び腹鰭の黒･色斑は多くのトビウオ類の幼期形質のひとつとして成長が進むに従い消

失する傾向があり，大西洋産のｃ､exsj"e"ｓでも若い個体では腹鰭下半部に明瞭な大きな

黒色斑があることが知られている．しかしすでに述べたように日本近海産のものはその未

成魚が採集されておらず，叉，大西洋のＣ､ex並e"ｓのsynonymとして取扱われている

Ｃ"jgl‘ｊｃａ"S(BENNETT)は西大平洋熱帯部しばしば報告されているにもかかわらず，筆者が

NewGuinea近海，Celebes海などで採集したこれに近い特徴を有する16.5～18.0ｃｍの

未成魚の標本はいづれも尾鰭上下両葉が共に黒く，脊椎骨数42個の明かに別種と思われる

もの（ABE(1956）がＪａｖａ南方のインド洋から採集された標本にもとずいて記載したサン
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ノジグマシＣ・kajfQpかo〃（BLEEKER）とほぼ一致する）で，Ｃ･exsj"e"ｓの幼期と思われる

ものはこの水域からも得られなかった．従って上記の日本近海産の種類（すなわちオジロ

トビ)，或いは西大平洋産のｃ､exs"た"ｓの未成魚期に大西洋産のものと同様に背鰭と腹鰭

とに斑紋がみられるか否か，叉，これらの斑紋はどの程度の大きさで消失するのかは全く

判然としない．更に叉，稚魚期以前の標本は大西洋のｃ､exsj"e"ｓでは報告されていない

からこれを比較することは現伏では不可能である．以上のような点からみてオジロトビを

ただちにＣ・exS"ie郷（LINNE）と同定するのが果して妥当であるか否かはすこぶる疑わし

い．しかしきわめて近縁のものであることは推定に難くないのでここでは一応この種名を

用いることとした．将来充分な資料が検討された暁にはおそらく本種の一亜種の地位を与

えられるべきものと思われる．

なおＦｏｗＬＥＲ（1932）がＳｅａｏｆＣｈｉｎａから記載しているCexs/"e"s(P.Ｌ､Ｓ・MbLLER）

はＤ、１１，Ａ、１２で本種とは全く無関係の別種である．

GtjNTHER(1866)，JoRDANandSEAm(1906)，WEBERandBEAuFoRT（1922）などによ

りシナ海，日本，NewGuinea等から報告されているＣ､α1℃"cgPs（GtjNTHER）は，胸鰭

の色相もオジロトビに近く，体長215ｍｍで背鰭及び腹鰭には黒色斑が存在せず，且頭部

が大きい（体長はその3.9倍）点なども本種に似ており，そのほか胸鰭条数が１８個である

のを除いては鰭条数，鱗列数などにも大差をみとめない．しかし尾鰭はただ黒いと記載さ

れているのみであり，脊椎骨数も明かにされていないので本種との関係を確めることは困

難である．

西大平洋のハマトビウオ属のトビウオ類中には胸鰭に淡色横帯を有するものとして少く

とも３種をみとめることができるがそれぞれの種名はなお決定し難い．

特徴：オジロトピの特徴としてあげられるのは成魚ではその尾鰭の上葉が下葉よりも色

が淡く，縁辺に近い半ば以上は黒色胞をもっていない点であろう．更に脊椎骨数とその構

成も胸鰭に淡色横帯を持つハマトビウオ属のトビウオ類のうちでは明かな特徴をなすもの

と思われる．

幼期の特徴としては，仔魚期のはじめには頭部が著しく大きく，体長に比して胸鰭と腹

鰭とがきわめてよく発達しており，色胞が体側に一様に分布しておらず，背側，体側中央，

唇鰭基底部などに限られている点などがあげられる．ひげ状器官は一対をなし体長１１ｍｍ

ですでに出現している．叉,体長6.4ｍｍで背鰭と唇鰭とは高さがほぼひとしくなり，１１ｍｍ

では背鰭の方がかなり高くなるが，これらの形質は多くのトビウオ類では体長14～15ｍｍ

以上に達した後に現われるのを普通とする．

稚魚期には背鰭が特に高くなるが最長鰭条は２～３番目に位置を占めるので全体が三角

形に近く，ハマトビウオ，カラストビウオなどのようにツマリトビウオ型の背鰭を持つ時

期はない．体長30ｍｍ前後では高さが樗鰭の２倍以上となり後方に倒せば最前部の鰭条も

先端が尾鰭前部に達する．ひげ状器官は構造の簡単で発達したものでも眼の後方に達する

の承である．本種と同様に背鰭の前方が甚だしく高まるハマトビウオ属の稚仔がなお一種

シナ海から採集されているが，この稚仔ではひげ状器官が頭長より長くそのl漠質部がよく

発達しているので容易に識別し得る．なおこの稚仔の種名は未だ明かでない，
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生態・分布：オジロトピの成魚は宮古島附近で採集し得たの承であるが，稚仔は薩南水

域，シナ東海東部にひろく分布しており，屋久鳥鹿児島県枕崎などでも採集された．稚

仔の出現期は５～７月で沖合性のものと思われ，仔魚は表層稚魚ネットで，やや大型の稚

魚は集魚灯などによって採集された．

BRuuN（1935）によれば大西洋のＣｅｘｓ"ｉｇ"ｓは主として２０～30Ｎ,１５～25.sの亜熱

帯水域で採集されている．そのsynonymとされているＣ､刀噌ﾉ‘/cα恋（BENNETT）は大平洋

熱帯部にもひろく分布していると称せられる．

9．CjjpseI”"ｓαかfsfg”､９兆祁紡7ｓ

アカトど

Ｐ１ａｔｅ２５；Table２０

成魚の形態（P1.25,f19.Ａ)：台湾東方（23,30'Ｎ,１２４，４５'Ｅ：１７/6,1953）で採集され

た体長231ｍｍ（全長300ｍｍ）のびによれば，その脊椎骨数は４５（28＋17)，鰭条などの

数及び各部分の測定値は次に示すようである．

背鰭条数15,唇鰭条数10,胸鰭条数1６（最前端の萎縮鰭条を含む)；後頭部より背鰭起

点に至る正中線上の鱗数34,鯛孔上端より尾柄端に到る一縦列上の鱗数59,背鰭起点と側

線との間の鱗列数８，側線と唇鰭起点との間の隣列数２；鮒細数７＋17．

体長に対する百分比：体高19.9,頭長23.4,吻長7.4,眼後長10.7,眼間径8.4；吻端よ

り腹鰭基底に至る距離57.3,背鰭起点に至る距離68.4,縛鰭起点に至る距離75.7；胸鰭長

69.4,腹鰭長２８２，背鰭基底長22.9,唇鰭基底長122，最長背鰭条長１３．０最長唇鰭条長

7.1,尾柄高7.1,尾鰭下葉長29.7＋・

体はやや太短く，頭は中庸大で‘体長は頭長の4.3倍,吻長と眼径とは相ひとしい，胸鰭の

先端は背鰭基底の後端に達する．腹鰭は比較的前方に生じ，その基底は吻と尾鰭中央鰭条

後端との中間中央に位置を占め，腰帯の前方に向う突起は第16番目の脊椎骨の下方に延び

る．最長の第３緒条の先端は唇鰭基底の中央よりやや後方に達する．背鰭基底は長く，そ

の起点と尾鰭上葉の最初の萎縮鰭条の距離は頭長の1.44倍を測り，その最前方の間神経疎

は第２１番目の脊椎骨上方に延びる．背鰭はその前部の鰭条が長く全体としてトビウオ類

のうちではやや高い方に属する．騨鰭は背鰭の第７鰭条下方に始る．両顎には小さな円錐

歯がほぼ２列をなし，口蓋骨上にもほぼ一縦列をなす．胸鰭基底後方の鱗はほぼ楕円形で

露出部後縁は多少突出する．中心より前方に向う５～８個の放射線があり大部分は前縁に

達する．

色相：体色は多くのトビウオ類とほぼ同様である．胸鰭は最下方の３～４鰭条間を除

いては大部分紫褐色で後端はI偏狭く淡色にふちどられる．下部の淡色部は鰭の中央では

多少上方に延び，暗色部は鰭の後部，特にその下部では濃色をおびる．直径が瞳孔径の

1/5～1/８の円形叉は楕円形の，輪廓の明かな黒色の小斑紋が鰭の暗色部上に約70個散在

しており，鰭の先端に近く更に大きな直径が瞳孔径にひとしい不整形の暗色斑がある．後

者は鰭を後方に倒せば孜に述べる背鰭中央の黒色斑と相応ずるように位置を占める．背鰭

にはその第８～11鰭条間に輪廓の明かな一黒色斑がある．響鰭は無色，腹鰭は前部の鰭条

上に色胞をおびるが大部分は無色，尾鰭は上下両葉とも濃黒褐色を呈する，



Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃＱｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
Postorbitallength
lnterorbitalwidth

Distancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongestanalray
Lengthofdorsalbase
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i-l-n）
Predorsalscales

SIalerowsabovelateml］ine
Gillrakers

Vertebrae

5２

8

231

300＋

この標本の外にNewGuinea東方（12.40'S,153.10'Ｅ：１５/11,1954）で採集された体

長244ｍｍ（全長320ｍｍ）の一標本も本種と同定すべきものと思われるが，この標本では

胸鰭の小斑紋はその後部下方に限られて散在し，その数も左右とも６～７個に過ぎない．

しかし先端部の暗色斑は上記の標本と同様に明かで，背鰭上の暗色斑の位置及び大きさに

も大差がない．この標本の測定値はＴａｂｌｅ２０にかかげる．

Table２０．Ｑや‘ye””αrﾉ･酌愈"酌JENKINs
MeasurementsandCounts

９
７
４
４
４
７
４

●
●
●
Ｐ
●
■
■

９
４
３
７
７
０
８

１
１
２
１

４
５
８
２
２
７
０

■
●
①
●
①
ｇ
白

８
４
３
７
７
０
９

１
１
２
１

“
加
２
３

KCF3000

N23-30

E124-45

1953－６－１７

KCF3973

Sl2-40

E153-10

1953-8-10

Serialnumber

Locality＆
ＤａｔｅｃｏⅡected

類縁：Hawaiiで採集された本種の基準標本（JENKINs（1904）による）と上記の諸標本

とは諸形質が比較的よく一致している．特に腹鰭及び背鰭の'位置，隣列数，背鰭の黒色斑

の位置と大きさなどにみられる特徴は両者に共通である．胸鰭の小暗色斑の分布は上記の

台湾東方産の標本に近いがこれよりやや少くて個麦の形は多少大きい．叉，先端の暗色

斑は存在していない．しかし胸鰭の斑紋の多少の差はトビウオ類としては普通にみられ

ることなので，本邦産のアカトビは本種と同定して誤がないものと思われる．WEBERand

BEAuFoRT（1922）が東インド諸島水域から本種として記載している標本は，上記の諸標

鹿児島大学水産学部紀要第７巻
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９
２
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９
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２
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ｉ,１３
ｉ’９
ｉ,１３
３８

8

6-1-15
28＋1６

生活史：本種の幼期と推定し得るような標本は未だ採集されていない．

29.7＋

７
８
３
７
２
１
８
３
３
３

■
■
■
句
由
●
■
■
凸
●

５
８
６
９
１
４
７
１
２
７

５
６
７
６
３
１
２
１

23.4

30.8

ｉ,１４
ｉ’９
ｉ,1４
３４

８

７＋17
28＋1７
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本に比べて胸鰭がやや後方にあり，背鰭前方の正中線上の鱗数がかなり多い（40）点が多

少異るが，その他の点では大差がない．本種と次に述べるマトウトビウオｃ･”"Qprer"ｓ

(VALENcIENNEs）の胸鰭は地色はハマトビウオ属の多くの種類に共通しているが'その上に

黒色の小斑紋を散在する特異の色相型を示す．これと同様の色相型はトビウオＢ℃g"ic/i‐

r"ｓαgooの未成魚及び西大平洋赤道水域の種名未詳のハマトビウオ近似種の幼期にもみ

られ，この色相型はむしろ幼期の色相型で成長に従って小斑が減少消滅に向うことを暗示
している．

特徴：本種は背鰭に明瞭な一暗色斑を有し，胸鰭には散在する多数の小円形黒色斑を持

つ点でマトウトビウオと共通の特徴を示す．しかし後者との差異は次の諸点に明かである．

１．腹鰭の基底は吻と尾鰭中央鰭条後端との中間中央に位置を｢片める（マトウトビウオ

では眼の後縁，叉はそれよりやや後方と尾鰭中央鰭条後端との中間中央にある)．

２．背鰭起点と尾鰭上葉の萎縮緒条との距離は頭長の1.4倍（ほぼ頭長にひとしい)．

３．背鰭前方の正中線上の鱗数3４，３８（40以上)．

４．鵬孔上端より尾柄後端に至る一縦列の隣数約6０（５５内外)．

５．背鰭の黒色斑はその第８～１１緒条間にわたり幅が比較的狭い（第４～10鰭条間にわ

たり幅が広い)．

分布：大平洋西部の熱帯水域にひろく分布するものと思われる．

10．Ci1pseIz"~邸ｓ・Sp〃Opre7-zZs（VALENcINNEs）

マトウトビウオ

Ｐｌａｔｅ２５；Table２１

成魚の形態（P1.25,ｆｉｇＢ）：与論島（鹿児島県）附・近で採集された体長310ｍｍ（全長

380ｍｍ；１２/5,1956）の早によれば，脊椎骨数は４６（30＋16)．鰭条などの数及び各部分

の測定値は孜に示す通りである．

背鰭条数13,響鰭条数９，胸鰭条数1４（前端の萎縮鰭条を含め)，後頭部より背鰭起点

に至る正中線上の鱗数40,鮒孔上端より尾柄端に至る一縦列の鱗数約55,背鰭起点と側線

との間の隣列数７，側線と樗鰭起点との間の隣列数２，鮒祁数６＋16．

体長に対する百分比：体高18.8,体1幅.14.1,頭長22.9,吻長7.8,眼径6.5,眼後長10.3,

眼間径9.1；吻端より腹鰭基底に至る距離59.0,背鰭起点に至る距離72.2,樗鰭起点に至る

距離77.5；胸鰭長67.7,腹鰭長29.4,背鰭基底長16.0,唇鯖基底長10.6,最長背鰭条長12.3，

最長唇鰭条長7.9；尾柄高6.8,尾鰭上葉長17.7＋，尾鰭下葉長23.8十．

わが邦近海のトビウオ類としては大きい方に属する．胸鰭の先端は圧すれば背鰭基底の

後端に達する．腹鰭は比較的後方にあり，その基底は眼の後緑と尾鰭中央鰭条末端との中

間中央に位置を占め，腰帯の前方に向う突起は第19脊椎骨の下方に延びる．最長の第３鰭

条の先端は圧すれば樽1贈基底の後部に達する．背鰭基底の前端と尾鰭上葉の最初の萎縮鰭

条との距離はほぼ頭長にひとしい．背鰭はハマトビウオ亜科Cypselurinaeのものとしては



KCF3722

Yoron-jima
l9S4-5-22

５４
一＝

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：

Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ
Ｐｏstorbitallength
lnterorbital･width

DiStancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongeｓｔａｎａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅｐｔｈｏｆｃａｕｄａｌｐｅｄｕnclc

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i十､）
Predorsalscales

Scalerowsabovelateralline

Gillmkers
Vertebrae

かなり高く，第2,3鰭条が最長でその長さは基底長の３/４を測る．樗鰭は背鰭の第５鰭条

基底の後下方に始る．両顎には円錐歯が散在し，口蓋骨上にも一列の小円錐歯がある．下

顎縫合部は多少癖状をなす．胸鰭基底後方の隣はほぼ楕円形で後縁中央はやや突出する．

核より前方に向う５～６個の放射線があり，そのうち３～４個は前縁に達する．

色相：体色は多くのトビウオ類と異らない．胸鰭の大部分は紫褐色で後部下方は濃色を

呈し後縁は幅狭く淡色にふちどられる．最下方の３～４鰭条間は淡色でこれにつづき上方

に向う輪廓の不明瞭なやや淡色の横帯が鰭の中央部に達する．眼径の１/１０内外の大きさ

の楕円形若しくは円形の小黒色斑が，鰭の後部下方の濃色部を中心として７個（右側では
10個）散在している．背鰭の第４～10鰭条間の鰭膜は基部を除いては濃黒色をおびる．

腹鰭は鰭条上にわずかに黒色胞があるがほとんど無色，唇鰭は無色，尾鰭は全体黒褐色を
呈する．

Luzon東方水域で採集された体長286ｍｍ（全長355ｍｍ，さ）の一標本では多くの特徴

は上記の与論島で採集された標本と同様であるが，胸鰭の小斑紋の数はこれよりはるかに

多く，左側では後半部全体に約25個，右側では更に前上部にわたって約50個散在してお

り，背鰭の黒色部は一層明瞭で輪廓の明らかな斑紋をなす．その各部の測定値は与論島産

の標本と共にＴａｂｌｅ２１にかかげる．

Table２１．Cypse伽･“叩"”花ﾉ．“（VALENcIENNEs）
MeasurementsandCounts

6

286

355＋

早

310

380＋

ＫＣＦ２９０２

Ｅ・ofLuzon

l953-1

Serialnumber

Locality＆
Datecollected

ｉ,Ｉ２
ｉ，８
ｉ,1２
４０

７

６＋１６
３０＋1６

鹿児島大学水産学部紀要館７巻
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１
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２
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８
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９
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３
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Ｇ
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■
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１
１
２
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２
０
８
２
４
１
０
３
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８

■
●
■
●
●
●
●
■
●
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１
４
０
７
９
３
７
６
０
６

６
７
８
６
２
１
１
１

０
２
５
７
４
３
９
０
６
８

●
由
●
●
●
●
凸
ｂ
●
■

９
２
７
７
９
２
７
６
０
６

５
７
７
６
２
１
１
１

16.4＋
28.3＋
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生活史：本種の幼期と推定し得る標本は未だ採集されていない．

類縁：ここには本種に上記のような種名をあてたがかなり疑わしい点が残されている。

上記の各標本にもつとも近いのはWEBERandBEAuFoRT（1922）の記載したＣ､”"QPrer“

で胸鰭の斑紋，背鰭の,位置と頭長との関係，腹鰭の位置などはこれと一致するが，背鰭前

方の正中線上の鱗数が約30個で上記の標本より少く，且眼径が大きくて吻長より長いこ

と，背鰭上の黒色斑は存在しないのを普通とすることなどが異る．しかし背鰭前方の隣数

はBLEEKER(1866）によればCelebesの標本では32個，FowLER(1928)，ScHuLTz(1953）

らによればHawaiiの標本では３５～38個で，特に後者では,体側の一縦列の隣数も上記の

標本とほぼ一致する．叉，後者では眼径はやや小さくかなり上記の標本に近いが吻長より

は多少長い．背鰭上の黒色斑は前記のWEBERandBEAuIwoRTによれば時にこれを有する

個体があるといい，岡田。松原（1938）によれば台湾から記載されている標本には明瞭な

一暗聯色斑があるという．これらの諸記載の間には二，三の近似種が混同されているのでは

ないかという疑もあり，上記の与論島採集の標本は未記載の別種ではないかとも考ええら

れるが，なお決定し難いので一応上記のように同定することとした．

特徴：本種の特徴はアカトビＣ,aifrj‘yjg"ｉｓの特徴の項で詳述した．本種の胸鰭の小斑紋

の数とその分布は個体差が著しく，おそらくこれを持たない個体もあるものと思われる．

このようなものでは特にハマトビウオなどと混同するおそれがあろう．しかし本種はこれ

に比べて頭部が大きく体高が高く，騨鰭起点の位置が（背鰭に対して）後方に偏している

ことなどにより識別し得る．

分布：大平洋中部及び西部の熱帯水域及び東インド諸島水域に分布するものと思われ

る．

11．Cj1pseZ”ｗｓｈｅｔｅγ割z〃"ｓ

ツクシト

Platesl，26-28；

アオトピ…伊・豆七島

オアゴ…福岡県志賀鳥

カクアゴ･･･熊本県天草

トツビー…種子ケ島，屋久烏

αOae7・Ze加ｉ（STEINDAcHNER）

ビウオ

Tables22-24

成魚の形態（P1.26,figs.Ａ,Ｂ)：中庸の大きさに達するトビウオ類で成魚の体長220～

280ｍｍ，全長270～350ｍｍを普通とする．

本種は後述するように奄美群島，薩南諸島，鹿児島，宮崎両県の沿岸などに産するもの

と，天草烏，五島海域，福岡県沿岸などに産するものとには，卯の附着糸の配列に明かな

差異がみとめられ両者が別の系統のものであることが暗示される．しかし形態，色相など

では両者を分つことができないので，ここには各産地のものをとりまとめ記載する．なお
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別表（Tableｓ22,23）に産地を明示した個体別測定値をかかげたので，これを参照せられ

たい．

上記の各地で採集されたものを通じて脊椎骨数46～4８（30＋16,30＋17,31-'-16,31＋

17,32-'-16)，背鰭条数12～14,騨鰭条数８～10,胸鰭条数16叉は1７（前端の萎縮鰭条を

含む)；後頭部と背鰭起点との間の正中線上の鱗数30～35,背鰭起点と側線との間の鱗列

数７～９（多くは８），側線と唇鰭起点との間の隣列数３，鯛紐数４～７＋15～18＝21～

2４（大部分は６～７＋16～17)．

叉，上記の標本中30個体（阜６＋624）の測定値は次のようである．

体長の百分比：体高17.2～19.0,体幅11.6～15.3,頭長20.8～24.0（多くの個体では22～

23),吻端より腹鰭基底までの風距離55.0～60.1（多くの個体では56～58),背鰭起点までの距

離69.7～74.6（多くは７１～73)，騨鰭起点までの距離74.2～82.0（多くは７８～80)，胸鰭長

63.3～72.3（多くは66～70)，腹鰭長29.8～35.6（多くは32～34)，最長背鰭条長9.5～12.5,

背鰭基底長16.5～18.5；最長唇鰭条長5.6～7.9,唇鰭基底長9.7～12.2；尾柄高6.0～7.0,尾

鰭上塘長19.5～21.5,下葉長27.8～30.8；吻長6.2～7.9,眼径6.2～7.5,眼後部長8.9～10.9,

眼間径6.7～7.4．これらのうち１０個体の個体別測定値をTableｓ２２，２３にかかげる．

Table２２．Cyp“伽‘“〃e彫ﾉｗ"‘，妨咋"e”（STEINDAcHNER）
Adult-1

MeasurementSandCounts
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０
０
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０

■
▲
●
■
■
の
■

８
３
３
７
６
９
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９
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０
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０
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KCF3476

Kikai-shima

l954-5-19

KCF2611
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ＫＣＦ1915
〃

〃

ＫＣＦ１９１１

〃

〃

Serialnumber

Locality＆
Datecollected
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Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
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早
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○
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Table２３．ＱやＳｃ加ＷＳﾉhereﾉ．z"w‘，”庇ﾉ鯛/e”（STEINDAcHNER）
Adult-2

MeasurcmentsandCounts

０
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locality＆
Datecollected

KCF3061

Shika-no-shima
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Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
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ハマトビウオ属Cyzﾊs'e/iMr“のトビウオ類として形態は標準的，腹鰭基底と尾鰭中央鰭条

先端との距離は前者と眼の前半部との距離にほぼ等しい．胸鰭は第３鰭条（萎縮鰭条を

除き，以下同様）がもつとも長くその先端は背鰭後部下方より尾柄前部に達する．腹鰭は

第２，３鰭条がもつとも長く先端は騨鰭後端より尾柄中央部に達する．両対･鰭共にその長さ

にはかなり著しい変異がある．両顎にのゑ小型の円錐歯をおび口蓋骨には歯がない．胸鰭

基底後方の鱗は後方に突出した蛤形で高さは長さの1.6～1.7倍，核はほぼ中央にあり前方

に３～７個の放射線があるがその半数は短く，核にも前縁にも達しないのを普通とする．

環線はしばしば背腹軸上では隅角をなしその上では各線の間隔はひろがっている．従って

隣の外側にならぶ環線は隣を一周してない場合が多い．

色相：体色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭においては鰭条はすべて色胞をおび

鰭|漠も大部分やや暗色を呈するが第７～８鰭条より下方，第２～４鰭条間の先端部などは

淡色，叉，下方の淡色部は鰭の中央部では淡色帯をなして上方にひろがり，第３～４鰭条

に達する．これらの斑紋は濃淡の差が少なく輪廓が不明瞭で，固定後には充分にみとめる
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ことができない場合が多い．腹鰭は第１～４鰭条上には色胞をおびるが鰭膜は無色，背鰭

は一様にやや暗色，唇鰭はほとんど無色，尾鰭は各鰭中もつとも濃厚に晴､色をおびる．

生活史：1950年６月１日朝,薩南諸島中の馬毛島におけるトビウオ漁場で，海面を漂流

しているヤツマタモクに附着した本種のものと推定される発生初期の卵塊を採集，人エリ隊

化を行った．叉，1953年６月２７，２８の両日には福岡県志賀鳥において本種の人エ受精を

行って，その卵内発生及び仔魚期の発育を観察した．幼期の資料は人工ﾘﾘf化によって得ら

れたものの外，九州東部及び南部沿岸水域では鵬化後１～２日と思われる112個体の初期

の仔魚が種子ケ島で，体長9.1～74.0ｍｍの後期仔魚及び稚魚が種子ケ島，宇治群島附･近，

甑島附近，鹿児島湾口，宮崎県士々呂などで，更に体長150～170ｍｍの未成魚３個体が種

子ケ島で採集され，九州西北側沿岸水域では，体長7.0～21.2ｍｍのもの１８個体が天草富

岡および長崎県五島沿海で，129～186ｍｍの未成魚37個体が五島列島の生月島，平戸島

などで採集された．

卵（P1.1,figs.Ｅ,Ｆ)：すでに述べたように本種では南西諸島より九州東岸などの黒潮水

系沿岸に産するものと，九州北西岸などの対馬暖流水系沿岸に産するものとは卵の附着糸

の配列が明かな差異を示す．

第一型，すなはち黒潮沿岸水系に属する馬毛島で採集された卵では，直径2.0～2.2ｍｍ，

卵表面の相対する二極よりそれぞれ10ｍｍ内外の１５～43個の附着糸を生ずる．一個の卵

における両極の附着糸数の差は１～８個，各種の附・着糸の着生範囲はほぼ円形でその直径

は0.3～1.2ｍｍ，多くは0.6～0.8ｍｍに留る（以上いずれも２個の卵塊より５個づつの卵

をえらび測定)．叉，種子ケ島産の体長267ｍｍ，体重2339の一成魚における抱卵数は約

12,500価であった．

第二型，すなはち対島暖流沿岸水系に属する福岡県志賀島で採集された成魚より得られ

た人工受精卵では卯径1.8～2.0ｍｍ,卵膜上には長さ８～11ｍｍの附着糸が不規則に生じて

いる．その数は半球面上に１５～24個を数える（１０個測定による)．

卵内発生：馬毛島で採集された第一型に属する卵は６月１日８時には桑実期，１５時に

は嚢旺形成の初期を示しており，前夜の１９～20時頃受精したものと推定される．これを

基準とすれば受精後30時間内外で原条を生じ３５時間でKuPrFER氏胞は明かとなり旺体

の中央より後方に５～６個の体節を生ずる．４２～43時間で原口が閉じ，庇体上に眼胞が明

かとなり，更に45時間内外で耳蕊及び心臓が形成され，５０時間後には心臓の樽動が象と

められるに至り，KuPrFER氏胞は次第に消失する．７０時間後には血液の流動がみとめられ

脈体は盛んに活動する．同時に耳蕊の後方に黄色胞群が出現する．７７時間後には胸鰭の原

基が現れ更に100時間後には胸鰭の運動がみとめられ，旺体はほぼ卵内を一周する．受精

後８～９日目に黒色胞が体の前部より現われ次第に後方にひろがる．受精後１０日目にﾘ暇

化を開始，１４日目に及んだ．このうち１２日目に蛎化したものが最も多い．この間の水温

は22～26℃でかなり変動が著しかった．

第二型，すなはち対馬暖流沿岸水系に属する福岡県志賀島漁場で人工受精を行った卵は，

受精後２時間で第１分割を終り，３時間で第３分割，８～10時間で桑実期，１０～１８時間

で胞旺期を終り，約20時間で褒旺形成を開始，旺環が現れる．約30時間で旺盤は卵黄
の半ばをおおい原条を生ずる．３５時間後には旺体中央に３～４個の体節がみとめられ
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KuPFFER氏胞が出現する．約40～48時間で原口が閉じ，庇‘体は卵周の約1/２に達し眼胞

が明かとなり，体節も１２～14個が数えられる．５５時間後には耳褒が明かとなり同時に心

臓も形成され，６０時間後にはその蹄動がみとめられる．６８時間後には血液の流動が活発

となり，８２時間後には耳蕊後方に黄色胞群が現われ，脈体はときどき運動する．９０時間

後に胸鰭の原基が現われるこの段階までのﾘＩf化槽の水温は19～22℃，塩分にはかなり変

動があったようで(当時北九州には空前の豪雨が連日に及んだため)，蕊死卵も多く発生に

も著しい遅速を生じた．

受精後90～117時間の間に志賀島より鹿児島まで輸送したが，この間に水温が著しく上

昇，２９℃に達した．その後は筆者の教室に於て水温23～24℃に保った珊化槽内でゆるや

かな通気を行いつつ浦育した．

受精後５～６日で黄色胞は旺体をおおい，腹鰭の原基も明かとなり，胸鰭の運動がみと

められるようになる９～１０日目には旺体は卯を一周しその尾端は頭部に重なり，前部よ

り黒･色胞が現われる．

受精後１３日目より躯化し始め１５日目に終る．上記のような事情のため鵬化に至らず蕊

死した卵も多かった．

購化は日没後（室内に点灯しておけば消灯後）に行われる．リ隙化に当っては先ず旺体の

口と鯛蓋の運動が始り，次に卵膜が膨み卵黄を捲いていた旺体が次第に伸長する．卵径は

大きくなり楕円形を呈するに至り，やがて旺体は烈しい運動と共に不規則な裂孔を卵膜に

残して勢よく鵬出する．弱った個体で徐々に卵?出するものもあるが，このようなものは卵

の附・着糸に絡まれて蕊死する場合が多い．

仔魚期（P1s､26,27)：卵の附着糸の配列には２型があるにもかかわらず，稚仔にはここ

に採集された範囲では黒潮沿岸水系のものと対馬暖流沿岸水系のものとに形態的な差異を

承いだすことができない．ここには主として九州南部及び東部近海産のもの，すなわち黒

潮沿岸水系のものについて述べ，九州北部及び西部近海産のもの，すなわち対馬暖流沿岸

水系のものを以てこれを補うこととする．

人工鵬化の標本によれば鵬化直後は体長4.2～4.9ｍｍ（全長5.2～6.1ｍｍ)，体は比i陵的

細く卵黄はかなり残存し腹部の最高の体高はH工門部の休高の2.2倍，頭部は円く吻は未だ

形成されていない．各鰭は膜鰭状で垂直鰭は相連り，背鰭と響鰭とはそれぞれ定数の鰭条

基底の原基をおびる．胸鰭と腹鰭とはウチワ状で鰭条はみ､とめられない．色胞は腹面を除

いては体の全面をおおい（個体によっては珊化直後には黒色胞は体の前部にのふ発達し未

だ後半部に及んでいないものもある)，後頭部より背鰭に至る正中線両側には約20個がな

らび，体側には腹鰭基底の上方及び背鰭と騨鰭との間にいずれもおよそ８～９列をなし，

尾柄部及び尾鰭上にも散在している．

リリf化後３６時間内外で卵黄は吸収され体長6.2～6.6ｍｍ（全長7.3～7.6ｍｍ）に達する．

餌料を充分に与えることができなかったので人工珊化の仔魚はこの時期を経て後に相次

いで蕊死した．

天然の標本では体長6.0～7.0ｍｍ（全長7.0～8.1ｍｍ）では吻はとがり体も細く，垂直鰭

のほか胸鰭および腹鰭にも３～４個の鰭条原基が現われ同時に色胞も竿とめられるように
なる．

‘体長9.1ｍｍ（全長10.8ｍｍ）では頭は更に大きくなり体長はその３．８倍，胸鰭は腹鰭起
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点上方に，腹鰭は肱門附近に達し,前者には13鰭条が明かとなる．腹鰭基底は体のほぼ中

央に位置を占める．唇鰭は背鰭より高くその最長鰭条長は前者は後者の約1.4倍，両鰭共

に定数の鰭条を有する．尾鰭は下葉がやや大きくなるが後縁はほぼ一直線をなす．色胞群

は腹鰭基底の上方及び虹門の前上方において横帯を形成する傾向を示す．胸鰭の上半部及

び腹鰭の全面が色胞におおわれるがその他の鰭は淡色である．

稚魚期（P1s､27,28)：体長14.2ｍｍ（全長18.1ｍｍ)，胸鰭条数は定数に達する．頭長

はなお大きく体長はその3.7倍，腹鰭基底はやや後方に位置を変え，その吻端からの距離

は成魚の場合とほぼひとしくなる．下顎縫合部の両側に後に述べるような一対のひげ状器

官が現れる．体側の色胞は胸鰭基底，腹鰭基底の上方，両者の中間ほぼ中央，虹門の直

前上方，唇鰭の後半部上方にそれぞれ横帯を形成する．虹門より後方では体側中央に幅の

広い縦帯が現れて後方の各横帯を連ねる．両対鰭のほか背鰭前半部にも色胞を生ずる．

‘体長19.8ｍｍ(全長24.8ｍｍ）では胸鰭はほぼ背鰭前端に達し，腹鰭は響鰭基底の後端に

達する．その最長鰭条は両対鰭共に３～４番目，背鰭は唇鰭より高くなる．尾鰭後縁は叉

入する．腹鰭より前方では側線上に燐が現われる．体側の色帯は一層明瞭となるがその位

置に変化はない．ひげ状器官は発達して後端は眼の前縁を超える。

体長320ｍｍ(全長40.5ｍｍ）に達したものは全く鱗におおわれる．頭長は成魚とほぼひ

としくなり，腹鰭基底はふたたびやや前進し成魚よりかなり前方に位置を占める．その第

２鰭条が最長で先端は尾柄中央に達する．ひげ状器官もよく発達して眼の後方に達し，幅

が広くなって左右両片はその基部中央では相接する．基部に近い約1/３は多少厚承を持つ

が先端に近ずくに従い薄膜状となり級壁に富む．胸鰭，腹鰭および背鰭の各有に，側面よ

り染れば体側横帯と相応ずる位置に，数個の暗色横帯を生ずる．すなわち胸鰭には基底部

とその外方に各一帯，外縁に近く一帯，更に第２帯及び第３帯の中間で上縁に近く一暗色

斑がある腹鰭では基底部，中央部及び外縁に３帯が走る．これらの横帯は凸部を外方に

向けて弧状を呈する．背鰭では前端と後半分とに暗色斑がある．騨鰭には色胞がないがそ

の他の鰭では色帯や暗色斑以外の場所にも色胞が散在している．

体長66.0ｍｍ(全長76.0ｍｍ）では胸鰭の先端は背鰭の中央部に，腹鰭の先端は尾柄後部

に達する．体側後方の横帯は輪廓が不明瞭となり同時に淡くなる，これに伴い胸鰭，腹鰭

ともに後方の暗色帯は複雑に変化し断続する雲形斑となる．尾鰭下葉上に前後にならぶ

３個の暗色斑が明かになる．

未成魚期（P1.28)：体長154ｍｍ(全長200ｍｍ）ではすでにひげ状器官は消失し，腹鰭

の位置も成魚と同様となり概して成魚と異らぬ印象を受けるが，腹鰭のみは成魚よりもな

おかなり長く先端は尾柄中央に達する．第３鰭条が特に長い．体側の横帯のうち前方の

３個，すなわち胸鰭基底，腹鰭基底及びその中間の３帯は体側下部より腹面にかけて残存

しているが，腹鰭より後方では横帯は不明瞭となり体側中央の縦帯は幅広く顕著となる．

胸鰭ではその基部はやや暗色で，この暗色部の上部は鰭の上縁に沿い後方に延び，後部に

は輪廓の明かな幅の広い暗色横帯が走り，その中間に鰭を横断する淡色帯を，後縁には幅

が眼径にひとしい淡色縁を残す．腹鰭は各緒条が色胞をおびるほか基部に近い鰭膜もやや

暗色を呈する．その他の鰭の色相はすでに成魚に異らない．

未成魚期の標本のうちやや小型の，対馬暖流沿岸水系に属すると思われるものは，長崎

県五島の生月島で比較的多数採集されたが，体長130ｍｍ（全長160ｍｍ）内外では胸鰭の
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斑紋は稚魚期における暗色横帯の第１帯，第２帯は輪廓が不明瞭となり，その後方上縁の

暗色斑もこれに連る傾向を示し，第３帯のみは明瞭で幅広い濃黒色の横帯をなす．腹鰭は

全体濃黒色で後半部に一淡色帯が走る．背鰭は暗色で特にその中央部の上半は濃色，騨鰭

も後部下縁は色胞をおびる．体長160ｍｍに達したものは上記の種子ケ島採集の標本と同

様の特徴を示す．

これらの幼期の標本のうち１１個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ２４にかかげる，
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20.1-'-
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類縁：大西洋産の本種に近縁のものとして，BRuuN（1935）は主としてカリブ海に分

布するＣ､/"枇e7zjJoRDANetEvERMANNと，２ダＮ以北の高緯度の海域（及び地中海）に

産するＣ､〃er‘rI"ＷＳ（RAF,NEsQuE）をあげ詳細に記載している．しかしBREDER（1938）

はＣ・Ae/er”"ｓとＣ・”ﾉﾋe7z／との間には種を分つほどの差異はないとし，後者を前者の

Synonymとして幼期の形態をも含めて記述している．ツクシトビウオはいずれかといえば

むしろ高緯度型のＣ,ルereI｡z"･“に近い特徴を示すが，主としてカリブ海で採集された幼期

標本に承られる発育過程にも本種との間に著しい差異はなく，ただ前者ではひげ状器官が

やや長く胸鰭の斑紋が多少異なっているのが承とめられるのみである．

一方BREDER（1927,1938）によればカリブ海産のものの卵巣卵は直径1.6～1.8ｍｍ’そ

の全表面から不規則に附着糸を生ずると述べているのに対し，Ｄ'ANcoNA（1932）は地中

海産のものの卵発生を観察しその熟卯は直径1.48～1.86ｍｍ,一端に１個のやや太い附着糸

があり，これと相対する一端に１０～20個のやや細い附着糸を生ずると記載している・こ

のように産地によって卵の附着糸配列の状態を異にすることは’ツクシトビウオにみられ

るところと同様の傾向を示しているもので，本種には地方的に独立したいくつかの種族が

あることを暗示している．

大平洋西部，シナ海，東インド諸島海域ではＣ,z”co/or(VALENcIENNEs）及びＣ,s"?"ｓ

(VALENcIENNEs）は本種と近縁のものではないかと思われるがそれらとの関係を明らか

にするのはなお困難である．ここにはこれらのものとは関係なくＡＢＥ（1954）に倣い，

STEINDAcHNER（1887）によって創設され永くCyPse/z”ｓαgooのsynonymとして取扱わ

れ，ＡＢＥによりＣ・ﾉｾβ”'”ZJsの亜種として復活したｃ･ルａｅγ”"ｓ””./e”を用いるこ

ととした．

特徴：日本近海産のトビウオ類のうち本種にもつとも近い形態を有するのはホソトビ

C,qpなrAQp"ｓルかα〃及びウチグ1､ビウオｃ,刀”es〃である．本種とこれらの両考との外観



今井：Ｈ本近海定トビiﾝオ類生活史の研究－１ 6３

的差異として先ずあげられるのは前者に比し後二者では腹鰭の基底がかなり後方（吻端と

の距離は前者では体長の５６～58％，後二者では60～62％）にあることである．更にホソ

トビでは眼がやや小さいこと，体の前部に』おいて側線に沿いツクシトピウオのように角張

っていないこと，胸鰭が比較的短く多くは背鰭中央下方に達するのみであることなどに差

異がみとめられる．胸鰭の斑紋にも多少の差異があるがこれによって両者を分けることは

実際に当っては困難な場合が多い．脊椎骨数もその変異の範囲が重複しているので決定的

な差異とはなし難い．阿部氏によればこの両種の中間種，或は雑種と思われる個体が採集

されることがあるという．

ウチダトピウオは成魚は１個体採集されたのみであるが，外観が本種にきわめてよく似

ている．ただ胸鰭と腹鰭とが共に長く先端が尾柄中央に達するので注意すれば識別するこ

とができるものと思われる．脊椎骨数には５～７個の差があるので（ツクシトビウオの方

が多い)，これによれば両考を混同するおそれがほとんどない．

仔魚期の初期には体側全体が色胞におおわれている点で本種はハマトピウオ，ホソトビ，

アリアケトビウオ,アヤトビウオ，トビウオなどと同様の形質を示すが，色胞数はそれらの

諸種のうちではもつとも多く，腹鰭の上方，背鰭と唇鰭との間に約８～９例をなす．やや

成長すれば体側には横帯が発達し始め，尾部中央には縦帯があらわれる．体長12～14ｍｍ

で下顎先端に一対のひげ状器官を生じ１０ｃｍ内外のものにもその残存が承とめられる．そ

のもつとも発達する時期にあたる‘体長35～75ｍｍの個体でも体長の６～１１％に達するに

過ぎず，後方に延ばしても眼の中央をわずかに超えるのみである．背鰭は幼期を通じて特

に高くはならない（もつとも高いときも騨鰭の1.5倍内外)．体長30～100ｍｍのもので

は体側腹面，尾鰭下葉に暗色横帯が，胸鰭にもこれに連るやや乱れた横帯が現れる．体長

10ｃｍ以上では一般のトビウオ類成魚とほぼ同様の体色を示すが，胸鰭は成魚と異なり基

底部は暗色,後半部は濃黒色でその間に淡色帯を残し，腹鰭も中央後半部が暗色を呈する．

生態：本種はホソトビと共に九州南部のトビウオ漁業のもつとも重要な対-象となるもの

で，鹿児島県では種子ケ鳥西方の馬毛島，屋久島中ノ鳥などの沿岸，宮崎県では都井岬

を中心とする沿岸一帯がその主な漁場となる．これらのうち馬毛島及び屋久島のトビウオ

漁場に関しては鹿児島県水産試験場が1953年以来調査をすすめており，筆者も1950年以

来数回現地で採集を行った．

馬毛烏，屋久島の漁場にトビウオ群が姿を現すのは通常５月上旬，八十八夜前後であ

る．その後５月下旬より６月上旬を盛漁期とし７月上旬に終漁となるが，ツクシトビウオ

は初漁期より６月上旬までに多く，その後はホソトビが次第に多くなり，終漁期が近ずく

とアヤトビウオが現われてツクシトビウオはほとんどみられなくなる．

漁場の水温は漁期の始めには２０～22℃,盛期には２２～24℃，終期の７月上旬には２５～

27､Ｃに達する．ツクシトビウオの産卵はこのうち５月中旬より６月上旬の水温２３～24℃

の時期を中心として行われる．

漁群探知機による調査では魚群は初漁を承るよりもかなり以前に沿岸に到達しているら

しく，４月下旬に夜間距岸1000ｍ，水深50ｍ内外にその影像をみとめた例がある．産卵期

に入り沿岸に来漉した魚群は昼間は比較的分散して距岸２～３浬以内の表層を漉泳してい

るが，日没後には集合して密群をなし２０～30ｍの海底に沿って海岸に接近し20～21時頃
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には産卵場附近に密集する．産卵は早暁３時頃よりおそきも８時頃までに行われ，産卵魚

群は深さ７～20ｍの海藻の叢生した場所に，上下相重なり首尾相接して，胸鰭を半ば開き

旋回しつつ体を左右に揺り放卯放精を行う．産卵を終った個体は次為に一挙に海面近くま

で浮上し，その後０～10ｍ内外の表層を沖合に退避すると云う（以上種子ケ島西之表町の

後庵弥三郎氏談)．筆者の観察でも産卵行動の行われた場所では直径70～80ｍにわたり海

水が乳青色に染めわけられるのが承とめられた．このような玩象を馬毛烏では‘アゴをた

てる,と称し漁期には普通にみられるところである．

この漁場におけるツクシトビウオの体長組成は筆者の測定した一例（1953年６月１日）

では体長225～280ｍｍ，そのｍｏｄｅは245～255ｍｍにあり，平均体長には雌雄による差

はみとめ難い．叉，この資料における雌雄比は237個体中里104＋古113＋不明20で早

100に対し古108.5にあたり６の方がわずかに多い．鹿児島水試の調査によれば一般に漁

期の始めには平均体長が大きく、odeは260～270ｍｍに達するが中期以後には上記のよ

うにやや小型のものが多くなるという．

漁場附･近の流れ藻に卵塊が附・着しているのをみる場合は稀であるが，漁場附･近で釣獲さ

れるヒラアジ類，メジナ，タカノハダイ類，ニザダイ類，ブダイ類などはこの時期にはト

ビウオ卯を飽食しているのが常である．漁獲されたツクシトピウオの消化管内から大量の

トビウオ卵が見出される例も少なくない．

流れ藻の問にトビウオ類の種だの大きさの稚仔がみられる場合は非常に多い．しかし

ツクシトビウオの幼期においては多数が群をなしているのは仔魚期のみにみられるところ

で，筆者の観察したものではりlf化後１日乃至２～３日と思われる燈横色の仔魚が数百尾以

上の大集団をなしてホンダワラ類の流れ藻の中に潜んでいた卿例がある．体長10ｍｍ内外よ

り大きい稚仔は一時に数尾～十数尾が採集されることがあるが上のように大きな群はみら

れない．

本種の稚魚は生時には体側と対鰭は金属光沢をおびた燈黄色，横帯は褐色でその周辺は

特に赤みをおびる．背鰭も美しい燈色，虹彩は金色，ひげ状器官は穫色で多数の黒点をお

びる．仔魚期，稚魚期を通じて燈黄色を基調とする体色はホングワラ類の流れ藻の色相に

酷似しており，特に小さいものは流れ藻の葉体，或は枝の小片の如き印象を与える．

これらの稚魚は南九州近海では夏期を通じてみられ，７～８月頃には成長の速かなもの

は全長80～100ｍｍに達する．更に成長したものは流れ藻を離れて自由沸泳をなすに至る

ので採集される機会が少ないが，１０～11月には体長100～160ｍｍ(全長160～200ｍｍ）に

達し定置網などに椛って漁業の対照となる．

九州西岸の天草富岡の漁場でも，ツクシトビウオの産卵は他のトビウオ類よりも早く，

５月上旬より入梅前後までを盛期とする．産卵場はややおくれて出現するホソトビよりも

沿岸に接近しており，小型の桝網に雁網する場合があり，極端な場合には波打ち際で産卵

行動がみられた例もあるという．天草におけるトビウオ類の生態についてはTsuKAHARA

(1957）の詳しい研究がある．

８月下旬より１０月下旬にかけて五島の平戸島及び生月島周辺ではトビウオ類未成魚の漁

業が行われるが，その半ばを占めるのは体長８～９ｃｍより１７ｃｍ内外までのツクシトビ

ウオで，ホソトビ，アリアケトビウオがこれに混獲される．

ツクシトピウオはその成長の状態から見て満一年で成熟産卵するものと思われる．多く
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のトビウオ類と同じく体隣，耳石などによって年令を推定するのは困難であるからその寿

命は明らかにし難いが，産卵期以後にも稀に成魚が採集されること，一漁期を通じて出現

する魚群体の体長のモードにかなりの差があることなどからみて，一年で生命を終るもの

ではないようである．

分布：ＡＢＥ（1954）によれば屋久島より北海道石狩湾までの本邦全沿岸，伊豆七島北部

などに分布する．筆者の採集では南方は更に薩南群島，奄美群島の諸島，沖細本島に達し

ている．

本種はその卯型から見て２種族に分たれること，九州沿岸に於ける各種族の分布などに

ついてはすでに述べた．本州四国などの沿岸に産するものについては未だ明かにされてい

ないが，おそらく大平洋側には前記の黒潮沿岸水系型のものが，日本海側には対馬暖流沿

岸水系型のものが分布しているものと推定される．

本種の稚仔は1953年以来ひきつづいて行われているシナ東海表層の魚卯稚仔の調査の

結果によれば，九州沿岸にはふつうに見られるが黒潮,対馬暖流の本流内ではむしろ稀で，

それより西方沖合にはほとんど現われておらず，トビウオ類としてはもっとも沿岸性の著

しいもののひとつと考えられる．

12.Ｃ”seZz”-邸ｓｏｐｆｓ鋤op〃ｓ〃かα〃ＡＤＥ

ホソトビ

p1atesl，２，２９－３３；Tables25-29

オド…式根島，ホソ…伊･豆七島，マル，マルアゴ…天草，メアゴ…志賀烏，

ヘイジロウ…種子ケ島，屋久島

成魚の形態（P1.29,蛇.Ａ)：体長200～230ｍｍ，全長250～280ｍｍに達するものを普

通とする．薩南諸島，熊本県，福岡県，宮崎県などの沿岸，五鳥海域などで採集された標

本によれば脊椎骨数は４５～47個(30＋15,30＋16,31＋15,31＋16)．背鰭条数１１～1４（多

くは12,13)，騨鰭条数８～10,胸鰭条数16,17（前端の微小の萎縮鰭条を含む)，後頭部よ

り背鰭前端に至る正中線上の隣数31～35,背鰭起点と側線との間の鱗列数７叉は８，側線

と僻鰭起点との間の鱗列数２叉は３，蝿細数s～７＋20～23＝26～29．

叉，上記の標本のうち１２個体（ｉＳ８＋早４）の測定値は次のようである．

体長を１００とすれば：体高17.1～18.5,体幅14.6～16.2,頭長20.8～23.5,吻端より腹鰭

起点までの距離59.8～62.3,（多くの個体では60.5～61.5)，背鰭起点までの距離68.8～71.6,

唇鰭起点までの距離79.5～81.8；胸鰭長62.3～66.5(多くは62～64)，腹鰭長26.5～30.0(多

くは26～28)，最長背鰭条9.8～11.6,背鰭基底長17.1～19.5,最長標鰭条5.9～7.2,響鰭基

底長8.8～9.6,尾柄高6.0～6.9,尾鰭上葉長18.6～20.8,下葉長28.5～30.2,吻長5.7～6.6,

眼径5.7～6.5,眼後部長10.4～11.3,眼間径6.5～7.8．

これらのうち５個体の個体別測定値はＴａｂｌｅ２５にかかげる．
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９
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３３
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６＋２３

1３

８

１５

３３

８

６＋2２

本種はツクシトピウオに較べれば頭長はわずかに小さいのみであるが，頭高が体高に比
して低く体幅はやや広いので頭部が著しく､小さく見える．眼はツクシトビウオよりも小さ
く眼後部はかえって長く，後者は前者の直径の1.7～1.8倍，体側腹面は側線に沿い著しく
角張ってはおらずトビウオ類としては断面がかなり円みをおびている．吻端と腹鰭基底と
の距離は体長の６０ｐｅｒｃｅｎｔをわずかに超え，腹鰭起点と尾鰭中央緒条先端との距離は，
前者と眼の後縁，叉はそのやや後方との距離にひとしい．胸鰭は第３鰭条（前端の萎縮鰭
条を除く，以下同様）が最長で先端は背鰭基底の後半に達し，腹鰭は第２鰭条が最長で唇
鰭の後半に達する．両対鰭共に本属のうちではもつとも短い方である．両顎歯は小さく大
部分は円錐形，口蓋骨上にも小円錐歯がある．胸鰭基底後方の鱗はほぼ五角形，前縁は垂
直でその中央は帆立介殻状を呈し，後縁は後方に突出する．核はほぼ中央にあり前方に向
い数個の放射線を生ずる．
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色相：体色には著しい特徴はない．胸鰭は鰭条はすべて色胞をおび，鰭膜は上方より第
７～８鰭条間まではほとんど暗色，それより下方及び第１～３鰭条間の先端に近い部分に
は色胞は欠く．暗色部はカラ易トビウオやアリアケトピウオのように濃藍黒色ではなく紫
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褐色を呈する．腹鰭はほとんど淡色で中央鰭条のみがわずかに色胞を有する．背鰭は一様

に暗色，樗鰭はほとんど無色，尾鰭は全体黒色をおびる．

生活史：1955年６月１２日及び１３日の両日熊本県天草郡富岡で本種の人工受精を試み，

卯?化後更に７５日にわたって室内飼育をつづけ,卵内発生及び稚仔の発育過程を観察した．

天然の幼期資料としては鹿児島県屋久島，瓶島，枕崎及び志布志，宮崎県土為呂，熊本

県天草島などで体長8.8～104ｍｍの２１個体が得られ，五島生月島では体長108～170ｍｍ

の未成魚20個,体が採集された．

卵（ＰＬ１,ａｇ.Ｄ)；人工受精に用いた本種の卵は直径1.52～1.61ｍｍ（１０個測定)，その

全表面より一様に28~44個の長さ15~21ｍｍの附着i糸を生ずる．成魚の抱卵数はTable
26に示すように約6000へ8500ｲ間を数える．

Ｂｏｄｙ
ｌｅｎｇｔｈ

１９９ｍｍ

211ｍｍ

232ｍｍ

Table２６．Ｑﾉp‘ygルノ･“.Qp師〃op"Ｊﾙﾉﾉ｡α〃ＡＢＥ

ＮｕｍｂｅｒｏｆＲｉｐｅＯｖａｒｉａｎＥｇｇｓ

ＮｕｍｂｅｒｏｆＥｇｇｓ

RightOvary LeftOvary

3,397 2,335

3,789 3,073

4,614 3,858

Sｕｍ

5,732

6,862

8,472

卯内発生(P1.2）：人エ受精は1955年６月１２日２０時30分ならびに１３日２時20分の

２回にわたり，九州大学附属富岡臨海実験所の採集船おおしま丸の船上で行われ，受精卵

は翌日鹿児島大学水産学部生物学教室に輸送し,以後水温22～24℃の卵手化槽中でゆるやか

に通気しつつnTW育した．卯内発生の経過はおおむね次のようである．受精後1.5時間で旺

胞隆起，その後１時間で第１分割が，更にほぼ１時間ごとに第２乃至第４分割が承られ，

８～９時間後では桑実期に達する．この状態で７～８時間を費やして天草より鹿児島まで

輸送したが，蕊旺形成期より原、閉鎖期にかけて発生に著しい遅速を生ずるに至った．順

調に経過したものは３５時間で原口を閉じ，４５時間後には眼胞を生じ，KuPFFER氏胞が現

れ，６５時間後には４～５個の体節がみとめられる．７５時間後には心臓が博動を開始，耳

雲,脳の外形が明かとなりＫｕ正FER氏胞は消失し始める．８１時間で血液の流動を見る．９５

時間後には旺体はすでに活動し120時間後には胸鰭を生じ同時に腹鰭の原基も現れ，前者

の前方に始めて褐色胞群が出現する．６～７日で旺体は卵膜内を一周し，頭部背面，体の

前部などから黒色胞が発達し始める．このようにして受精後９日目より砺化を開始し12日

目に至った．その日までに”化しなかった卯はすべて蕊死した．

ホソトビに於いてもＪ１嘩化は必ず日没後主として前半夜に行われることはハマトビウオ，

ツクシ1､ビウオ，トビウオなどと軌を一にする．叉，点灯しておけば夜間にもJlIf化は抑制

され，卵?化は明るさと関連を持つことは明らかである．Ｔａｂｌｅ２７にその実態を示した．

仔魚期（P1s､29-31）：卵f化直後の仔魚は体長3.8～4.4ｍｍ（全長4.5～5.1ｍｍ，１０個体

測定)，卵黄はかなり残存しており腹部における体高は腹鰭後方における体高の約2.0倍．

吻端は円鈍で頭部は短く，体長はその約4.5倍にあたる．各垂直鰭は膜鰭状で相連り，背
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Table２７．Ｃ〕ﾉp肥加･“”伽〃”“肋．α〃ＡＢＥ

ＴｉｍｅｏｆＨａｔｃｈｉｎｇ

Ｔｉｍｅ

(o'clock）

Ｃａ､３００

４
５
２
１
１
２

ll-12thday
afterfertilizatio、

lO-11thday
afterfertilization

鰭では８～９個の，唇鰭では６～７個の鰭条基底の原基がみとめられ，尾鰭はやや背方に

向い10個内外の鰭条原基が発達する．胸鰭及び腹鰭も膜鰭状で前者はウチワ状，後者は

先端がややとがる．色胞は頭部の背面及び側面，体側などにかなり密在し，後頭部より背

鰭前端に至る正中線両側に約20個の黒色胞がならび，腹鰭基底上方には約６列の不規則

な黒色胞列が数えられる．尾柄後端及び腹面には色胞がない．

リ岬化後30～50時間経過したものでは体長4.8～5.0ｍｍ(全長5.5～5.7ｍｍ),卵黄はほぼ完

全に吸収され体は細くなり，吻が発達して頭部の形態が整うと共に頭長がやや長くなる．

背鰭と唇鰭との後端は深い欠刻で尾鰭と分れるが未だ膜状で定数の鰭条原基をおびる．尾

鰭は水平に後方に延びやや高さを増す．胸鰭の後端はその基底と腹鰭基底の中間，前方よ

り２/５の点に達する．胸鰭には２～３個の，腹鰭には定数６個の鰭条原基が現れる．色胞

のうち体の下半分にあるものは多くの個体で拡張しており，そのために腹面が暗色をおび

るものが多い，尾柄部にはやや顕著な黄赤色胞がみとめられる．胸鰭及び腹鰭では基底部

附近に色胞が現れ次第に鰭上にひろがる．

照化後７～８日を経たものは体長8,3～9.4ｍｍ（全長9.9～11.8ｍｍ)，腹鰭及び各垂直鰭

の鰭条は定数に達するが胸鰭条は未だ10～12個を数えるのみ，胸鰭の先端はその基底と

腹鰭基底との中間中央，叉はやや後方に，腹鰭は泣門附近に達する．腹鰭の基底は体のほ

ぼ中央に位置を占める．樗鰭の起点は成魚と同じく背鰭の第４～５鰭条下方にあり，背鰭

よりかなり高くその1.6～1.7倍を測る．尾鰭も拡がって後縁はわずかに凹入する．色胞は

背鰭及び唇鰭上にも基底に接して少数現れ，尾鰭上では鰭条に接して縦列をなす．胸鰭

は基底部より上半部にかけて暗色，腹鰭は大部分暗"色を呈する．生時には個体により体が

ほとんど白色のもの，燈黄色のもの，背面のみ燈黄色で腹側暗褐色のもの，胸鰭基底，腹

鰭基底の上方，両者の中間ほぼ中央，背鰭前部と虹門との間，及び背鰭後部と樗鰭との間

にそれぞれ暗褐色横帯を有するもの，全体黒褐色のものなど種々の色相を示す．尾柄後端

には銀白色の輝斑がみとめられる．

リ岬化後日を経るに従いその発育状態，特に体長には大差を生ずるが，順調に成長したも

のは１０日後には全長１３ｍｍ内外,１５日後には１５ｍｍ内外,２０日後には２０ｍｍ内外，２５日

後には27ｍｍ内外に達する．ﾘ岬化後７３日目に蕊死した稚魚は体長24.0ｍｍ,全長31.2ｍｍ

に達していた，

１
３
７
卿
７
４

鹿児島大学水産学部紀要第７巻

Ｔｉｍｅ

(o'clock）

Ｌｉｇｈｔｐｕｔｏｎ
ｌ９－２０

２０－２１

２１－２２

２２－２３

LｉｇｈｔｐＵｔｏｕｔ
２３－０９

Ｌｉｇｈｔｐｕｔｏｕｔ
－Ｉ６

１６－１８

１８－２０

２０－２２

２２－２４

０－８
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体長14～16ｍｍ(全長18～21ｍｍ)の個体では頭部がかなり大きく体長はその3.7～3.8倍

にあたる．胸鰭先端は腹鰭基底を越え第２鰭条以下は分岐し始める．腹鰭先端は唇鰭の前

部に達する．尾鰭は全く二叉し下葉は上葉より大きくなる．体長147ｍｍ（全長19.2ｍｍ，

ﾘllf化後２３日）の個体の下顎先端にひげ状器官の原基として一個の前後に偏平な膜質の隆

起がみとめられる．個体によっては腹面は黒く背面は青藍色を呈するに至る．

稚魚期（Pls､32,33)：体長18～22ｍｍ（全長24～28ｍｍ）に達したものでは胸鰭条も定

数(15～17個,萎縮鰭条を含む)を数え稚魚期に入る．頭部はなお大きく体長はその4.0倍

内外，腹鰭基底の位置はほぼ成魚と同様となる．胸鰭先端は背鰭起点を超え，腹鰭先端は

騨鰭の中央に達する．隣は発達して前部より次第に後部にひろがる．多くの個体では仔魚

期の終と同じく背面は青紫色で腹面は暗褐色であるが，体の前半ではその境界が明瞭で，

暗色部は眼の下方から胸鰭基底後方にかけては特に濃色のl隔広い縦帯をなし銀白色の光沢

をおびる．背鰭は大部分暗色，響鰭は基底部と後半の一部が暗色，胸鰭は基底部より上半

の大部分にかけて，腹鰭は全体が暗色を呈する．これらの鰭の暗色の部分は生時には青紫

色をおびる．ひげ状器官の発達は飼育稚魚では正常を欠き，この大きさに達しても全く染

とめられないものが多く，比較的よく発達したものでも天然の稚仔に比べると短小でi幅も

狭い．

天然の稚魚では体長14.0ｍｍ(全長17.5ｍｍ）の佃体は頭部の大きさを除いてはほぼ同じ

長さの飼育稚仔と同様の形態を示すが，下顎先端のひげ状器官はよく発達し一個の小花弁

状をなす．その中央には前後に走る稜状の小隆起線があり後縁は円みをおび中央に一欠刻

を有する．はなはだ短く後方に圧しても眼の前縁に達しない．体長16～17ｍｍ以上の稚魚

でひげ状器官を欠くものは承られない．

体長70～85ｍｍ(全長83～105ｍｍ）では頭長は成魚に近くなり，胸鰭の先端は背鰭後部

に，腹鰭先端は尾柄前部に達する．背鰭は唇緒よりもかえって高くなる．ひげ状器官は特

に伸長せず鼻孔下方に達するの承である．背面は暗色，腹面は銀白色で，吻端より眼及び

胸鰭基底下方を経て腹鰭基底上部に達する巾の広い暗色縦帯をおびる．背鰭は大部分暗色

で，上部，後部は特に濃色，唇鰭も後半部が暗色を呈する．尾柄‘後端は暗色で尾鰭下葉に

は２暗色横帯がある．胸鰭は先端の小部分と下部６～７鰭条間を除いては広く暗色，腹鰭

も全体暗色を呈する．

未成魚期（P1.33）：体長115ｍｍ(全長147ｍｍ）に達したものでは一般的な外観は成魚

に近くなる．頭長はなお成魚よりわずかに大きいが腹鰭は成魚にひとしく比較的後方より

生ずる．未だかなり長くて先端は唇鰭の後端を超える．ひげ状器官はすでに後をとどめな

い．体色はほとんど成魚と同様で側面前部の暗色縦帯も不明瞭となる．しかし胸鰭と腹鰭

とは稚魚期の終りと同じくなお大部分は暗色で唇鰭後部にも暗色斑をとどめる．

体長130ｍｍ内外では胸鰭はかなり槌色して成魚に近い状態となり，150ｍｍ内外に達す

れば腹鰭もほとんど淡色となる．体長170ｍｍの佃体ではほとんど成魚と同様の特徴を
示す．

上記の幼期各期の標本のうちＩＯ個体の個体別測定値をTableｓ２８，２９にかかげる．

類縁：本種はＡＢＥ（1953）により11'i大平洋熱帯部，東インド諸島沿海産のcypse/"'‘"s

Qp城〃op“（BLEEKER）の亜種として上記のように命名された．これらの海域に産するもの
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７３

days
２４

days

l8

days
７

days
sｏｏｎ６０

afterhatchinghoursstage

３
９
６

１
１

24.0

31.2

21.1

270

14.0

182

９．４

１１．０

5.7

6.8

3.9

4.6
Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ
Ｐｏstorbitallength
lntel･orbital1ength
Lengthofbarbel
Distancefromsnoutto：

Vcntral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengｔｈｏｆｔｈｅｌｏｎｇｅｓｔａｎａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄorsalbase
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle
Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

1８．４

１５．５

３１．２

７．１

１４．３

１３．６

１３．３

16.5

14.7

25.6

５，０

１１．０

１１．６

９．３

７
５
９
３
５
２
６

◆
●
色
●
●
凸
＆

６
４
６
４
１
２
８

１
１
２
１
１

18.1

148

22.4

９．０

１１．４

９．３

19.0

14.3

22.6

９．８

１０．７

23.2

13,3

19.9

８．８

９．４

５
８
２
５
０
６
４
４
６
３

■
■
●
●
●
■
■
■
巳

０
０
７
７
６
９
４
３
４
７

６
７
７
４
２
１
２
１

７
８
５
０
８
９
７
５
０
４

Ｇ
●
●
Ｕ
◆
●
●
●
●
●

９
８
９
０
１
４
４
９
１
７

５
６
７
５
３
１
１
１
１

０
０
０
６
８
２
８
４

匁
鎚
厄
乳
璽
一
一
皿
叫
６

０
０
０
４
５
２
７
６
０
４

●
■
■
■
。
●
●
句
●
●

６
４
２
９
４
５
８
４
４
６

５
６
７
１
１
２
１

53.3

66.6

70.2

15.5

13.1

56.4

66.3

73.0

11.2

７．７

21.4

31.2

鹿児島大学水産学部紀要第７巻

Totoro

l950-7-12

３
３
５
２
６
４
５
３
０
３

や
■
■
●
●
■
■
の
●
■

７
９
５
４
８
９
１
０
３
８

５
９
７
４
２
１
２
１

５
３
４
５
４
３
４
３
３
６

●
●
■
や
●
●
●
■
■
ゅ

３
６
１
３
６
９
１
０
４
８

５
６
７
３
２
１
２

２
０
６

１
１
１

４
０
０

１
１
１

LoCality
Datecollected

1３

１０
－
９
皿

〃

1951-8.-8
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５
６
８
６
８
２
９
０
７
４

。
年
■
Ｕ
■
■
●
巳
①
ｃ

７
８
５
３
０
２
８
０
１
７

５
６
７
６
４
１
２
１

４
６
０
５
０
３
９
９
４
９

◆
ｂ
ｅ
①
●
●
●
●
●
印

３
１
０
２
３
１
７
８
９
７

６
７
８
６
３
１

17.8

28.5

７．１

１４．３

１５．０

１１．４

２．３

７
６
０
９
８
８
４
２

屯
■
●
●
●
ｅ
●
Ｇ

６
５
６
６
０
０
０
４

１
１
２
１
１
１

Ikitsuki-jima
l953-10-12

Lｍｍａｔｕｒｅ

ｌｌ５

１４７

Makurazaki

l952-7-10

Ｓｔａｇｅ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｃｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｃ
Ｐｏstorbitallength
lnterorbitalWidth

Lengthofbarbel

Distancefromsnｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
LengthorthelongｅｓｔｄｏｒＳａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｒｔｈｅｌｏｎｇｅｓｔａｎａｌｌ･ａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎalbase
Depthofcaudalpednncle

９
６
３
４
０
４
６
４

■
●
●
巳
●
●
●
●

７
６
４
６
８
１
８
６

１
１
２
１

〃

70.0

83.0

８
４
５
１
０
０
３

。
●
■
●
●
●
●

７
５
３
６
７
２
８

１
１
２
１

pOSt-］
１４．０

１７．５

ｙｏｕｎｇ

１９．２

２５．０



３
９
４

１
１

7１

２
９
４

１
１

Lengthofcaudal：

ＵＰｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalmys
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

16.4

25.0

15.7

26.4

19.1

27.4

１５．１

２９．１
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３
９
５

１
１

３
９
５

１
１

特徴：日本近海産のトビウオ類のうちで成魚の外観，色相などが本種にもつともよく似

ているのはウチダトビウオとツクシトピウオとである．後者との差異はその記載において

すでに述べた．前者との差異は孜に示す通りである．

すなわちホソトビはウチグトビウオよりも脊椎骨数が４～５個多く体が細く断面は丸み

をおび尾柄も細長い．眼が比較的小さく胸鰭及び腹鰭が短くて先端が尾柄上に達しない．

鮒紀が多く（後者では４＋15)，口蓋骨上に小歯帯を持つことなどがあげられる．

しばしば本種と同時に漁獲されるアリアケトビウオはその胸鰭のほとんど全‘体が濃藍黒

色を呈すること，尾柄部がかなり太いことなどにより容易に識別される.

幼期の始には本種とツクシトビウオ，アリアケトビウオは互にきわめてよく似ており，

本種は三者中体がもつとも細いこと，色胞が腹鰭の上方で６～７列（ツクシトビウオでは

８～９列，アリアケトピウオでは約１０列）ならぶのを普通とすることなどがわずかにあげ

られる差異である．叉，一般にホソトビはアリアケトビウオと共に体の下半部の色胞が開

張し腹側が暗色を呈する個体が多いのに，ツクシトビウオではそのような色相は普通には

ゑられない．全長16～17ｍｍに達するとひげ状器官を生ずるのでそれ以上の個体では三者

の差異は明らかである．生時には,全長25ｍｍ内外に達したものでは，ホソトビは青紫色

をおびることが多く，燈色，紫紅色などを示すツクシトビウオ，アリアケトビウオとはこ

の点でも識別することができる．未成魚期には再び差異が少なくなるが全長150ｍｍ以上

のものでは胸鰭の色相がそれぞれ明かな特徴となる．

ホソトビとウチグトビウオとは全長15ｍｍ内外より各期を通じて体色がほぼ同様で３０

ｍｍ以上のものでは体側縦帯が両者のいずれにも現われる．ひげ状器官も両者ともに始め

から左右両片に分れず一本として発達するが，ホソトビでは花弁状で終始短いのに対し，

ウチグトビウオでは先端はヤハズ状で発育と共に著しく仲長し全長70ｍｍ内外では体長の

3/４を超えテープ状を呈する．その他の相異はみいだし難い．なお後者の仔魚期初期と未

成魚期の形態は未だ明かにされていない．

ホソトビより背鰭条数(10,11)及び背鰭前方の隣数(28～30)が共にやや少い、CQpisrhQpZ‘ｓ

の諸型はその腹鰭基底が比較的後方にある点でウチグトビウオｃ､刀ares〃に近いが，幼期

形態にも多くの共通の特徴が拳られ両者が近縁のものであることがうかがわれる．JORDAN

andSTARKs（1903）の記載しているCypse/”"ｓﾊﾉﾉw7z”（STEINDAcHNER）は腹鰭の位置，

各部分の色相及びひげ状器官の構造などからみて本種の稚魚ではないかと思われる．しか

しＦｏｗＬＥＲ（1932）の記載によるとExocoemsAjr""”のtypespecimenは全長185ｍｍ

で高い背鰭と短いひげ状器官を有し，ｃ,｡p伽ﾉi叩"ｓの未成魚とはかなり異っているよう

である．

生態：ホソトビは屋久島，種子ケ島の1､ビウオ漁場ではヘイジロウと呼ばれ，ツクシト

ビウオに孜いで重要視される．その出現期はツクシトビウオよりややおくれ，主として６
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月上旬以降で，漁期の終りには漁獲物の大半を占める．天草島富岡の漁場では本種はマル

トビと呼ばれ出現期は６月上旬～下旬，この地域におけるトビウオ類のうちでは漁獲尾数

が最も多い．福岡県志賀島漁場では本種をメアゴと称し，出現期は天草漁場とほぼ同様で

ある．これらの出現期が本種の産卵期にあたる．

天草鳥の漁場では本種が群集産卵するのは距岸１浬以上の沖合の深さ２０～30ｍの暗礁

浅堆などでツクシトビウオのように著しく接岸しないと云う．屋久島，種子ケ島漁場では

特にこのような習性はみとめられていないようである．

筆者の採集では本種の稚仔は天然には余り多く得られていないが，天草富岡では流れ藻

に潜んでいる２０ｍｍ内外に達するものが夏期にはかなりみられるという．なお筆者の採集

したものは主として集魚灯によって得られた．体長１０～17ｃｍの未成魚は長崎県五島の生

月烏では８月下旬より１０月中旬まで漁獲されることは前述の通りで本種も満一ヶ年で成

熟産卵すると思われる．

人工珊化飼育した稚仔はbrineshrimp幼生をよく摂り比較的飼育し易い．飼育が長期

にわたっても，ハマトビウオ，トビウオのように尾鰭を始め各鰭が萎縮すると云うが如き

現象はおこらない．全長20ｍｍ内外までは一般に背面は燈色を呈し，胸鰭，背鰭などもか

なり赤みをおびているが，その後次第に青紫色に変ずるのがみられる．天然のものでもこ

の程度に成長した稚仔は流れ藻を離れ自由源泳の生活に入るのであろう．

分布：本種は九州沿岸より北海道に至るまで，大平洋沿岸にも日本海沿岸にも分布す

る．盛夏の候には東北地方の大平洋沿岸でも産卵すると云う．

13.Ｃ”seZz"割zJMs7z”eSが（GtjNTHER）

ウチダトビウオ

plates34，３５；Table３０

成魚の形態（P1.34,fig.Ａ)：本種の成魚は福岡県志賀島で体長231ｍｍ（全長292ｍｍ）

の早が１個体得られたのみである．その脊椎骨数はこの標本及び３個体の稚魚において４１

個叉は４２個（26＋15,26＋16)．

上記の標本に於ける鰭条などの数及び各部分の測定値は次に示す通りである（括弧内は

九州近海産のi稚魚における測定数)．

背鰭条数1３（11～１３，多くは12又は13)，胸鰭条数1７（15叉は１６，いずれも前端の萎

縮鰭条を含む)，唇鰭条数９（８叉は９）；後頭部より背鰭起点までの正中線上の総数約34,

畑細数４＋15＝19．

体長に対する百分比：体高18.6,体幅13.4,頭長23.0,吻端より腹鰭基底までの距離16.8,

背鰭起点までの距離75.2,縛鰭起点までの距離81.5；胸鰭長73.5,腹鰭長33.7,背鰭最長

鰭条長lLO,背鰭基底長16.4,響鰭最長鰭条長6.7,唇鰭基底長8.9,尾柄高6.9,吻長6.7,

眼径7.0,眼後部長10.0,眼間径8.0,尾鰭上葉長21.6＋，下葉長30.3十．

形態：ツクシトビウオなどに似ており，腹鰭より前方では側線に沿いかなり角張ってい

る．腹緒はホソトビ，カラ系トビウオの如く比岐的後方にあり，その基底と足鰭中央鰭条
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先端との距離は，前者と眼の後緑との距離にひとしい．胸鰭と腹鰭とはいずれも長くたた

めばその先端は共に尾柄部の中央に達する．唇鰭は背鰭の第５鰭条基底下方に始る．

色相：体色は多くのトビウオ類とほぼ同様である．胸鰭は大部分暗色であるが下方第１１

鰭条以下は淡色で，この淡色の部分は胸鰭中央部では上方に延びて不明瞭な横帯をなし第

６鰭条に達する．更に鰭の尖端部より後縁に沿い淡色を示しその'隔は眼径の２/３を測る．

腹鰭は第６鰭条を除いて各鰭条が色胞をおびるが鰭膜はほとんど無色，背鰭は一様にやや

暗色をおび唇鰭は無色，尾鰭は一様に黒褐色を呈する．

生活史卵：上記の成魚より得られた完熟に近い卵巣卵は直径1.8～2.1ｍｍで比較的大

きく，卵膜上には不規則に分布する４０～52個の附着糸を持つ（５個測定)．

稚魚期(Pls,34,35)：本種の幼期の体長14.5～53.0ｍｍ(全長19.3～66十ｍｍ）のもの２３

佃休が鹿児島県屋久烏，枕崎，熊本県天草などで採集された（これらの外にも屋久島附近

で多数の標本を採集したが風水害のため精査を待たずに流失した)．

体長14.5ｍｍ（全長19.3ｍｍ)，頭部は大きく‘体長はその3.6倍，腹鰭は体の中央よりも

やや後方に伽位置を占める．胸鰭の先端は腹鰭基底と背鰭起点との中間に，腹鰭の先端は唇

緒の後部に達する．背鰭は前部の鰭条がややい長いがなお騨鰭より低い．尾鰭はすでに叉

状となり下葉はよく発達している．腹面と側線前部にはすでに鱗をおびる．ひげ状器官は

単一でホソトビのひげに似ているが先端は円みをおびておらず中央に一欠刻を有しヤハズ

状を呈する．色胞は体をおおうが尾柄部では疎である．胸鰭と腹鰭とは前者の最下部を除

き密に色胞でおおわれる．背鰭の前半も暗色を呈する．

体長175ｍｍ（全長220ｍｍ)，ひげ状器官は眼の前部下方に達する．背鰭の後半部にも

色胞がひろがり，樗鰭にもわずかに色胞が承とめられる．

体長22.1ｍｍ（全長28.2ｍｍ)，ひげ状器官は眼の中央下に達する．胸鰭の先端は背鰭前

端に至る．体は腹面が暗色をおび特に眼の後方より胸鰭基底を経て腹鰭後方に連る黒色胞

帯が明かになる．

体長26.0ｍｍ（全長35.0ｍｍ)，ひげ状器官は眼の後緑下に達し鱗はほとんど体の全面を

おおうに至る．背鰭と騨鰭とは高さが等しくなる．

体長53.0ｍｍ（全長66十ｍｍ)，ひげ状器官は著しく発達して体長の３/４に近くなり先端

は背鰭起点を超える．その基部の両側に一対の小支葉を分岐し，全長にわたって幅広くな

り中軸は陵状をなして左右両片を分ち，先端は深く二叉する．頭長，眼径は共に小さくな

り，それぞれ成魚における大きさに近ずく．腹緒は後方に移って基底の位置は成魚にひと

しくなり，その先端は尾鰭前部に達する．背鰭は一様にやや暗色，騨鰭も後半に暗色の斑

紋を有する．胸鰭と腹鰭とには黒色胞を密布する．体側腹方の黒色縦帯は明瞭で特徴的で

ある．生時には背面と背鰭及び両対鰭は青紫色，体側縦帯は金属光沢をおびた暗青色であ

る．上記の各個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ３０にかかげる．

類縁：本種はGUNTHER（1889）がFiji島とNewHebrides島との中間水域で採集され

た体長７inchesの未成魚にもとずいて設けたもので，腹鰭前方に達する1個の長いテー

プ｡状のひげ状器官を持った点でCypse/z"."ＳＣＯ"Iα/"s(MITcHILL）と共通するが，両対~鰭が

それよりもかなり長い点でこれとは別種として記戦された．その後大平洋熱帯水域及び東
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〃Shikano-shima

l952-11-81954-6

Serialnumber

Locality
Datecollected

Yaku-I･MakurazakiYaku-1.

1951-7-221952-7-101951-7-22
″
″

インド諸島水域の各地から記載されているが，これらはすべて未成魚である．筆者（1955）

は上記の標本を木種の成魚と同定し，同時に九州近海の各地で採集されたその幼期の標本

について記載した、

ウチグトビウオとGtjNTHER,WEBERalldBEAuFoRT等の記載している西大平洋熱帯部，

東インド諸島沿海のＣ､〃αres〃とを比較すると，後者では背鰭条数10～12,背鰭前方の

正中線上の鱗数27～32個でいずれも前者よりやや少ない．しかしその他の特徴は大部分

一致するので前者は後者の一地方型と推定した．

ウチダトピウオは大西洋の西部のＣ・co777a畝s(MlTcHILL）とは脊椎骨数もひとしく，そ

の幼期成魚期を通じて多くの共通の特徴を持ち，両者がきわめて近縁のものであることは

容易にうかがわれる．この両考の差異としてあげられるのは成魚においては前者の方が頭

がやや小さく胸鰭と腹鰭とが共に長いこと，背鰭がやや後方に位置を占めること，鮒紀数

が少いことなどである．後者の幼期はBRuuN（1935）及びBREDER（1938）によりその一

部が明かにされているが一個の長いテープ状のひげ状器官を持ち側体に黒色縦帯をおびる

こと，背鰭は各期を通じて著しく高くはならないことなどが知られている．なお後者は記

録されたものでは最大,体長200ｍｍで前者のように大型に達することはないようである．
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Dorsal６７．５
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西大平洋産のトビウオ類のうちでは腹鰭の位置が後方に偏している点では本種とｃ・Qpjs‐

r〃”"ｓの諸型とは共通しており，後者に属するホソトビにおいてみられるところでは幼期

の形態にも近似の点が多いことはすでに述べた通りである．更にMolucca海峡（1~22'Ｓ，

126‘３５'Ｅ：３１/1,1954）より本種の幼期と形態･色相がよく似ていて一対の長いひげ状器官

を有する稚魚が採集されている．

特徴：わが邦近海のトビウオ類中で本種にもつともよく似ているのはツクシトビウオと

ホソトピとである．これらの間の差異については両者の記載において詳述した．本種は腹

鰭が比較的後方より生ずること，胸鰭と腹姥とが共に長くて先端は尾柄中央に達すること

などを外観的な特徴とする．しかしもつとも明かな特徴はその脊椎骨数が本属中ではもつ

とも少ない方に属し41,42個に過ぎないことである．

幼期におけるホソトピとの差異についてはすでに述べた．本種の稚魚の著しい特徴は一

個の長いテープ状のひげ状器官を有することである．

生態：上に記載した成魚は６月に採集されたが熱卵を内蔵していた．稚仔の出現期から

みて成魚は屋久島，種子ケ島漁場，天草漁場などでもツクシトビウオ及びホソトビと同時

に出現するものと思われる．従来採集の記録がないのはこれらの両者，特にツクシトビウ

オと混同されるためであろう．

本種の稚仔は屋久島，種子ケ島，天草富岡などではかなり多数採集されている．筆者は

1953年７月２２～２３日に屋久,島漁場で潮目に形成された刀･icho此”血ﾉ7ｚの大群団の中で数

十個体の本種の稚仔を採集した．そのうち10ｍｍ内外の稚仔では尾柄端を除いて背面より

体側にかけてリンゴの如き紅色を呈し腹側のみ銀白色をおびているのが特徴的であった．

幼期の最大の標本（全長66ｍｍ）は１１月に採集された．

分布：わが国では上記のように九州近海を除いては採集されていない．

14.Ｃ”seZz〃･〃.３．s”γたＳｉＡＢＥ

アリアケトビウオ

p1ates36-38；Tableｓ３１，３２

チョウセンアゴ･･･熊本県天草

メジカ…福岡県志賀島

体長190～210ｍｍ，全長240～270ｍｍを普通とする小型のトビウオ類である．熊本県天

草で採集された標本の脊椎骨数は４３，４４（28＋15,28＋16)．

成魚の形態(P1.35,119.Ａ）：鹿児島県枕崎，谷山，笠沙，宮崎県広瀬，熊本県天草，福

岡県志賀島,佐賀県唐津，長崎県五島生月島などで採集された１０個体の標本（未成魚を含

む）によれば鰭条などの数は次のようである．

背鰭条数12～14,唇鰭条数８～10,胸鰭条数17～１９（前端の萎縮鰭条を含む)．後頭部

より背鰭起点に至る正中線上の燐数30～35,背鰭起点と側線との間の鱗列数８叉は９，側

線と騨鰭起点との間の隣列数２叉は３，蝿細数４～６＋15～17＝19～22.
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卜訊の標本のうち成魚６個体の測定値は次のようである．

体長の百分比を以て:示せば：体高18.1～20.9,体幅13.9～16.9,頭長22.2～23β，吻端

より背鰭起点までの距離68.6～723,騨鰭起点までの距離78.5～83.4,腹鰭基底までの距

離57.7～60.5,胸鰭長65.5～69.8,腹鰭長28.7～33.0,尾柄長8.0～93,尾柄高7.3～7.7；

最長背鰭条長9.8～11.3‘背鰭基底長18.6～20.9，最長唇鰭条長6.7～８３，樗鰭基底長8.5～

11.0,尾鰭上葉長21.7～22.6,下葉長28.4～313；吻長6.1～7.1,眼径6.1～7.0,眼後部長

9.8～11.0,眼間径7.2～8.5．

各標本の個体別測定値はＴａｂｌｅ３１にかかげる．
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CypsejI"γ“属のトビウオ類としては太くて休高と尾柄高とがかなり高く眼が大きい．胸

鰭では第３鰭条(前端の萎縮鰭条を除き，以下同様）がもっとも長く第１鰭条長の1.6～1.7

倍，先端は尾柄の前部に達する．腹鰭は比較的前方にあり，その基底と尾鰭中央鰭条先端

との距離は鼻孔乃至眼の前部と前者との距離にひとしい．第３鰭条がもつとも長く先端は

樗鰭基底の後部に達する．背鰭基底長は多くの個体では唇鰭基底長の1.8～2.1倍，後薪の

第１鰭条は前者の第６～８鰭条下方に始る．両顎歯は三尖形で上顎ではほぼ３列，下顎で

は２～３列をなす．口蓋骨歯は円錐形で多少三尖形又はノミ形の歯を混え小歯帯を形成す
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る．胸鰭基底後方の鱗はほぼ三角形，前縁は波状を呈し後方に尖る．核はほぼ中央にあっ

て前方に向い３～４個の放射線を生ずる．

色相：休色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は第２～３鰭条の先端部と，第11～

12鰭条より下方を除いては後縁に至るまで濃藍黒色を呈する．腹鰭は鰭条上にわずかに色

胞をおびるのみでほとんど淡色，背鰭は一様にやや暗色，僻鰭には色I胞なく尾鰭は全体黒

褐色を呈する．

生活史：本種の生活史に関してはUENoandNAKAHARA(1954）が福岡県志賀島で人エ

受精を行い，卵稚仔を蛎化飼育して卵内発生及び初期の発育を詳細に観察している．筆者

も同氏らの厚意によりその飼育稚仔12個体の標本を精査することができた．天然の生活

史資料としては鹿児島県枕崎，111川，笠沙，杵111，鹿児島，佐賀県鹿島，長崎県生月島な

どで体長７～150ｍｍの多数の標本が得られた．そのうち体長120～150ｍｍの未成魚標本

はすべて生月島で採集された．

卵：上野，中原両氏によれば本種の卵は直径1.64ｍｍ,附着糸は４０～52個で卵膜の全表

面にほぼ一様に散在する．全長255ｍｍ内外の成魚の抱卵数は7400～8400個である．

卵内発生：上野，中原両氏によれば蛎化槽の水温２２～26℃において受精後８時間で桑

実期，３２時間で原口閉じ，５４時間で心臓の簿動がみられ，102時間で胸鰭を生じ185～190

時間（約８日）でＪ岬化する．暇化が夜間行われるか否かについては観察されていない．

仔魚期（P1.36）：上野，中原両氏によれば’岬化直後の全長は5.2ｍｍ，下顎は上顎より

わずかに長く眼は大きくてその間隔は前方に進むほど狭い．吻は短く上顎前縁は両眼前端

を結ぶ線よりわずかに前方に出るのみ．各垂直鰭は膜鰭を以て連っており，背鰭と唇鰭と

にはほぼ定数の鰭条基底が象とめられる．胸鰭はウチワ状で数個の鰭条の基底部の承生じ

ており，腹鰭はほぼ虹門に達し定数６佃の鰭条原基を有する．体はほとんど全く色胞にお

おわれ,背鰭及び響鰭の基底部,胸鰭の基底部上方などにも色胞をおびる．腹鰭は全く色胞

におおわれ暗色を呈する．これらの色胞は個体により，叉，各個体においても体の部分に

よって拡張しているものと収縮しているものとがあってそれぞれの色調の差が著しい．水

温22～23℃で卵f化後16～20時間にして全長5.5ｍｍに達し卵黄はほぼ吸収しつくされる．

飼育稚仔の体長7.0～9.8ｍｍ（全長8.6～11.0ｍｍ）の１２個体においては，胸鰭条が最大

の個体でもなお１２～13個なのを除けば各鰭条とも定数に達し腹鰭の第２～５鰭条はすで

に分岐し始める．胸鰭は始めは腹鰭基底の上方に，後にはその後方に達する．腹鰭は始め

は唇鰭前端に，後にはその第２～３鰭条基底に達する．尾鰭は体長７ｍｍ内外ですでに下

葉やや大きく全体ほぼ三角形をなし大きい標本では後縁が凹入し始める．体側の黒色胞は

比較的密に分布しており，体長7.5～8.5ｍｍの個体で腹鰭基底の上方に約９～１０列，背鰭

と唇鰭との間に約７～９列がならぶ．しかし前期仔魚期と同じく休色は一定ではない．

以下の記載はすべて天然の標本による．

体長10～15ｍｍ(全長13～18ｍｍ)，形態的には７～10ｍｍのものと大差がない．胸鰭条

は体長14.2ｍｍの個体で始めて定数に達している．腹鰭の先端はなお樗鰭の第２～４鰭条

基底に達するのみ，色胞の分布にも大きな変化はないが背鰭前部ではその上半までひろが

る．色胞の部分的な拡張により胸鰭基底と腹鰭基底との中間ほぼ中央，腹鰭基底附近，背

鰭前端下方及び背鰭中央より騨鰭前端にかけて位置を占める４個の暗色横帯を承とめる個

体がある『
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稚魚期（P1s,37,38)：体長１５ｍｍを超えれば各鰭条とも定数に達し稚魚期に入る．

体長15～30ｍｍ（全長18～37ｍｍ)，吻の水平長はほぼ瞳孔径にひとしく，側面よりみれ

ば眼の背縁前部が頭部背縁の輪廓に接する．眼間部はひらたく凹んでいない．背鰭条は比

較的短く後方に倒しても先端は尾鰭の萎縮鰭条に達しない（以上同じ大きさのアヤトビウ

オとの相異)．胸鰭及び腹鰭は大いに延び,前者は体長20ｍｍ内外で背鰭前端を超え30ｍｍ

内外では背鰭の中央下方に達し，後者は‘体長18ｍｍ内外で唇鰭基底後部に，３０ｍｍ内外で

は尾柄前部に達する．体長18ｍｍ内外で背面に隣列が承とめられ２２ｍｍに達したもので

は体側，腹面も隣でおおわれる．体色は淡褐色乃至褐色のものが多く，不明瞭な３～５個

の暗色横帯を有するものもみられ，そのような個体では胸鰭及び腹鰭上にもこれに連る横

帯がある．背鰭は上縁と最後部を除いて疎に色胞におおわれる．尾鰭の下葉にも鰭条に沿

い色胞が現れる．

体長30～45ｍｍ（全長38～55ｍｍ)，前期に比べて大きな差異はみとめられない．体長

42ｍｍの個体では胸鰭先端は背鰭後部に，腹鰭先端は尾柄中央に達する．体側及び対鯖の

色相には次の各型のものがみられる．すなわち色胞はほとんどすべて収縮して全体淡色，

体側の横帯も明かでなく胸鰭腹鰭も共に淡色のもの；体の腹側のみ暗色，胸鰭は淡色，腹

鰭は黒褐色のもの；体はほぼ一様に暗色,胸鰭腹鰭共に暗褐色のもの；胸鰭基底下方,腹鰭

基底上方，両者の中間ほぼ中央，背鰭前端下方，背鰭後部下方の各部に暗色横帯が走り，

個体によっては眼の後下方より総蓋部にかけての暗色帯がこれに加わって６横帯をなし，

胸鰭は暗色で中央に一淡色帯，腹鰭も暗色で中央及び後部に淡色帯を有するものなどの諸

色相型があげられる．背鰭の色胞群は鰭の中央部下半では消滅し始め，体長４０ｍｍでは

前端下部と中央より後部にかけての上半部にのみ残存する．唇鰭では後部中央の色胞群が

やや発達する．尾鰭はほとんど淡色で下葉の中央部のみ鰭条に沿い暗色をおびる．

未成魚期（P1.38)：体長76ｍｍ（全長98ｍｍ)，体形はほぼ成魚に近いが体高はやや高

い．胸鰭は背鰭基底の後部に，腹鰭は尾鰭の萎縮鰭条に達する．胸鰭は最下方の３鰭条を

除き藍黒色，腹鰭も最前部と最後部とを除いては藍黒色を呈する．背鰭及び唇鰭は前部を

除きそれぞれ外方1/３が暗色をおびる．

体長110～150ｍｍ（全長140～190ｍｍ)，体形,色相ともにほぼ成魚と同様となる．胸鰭

先端は背鰭基底後端に達し個体によってはこれを超えるものもある．腹鰭は次第に短くな

り，体長113ｍｍでは尾柄のほぼ中央に，128ｍｍでは響鰭基底の後端･に達するの拳とな

る．130ｍｍ内外では胸鰭は先端部と最下方の３～４鰭条間のみ淡色でその他は藍黒色,腹

鰭は中央３鰭条間には色胞残存し先端に近ずくに従い濃色を呈する．叉，背鰭にも色胞が

散在し上縁はかなり暗色をおびるが，唇鰭は後部の先端にわずかに色胞群を残すのみであ

る．体長140ｍｍ以上のものでは腹鰭の色胞群は鰭条上を除いてはほとんど消失し，騨鰭

の色胞群も承とめられなくなり成魚と全く同様の色相を示す．

各期を代表する７個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ３２にかかげる．

上野，中原両氏によれば飼育稚仔においては全長12～30ｍｍの各佃体で天然産のものに

比べて腹鰭が短いことが注意を惹く．すなわち前者では全長20.5ｍｍのものでも腹鰭の先

端が唇鰭起点に達するに過ぎないのに対し，後者の全長22.5ｍｍのものではすでに樗鰭基

底の後端近くに達している．



17.9

17.2

25.2

６．１

１１．８

１０．７

１１．５
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19.7

18.3

26.8

Table３２．Cypse/【"w”r”肺iABE

Juvenile

MeasurementsandCounts

22.7

22.7

26.1

11.9

11.4

13.6

7９

類縁：本種はABE（1953）により設けられたもので西部大平洋’東インド諸島には特に

これと近縁と思われるトビウオ類はみいだせないしかし阿部氏も指摘しているように成

魚の一般的な形態，両顎歯の形状，脊椎骨数などはアヤトビウオcpoec"oprerzlsにやや

近くこれと多少の類縁を持つと思われる．幼期には両者ともにひげ状器官を生ずることな

く，発育初期には一見識別し難いほどよく似ていることもこれを裏書きしている．大西洋

産のトビウオ類中にも本種と対称的なものはみられないようである（阿部氏はｃ･ＣＯ"”"ｓ

とやや類似すると述べている)・

叉，阿部氏によればJoRDANandSTARKs（1903）の記載しているＣ〕Zpse/』"."ｓαgooは

本種の標本によったものであると云う．

１
８
８

１ １
９
４

１
１

1３

８

１５

３
９
５

１
１

Ikitsuki‐

jima
55-10-16

Makura-Kago‐
ｚａｋｉｓｈｉｍａＢ、
５１－８－８４９－９－７

Makura‐Ｋago‐
ｚａｋｉｓｈｉｍａＢ、

５１－８－８50-8-25

Kasasa

55-7-20

Locality＆
Datecollected

″
″

1１．８

１０．６

６．０

lｍｍａｔｕｒｅ

ｌ２８

１６７

post-１
７．０

８．３

Stage

Bodylengthinmm
Totallengthｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙ］ength：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameteroreye
Postorbita］Iength
lnterorbitalwidth

LengthofbDrbel

Distancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongesｔｄｏｒｓａｌｒａｙ
Ｌengthofthelongestanalray
Lengthｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ
Ｄｅpthofcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：
Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）

ｙｏｕｎｇ

1７．６

２２．５

〃

40.0

50.0

２
３

″
６
２
２
３

〃

1４．２

１７．０

7６

９８

３
８
４
０
３
３
８

●
●
●
■
●
申
■

１
４
３
７
７
１
８

２
１
２
１

18.7

16.5

25.8

７．５

１０．５

１１．３

１０．３

４
５
０
２
６
８
５

①
■
■
■
合
■
●

２
６
５
７
８
１
０

２
１
２
１
１

３
９
５

１
１

２
３
８
８
６
８
７
４
７
８

●
●
■
●
④
●
●
●
□
■

４
３
１
３
５
１
２
１
２
７

５
６
７
３
２
１
１
２
１

特徴：成魚において胸鰭がほとんど全体にわたって濃藍黒色を呈することはCypse伽ＷＳ

属中ではカラストビウオＣ・‘sp"o"omprer"ｓと同様であるが，背鰭が一様に色胞をおび著し

い暗色斑を持たない点が異る．叉，ホソトビｃ,QpjsrﾙQp"shjrα〃と共に漁獲されることが

多いが，ホソトビとは胸鰭の色相のほか，頭が大きく吻が短くて眼径が大きいこと，尾柄

が太矩いことなどの差異があり容易に識別される，

21.8

17.4

28.3

４．３

１０．９

１３．０

22.6

30.0

フ
ー
５
１
８
８
３
４
９
８
５

●
●
●
Ｂ
ａ
●
。
申
■
■

６
９
８
６
６
３
９
９
９
７

５
６
７
６
３
１
１

６
４
６
２
５
１
２
２
８
０

④
即
①
ｃ
●
昏
句
■
●
●

９
１
７
３
９
７
１
１
１
８

５
７
７
６
３
１
１
２
１

５
０
５
０
５
０
３
０
３
５

●
●
●
●
●
■
●
■
●
や

２
５
４
５
７
３
１
０
１
８

５
６
７
５
３
１
１
２
１

０
２
６
２
５
８
９
２
４
７

●
●
■
Ｇ
Ｂ
●
合
■
●
①

４
８
６
１
３
４
１
２
１
９

５
６
７
５
３
１
１
２
１

51.8

66.8

74.5

47.7

34.8

11.8

１１．５

１９．８

１１．８

８．０

４
３
０
８
８
９
０
８
０
７

Ｇ
■
■
■
号
や
。
①
●
■

４
５
４
１
２
０
２
２
３
８

５
６
７
２
２
１
１
２
１

１５．７-'-
25.6

19.1

29.8

18.0

27.8

19.9

26.8

1３

８

１６

14.8

20.021.8

３
９
６

１
１
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幼期の始めにはツクシトビウオＣ,ﾉbe花】･Z""ｓ””e”,ホソトビ，アヤトビ､ウオなどと

相互に似ており，本種はそのうちでは体側の色胞列数がもつとも多いこと（腹鰭基底上方

に約10列,背鰭と響鰭の間に７～９列）が辛うじて特徴としてあげられる．やや発育の進

んだものではツクシトビウオ，ホソトビなどより一般に体が太く眼が大きい．叉．‘色相型

は多種多様であるが，体の下半，腹面が暗色を呈するものがあり，このような色相が現れ

ないツクシトビウオを分つことができる．全長16～17ｍｍに達したものではツクシトビウ

オとホソトビにはひげ状器官を生ずるから，各期を通じてひげを持たない本種は混同され

るおそれはない．

アヤトビウオとは更に著しく類似しており，全長15～25ｍｍまでは主として頭部の形態，

背鰭の高さ，尾鰭の大きさ，鰭条数，体側の色胞列数などを比較して査定するのほかはな

い．しかしアヤトビウオは全長25ｍｍ以上のものでは頭部の形態が著しく特徴的となり，

全長40ｍｍ以上のものでは胸鰭にも成魚とほぼ同様の斑紋を生じてくるので，やや大型の

稚魚では容易に両考を分つことができるようになる．

未成魚期に入ればふたたびホソトピと類似してくるが,成魚と同様の形態的差異のほか，

本種では胸鰭が特に濃色で固定後時を経ても漆黒色を示すことにより直ちに識別すること

ができる．

生態：本種は屋久島，種子ケ島の漁場ではその群来がみとめられていない，しかし鹿児

島県各地の沿岸で発育初期の稚仔が多数採集されるから産卵も行われているものと推定さ

れる．しかしこの漁場では７月初旬には漁獲が切上げられるから，稚仔の発育状態からみ

て産卵期のおそい本種は漁業の対象とならないのではないかと思われる．熊本県天草及び

福岡県志賀島の漁場では本種をそれぞれチョウセンアゴ及びメジカと呼ぶが，いずれの地

でも漁獲量はツクシトビウオ，ホソ1､ビなどより遥かに少く，且その群の出現を以てトビ

ウオ漁期を終るとしている．これらの点からみて本種の産卵期は７月上～中旬，水温25～

26℃を盛季とするものと思われる．

本種の稚仔は九州近海では７月中旬より９月上旬にかけて現れるが，アヤトピウオと共

に沿岸性が著しく，夏季の枕崎，山川などの沿岸の採集にあたって潮目を群沸しているト

ビウオ類の大部分はこの両者が占める．叉，鹿児島湾の中部，北部などで採集されるのは

ほとんど本種の承であり，有明湾の最奥部，佐賀県鹿島の地先で採集された例もある．

沿岸の潮目には全長１５～60ｍｍのものが多く，いずれの大きさのものも２～３尾，５～

６尾が群れているの拳で大集団は作らない．水面に近く胸鰭と腹鰭とをひろげゆるやかに

淋泳している場合が多く，追えば１５ｍｍ内外の稚仔も水面に接しつつ滑走するのがみら

れる．

生時の色彩は著しく赤みをおびている．すでに述べたように本種の色相はかなり多様で

あるが，固定した標本で淡褐色を示す部分は尾鰭と唇鰭とを除いては，生時にはエンジ色

叉は燈紅色にいろどられていることが多い．特に虹胞が発達した腹面や，眼の虹彩，尾柄

端などは黄金色に輝いている．やや大型に達すれば腹面は孜第に銀白色となるが，体側横

帯の周辺は黄金色を呈し，体の背側，背鰭，胸鰭，腹鰭などにはなお紫紅色をとどめてい

る．上野，中原両氏によれば，飼育された稚仔はむしろ褐･色をおび，やや大型のものは青

褐色を呈するのみで，天然のもののように鮮かな色彩を象ることができないようである．



Serialnumber

Locality＆
Datecollected

8１

ＫＣＦ４２９０ＫＣＦ４２７７ＫＣＦ１９３５ＫＣＦ１９３７ＫＣＦ４２９１ＫＣＦ２７２５

Ｏｓｕｍｉ〃Tanagashima〃OsumiMake-shim円
1955-7-241955-9-131951-7-２６〃1955-7-24１９５２－５

本種もツクシトビウオ，ホソトビなどと同様に五島近海で８月下旬より１０月中旬にか

けて全長140～190ｍｍの未成魚が漁獲される．なお枕崎．宮崎県広瀬などで１０月に全長

240～260ｍｍの未熟の成魚が漁獲された‘例もある．

分布：上記の九州各地の外，表日本では和歌山県，静岡県，裏日本では島根県，富山県

などで採集されているが，東北地方以北には分布していないようである．

１５．Ｃ，PseZ”"sPoec"OPfer"ｓ（VALENcIENNEs）

アヤトビウオ

P1ates39-41；Tableｓ３３，３４

セミトビ…東京市場

ホシトビ…種子ケ島

ガタ…種子ケ島，屋久烏

体長200ｍｍ内外，全長250ｍｍ内外のものを普通とする小型のトビウオ類で種子ケ島

産の標本による脊椎骨数は40叉は４１個（26＋１４，２６＋15,27＋14)．

成魚の形態（P1.39,fig.Ａ）：種子ケ鳥，馬毛鳥大隅半島などで採集した体長176～

196ｍｍ（全長220～245＋ｍ、）の６個体（６４＋早２）における鰭条などの数及び各部分
の測定値は次のようである．

背鰭条数12叉は13,唇鰭条数７～９，胸鰭条数17叉は１８(前端の萎縮鰭条を含む）；背

鰭前方の正中線上の鱗数25～31,背鰭起点と側線との間の隣列数８叉は９，側線と響鰭起
点との間の隣列数２叉は３，鯛祁５～７＋16～18＝21～24．

体長に対する百分比：体高19.2～21.2,体幅15.0～179,頭長23.7～25.6,吻長6.6～7.6,

眼径7.5～8.9,眼後部長10.9～11.6,眼間径8.6～9.9；吻端より腹鰭基底までの距離57.2～

58.5,背鰭起点までの距離682～71.2,唇鰭起点までの距離77.7～80.8；胸鰭長63.7～69.8,

腹鰭長27β～30.4；背鰭最長鰭条長10.7～13.4,騨鰭最長鰭条長7.7～8.7,背鰭基底長18.7～

20.5,唇鰭基底長9.2～100,尾柄長8.1～10.5,尾柄高8.1～8.4,尾鰭上葉長21.9～24.8,下
葉長26.7＋～31.2．

各個体の個体別測定値はＴａｂｌｅ３３にかかげる．

Table３３．ｑ皿e伽.“poec"Opreﾉ．“（VALENcIENNEs）
MeasurementsandCoLmts

8

176＋
220

8

179

229

０
５
７
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３

。
●
●
由
や
■
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７
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９
１

２
１
２
１
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０
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９
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◆
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■
●
①
■
④
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１
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２
１

２
０
０
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９

巳
●
●
●
の
◆
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５
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７
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０

１
１
２
１

９
９
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６

●
●
勺
■
。
■
■

０
７
５
７
８
９
１

２
１
２
１

２
１
６
１
９
９
１

●
■
④
年
●
④
■

０
７
５
７
７
９
１

２
１
２
１
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２
２
４
６
９
６
９

凸
●
由
■
■
●
●

１
６
４
６
７
８
０

２
１
２
１

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅｎｇｔｈ
Ｓｎｏｕｔｌｅｎｇｔｈ
Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｅｙｅ
ｌｎterorbitalwidth

Postorbitallengtｈ

早

194

242＋

8

190

243十

早

189

237-1-

8

196

24s



21.9

27.8十

8２

24.3

27.0十

Distancefromsnoutto：

Dorsal７１．０

Ａｎａｌ８６．５

Ventral５８．５

Lengthofpectoral６８．１
Lengthofventral３０４
Lengthofthelongestdorsalray１３．４
Lengthofthelongestanalray一
Lengthofdorsalbase１８．７
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle８．１

Lengthofeaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ２３．３
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ２６．７＋

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays ii,ｌ０
Ａｎａｌｒａｙｓ ｉ，３
Pectoralrays（i＋､）ｉ,12,11
PredorsalscalesZ7

Scalerowsabovelateralline８
Gillrakers ６＋１６
Vertebrae

５
５
５
０
５
６
２
９
６
９

●
■
由
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④
▲
●
●
■
■

９
８
８
９
９
２
８
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９
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５
６
２
１
１

０
０
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９
１
７
０
０
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■
■
Ｐ
■
■
●
●
■
●
ｅ

ｌ
Ｏ
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８
９
１
７
０
０
８
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８
５
６
２
１
２
１

２
０
２
７
６
２
４
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４
７

■
●
■
■
■
●
●
■
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③

０
８
８
３
７
１
８
８
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６
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１
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２
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８
１
８
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ワ
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砥
冗
匁
蝕
皿
皿
一
理
９
８

２
４
２
８
４
７
８
８
２

汎
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氾
の
羽
ｍ
－
ｎ
９
８

24.8

29.0十

22.5

28.0-卜
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ｉ,１１
ｉ，７
ｉ,14,ｉ
3１

９

６＋1６

22.9

31.2

ｉ,１１
iii，ｓ
ｉ,13,iｉ
２５

８

５＋１８

ｉ,１２
ｉ'７
ｉ,14,ｉ
2６

８

７＋１７

ｉ,１１
ｉ'８
ｉ,14,ｉ
2６

８

６＋1６

ｉ,１１
ｉ'６
ｉ,13,ｉ
2５

８

５＋１６

ｑﾉpsgA".“属のトビウオ類としては体はもっとも太短く頭が大きい．頭長は頭高の約

1.4倍，眼間部は広くやや凹入し，眼は大きくて前縁上部が突出する．吻は短く吻端はI幅

が広い．両顎歯はトビウオ類としてはよく発達しており先端三尖形，両顎共にややl幅の広

い歯帯を形成する．口蓋骨歯もよく発達し円錐歯に三尖歯をまじえる．胸鰭はたためば先

端は背鰭基底後端より尾柄前部に達する．その第３鰭条がもっとも長くて第１鰭条（前端

の萎縮鰭条を含まず，以下同様）の1.2～1.4倍にあたる．腹鰭は比較的前方に生じ，その

基底と尾柄中央鰭条先端との距離は前者と眼の前部との距離にひとしい．その第３鰭条が

もつとも長くたためば先端は唇鰭の後部に達する．背鰭基底長は樗鰭基底長の約２倍，後

者は前者の第６～７鰭条基底の下方に始る．胸鰭基底後方の鱗は上下に長い楕円形で前縁

は帆立貝状，後縁はやや突出する．核はほぼ中央にあり前方に５～６個の放射線を生ず

る．

色相：体色は多くのトビウオ類とほぼ同様で個体によりや痔紫色をおびる．胸鰭は下

方４～６鰭条間を除いては色胞密布してやや暗色を呈し，その上に楕円形の黒色斑がなら

ぶ．それぞれの斑紋の直径は眼径の１/5乃至1/２，各鰭条の間に前後に６～10個が排列さ

れる．腹鰭は中央の２～３鰭条のみが色胞をおびるのを普通とするが，時に中央の鰭膜上

に数個の円形斑紋が残存するのをみとめる個体もある．背鰭は一様にやや暗色，騨鰭は無

色，尾鰭は黒褐色を呈する．生時には胸鰭と腹鰭とは黄緑色をおび黒色斑の周囲はやや赤

みをおびる．

生活史：本種の幼期資料としては鹿児島県奄美大島，悪石島，屋久島，種子ケ島，枕崎，

山川，指宿，串本野，長崎県五島生月島，山口県三田尻の各地で体長6.2～92.0ｍｍ（全長

7.9～112十ｍｍ）の275個体が得られた．

仔魚期（P1.39）：体長6.2～11.0ｍｍ（全長7.9～14.5ｍｍ)，採集し得た最小の仔魚にお

いて卵黄はすでに吸収しつくされており，背鰭，唇鰭及び腹鰭はすでに定数の鰭条がみ

られるが胸鰭は12鰭条をおびるのみである．体長8.8ｍｍ（全長11.0ｍｍ）で胸鰭条は１３

～14個，体長11.0ｍｍ（全長14.5ｍｍ）で16価となり定数に達する．胸鰭の先端･は体長
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7.0ｍｍで･腹鰭基底上方に，11.0ｍｍではややその後方に達し，腹鰭の先端は最小の体長

6.2ｍｍの＄のですでに脅鰭の第２鰭条基底に，11.0ｍｍのものでは第４緒条基底に達す

る．尾鰭は体長6.2ｍｍではなお上下ほぼ相称で先端は円みをおびているが，7.0ｍｍの個

体では下葉がやや突出し，8.5ｍｍ以後は後縁が凹入して叉形を呈する．比較的長く体長

12.5ｍｍでほぼ体長の１/３に達する．

体には尾柄端を除き色胞がならぶ．腹鰭基底上方にはその約６～８列，背鰭と樗鰭との

間には約５～７列が数えられる．胸鰭は大部分の個体では一様に分布する色胞におおわれ

るが,最小の個体ではその後縁及び下縁にはこれを欠く．腹鰭はすべて色胞におおわれる．

背鰭及び響鰭上にはその基底部前端から色胞が現われ始め，体長11ｍｍでは背鰭では前部

においてはほぼ上縁まで，後方は基底にそってその後端までが，樗鰭では基底にそいその

後端･までが色胞でおおわれる．

これらの色相は色胞の拡張の程度に従い，全体やや淡色のものより暗褐色のものまで

種だの段階を有し，個体により胸鰭基底よりその後方にかけて１個，腹鰭基底より虹門に

かけての体側に１個，背鰭と騨鰭との間に１個，計３個の暗色横帯を示すものもある．

稚魚期（P1s､39-41）：体長12ｍｍを超えれば稚魚期に入る．体長12～17ｍｍ（全長１６

～22ｍｍ)，眼は大きくなり前部にやや突出し，眼の前縁を結ぶ線は吻端よりわずかに後方

を載るが，口を閉じたときには頭部は背面より染ればほぼ矩形を呈する．体長17.2ｍｍの

個体では両眼間はやや凹入する．体長12.5ｍｍでは胸鰭は背鰭前端に，腹鰭は響鰭の第６

鰭条基底に達し，17.2ｍｍの個体では前者は背鰭の第３鰭条基底に，後者は縛鰭の基底後

端に達する．背鰭と響鰭とは高さほぼひとしく，その鰭条は各部分を通じてかなり長く，体

長16.8～17.2ｍｍではその後部鰭条の先端は尾鰭の萎縮鰭条に達する．体長15.8～17.2ｍｍ

で側線前部，背面，前部体側などに始めて隣がみとめられる．色胞の分布には前期と大き

な差異がない．背鰭はこの段階では疎に分布する色胞でほとんどおおわれるが，腎鰭には

なお基底に沿い色胞がならぶのみである．多くの個体では体側に５横帯を有する；すなわ

ち胸鰭基底部,腹鰭基底部,両者の中間ほぼ中央,背鰭前部よりに門にかけて,背鰭後部よ

り腎鰭中央部にかけて各暗褐色帯が現われる．このような個体では胸鰭及び腹鰭上に，こ

れらの鰭を体側に沿ってたたんだとき，それぞれ体側の諸横帯と重なる位置に不明瞭な横

帯を生ずるものがある．しかし胸鰭及び腹鰭がともに一様に暗色叉は淡色の個体もあり，

胸鰭は淡色で腹鰭は暗色を示す個体もある．

体長20～42ｍｍ（全長27～55ｍｍ)，体長20ｍｍ前後では体は未だ著しく太くはなく，

体高は後頭部で最大であるが，体長30～40ｍｍに達すれば胸鰭基底附近より腹部にかけて

の体高が高まり同時に体幅も増して体全休が太短くなる．腹鰭より前方では側線に沿って

著しく角張り，両側線の間の腹面は平面に近くなり，体の断面は方形に近い．眼の前縁は

ますます突出し両眼前端を結ぶ線は吻端を通過し，側方からみれば頭の前部背側の輪廓は

眼の前部によって形成される.両眼間は広く深く凹入する.体長42ｍｍの個体では胸鰭の

先端は背鰭の後部に，腹鰭の先端は尾柄中央に達する．尾鰭は大きく体長はその下葉長の

３～3.5倍，背鰭は前期と同じくかなり高い．体長20ｍｍを超えるものには隣がよく発達
し体の全面をおおう．

成長と共に体側の横帯は次第に不明瞭となる．体長30ｍｍ以上の個体では胸鰭上の横

帯は基帯の暗色部を加えて４～５帯となり，その先端に近いものはやや乱れて不定形とな
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る．腹鰭は多くの個体では基底部，中央，後端部にそれぞれ暗色横帯が走る．体はなお全

体が強く暗色を呈するものや著しく淡色のものがあり，胸鰭，腹鰭には横帯を示さないも

のがある．唇鰭の後部にも色胞群が現われ体長30～40ｍｍのものでは後部の３～４鰭条間

は暗色をおびる．

体長57～92ｍｍ（全長73～112十ｍｍ)，体型は成魚に比すれば著しく太短い、眼の前縁

を連ねる線はふたたび吻端よりわずかに後方を蔵るようになる．胸鰭先端は体長92ｍｍの

もので背鰭基底後端に達する．背鰭と騨鰭とはやや低くなり，６０ｍｍ内外で縛鰭が,90ｍｍ

内外で背鰭が，それぞれ尾鰭の萎縮鰭条に達しなくなる．

体側の横帯はこの時期以後は明かでなく体色はほぼ成魚と同様となる，体長60ｍｍ内外

では胸鰭及び腹鰭の斑紋は前後にならぶ横帯をなし，胸鰭には５～６帯，腹鰭には４帯を

承とめるが，鰭の先端近くでは各鰭条間ごとに暗色部が前後にずれて不規則な暗色斑とな

る．体長80～90ｍｍに達すればこの斑紋がなお横帯の状態をとどめているのは胸鰭前部の

みである．しかし成魚に比してこれらの鰭の地色はまだかなり暗色をおびている．背鰭は

一般に全体暗色，響鰭の色胞群も個体によってはかなり広くひろがる．
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類縁：本種に関してはＡＢＥ（1954）の詳細な記載があり，西大平洋熱帯水域，東イン

ド諸島海域に分布するものについても多くの報告がある．一方，東大平洋熱帯水域に分布

するqpse"池Ｓｃα"Qprer"Ｓ（GbNTHER）は背鰭前方の隣数’腹鰭，樗鰭の位置などに多

少の差異はみとめられるが本種とは著しく近く，密接な類縁を持つものと思われる．大西

洋には本種と近似のトビウオ類は分布していないようである．

特徴：本種の胸鰭の色相は特徴的であるから成魚では他のトビウオ類と混同されるおそ

れはない．

幼期の始めにはアリアケトビウオＣ・SlfarﾉtSiとは特によく似ていて識別し難いが，これ

に比して尾鰭が大きいこと，体側の黒色胞の数がやや少いことなどを差異とすることがで

きる．体長15ｍｍ以上のものでは背鰭と唇鰭とがかなり高く’共に倒せば尾鰭の萎縮鰭条

に達する点もひとつの特徴としてあげられる．体長20ｍｍ以上のものでは頭部の形態がは

なはだしく特異となり体も著しく太短くなるので，一見して本種と知ることができる．な

お本種では成長の各段階を通じてひげ状器官は現れない．

生態：屋久島，種子ケ島のトビウオ漁場では本種をガタと呼び，トビウオ漁業の終期，

７月上旬以後にその出現をみると云う．産卵期は７月中旬以後で，屋久島東岸宮ノ浦では

トビウオ漁期終了後に本種を対照とする小規模な刺網漁業が行われ，更に薩南諸島中の竹

島，中ノ島などで同じ時期にツマリトビウオなどと共に漁獲されるが，これらの漁獲物中

の本種の成魚には熱卵が承られることがある，

本種の稚仔は九州周辺の水域では７～９月に現われることが多い．しかし７月にすでに

体長50ｍｍに達しているものもあり，９月上旬に１０ｍｍ内外のものが採集されたことも

あるから，産卵はかなり長期にわたるものと推定される．アリアケトビウオと共に沿岸の

潮目にもつともよく姿を見せるが，夏期にはかなり沖合でイグテントビウオなどと共に採
集された例もある．

稚仔は生時には赤褐色,黄褐色などをおびていることが多く，体長35ｍｍ内外では背鰭，

胸鰭，腹鰭共に黄緑色，胸鰭上の黒色斑の周囲は赤褐色にふちどられている．この鰭の色
相は成魚にも多少残存している．

分布：オっが国では九州及び南西諸島周辺のほか高知県,和歌山県,静岡県(伊豆七島）な

どに多く，北海道（|函館）からも記録されている．大平洋中部及び西部の熱帯亜熱帯水域
にひろく分布する．

未完

TobeContinued



Studies on the Life Histories of the Flying-Fishes

found in the Adjacent Waters of Japan-I

Plates 1-41



Plate 1.

Eggs

Fig. A Oxyporhamphus micropterus micropterus (Valenciennes), dia. 1.80-2.10 mm.

Fig. B Parexocoetus brachyptenis brachyptenis (Richardson), dia. 1.20-1.50 mm (in

ripe ovary).

Fig. C Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz), dia. 1.95-2.10 mm.

Fig. D Cypselurus opisthopus hiraii Abe, dia. 1.50-1.60 mm.

Fig. E Cypselurus heterurus d'dderleini (Steindachner) from Yaku-shima, dia. 2.00-2.20

mm.

Fig. F C. heterurus doderleini from Fukuoka, dia. 1.80-2.20 mm.

Fig. G Prognichthys agoo (Temminck et Schlegel), dia. 1.38-1.60 mm.

Fig. H Hirundichthys oxycephahts (Bleeker)? dia. 1.48-1.66mm.
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Plate 2.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe

* V r- t*

Early Development

Germinal vesicle rises, 1.5 hours after the fertelization at 22-24°C.

2 cells-stage, 3 hours.

4 cells-stage, 4 hours.

Ditto.

8 cells-stage, 5 hours.

16 cells-stage, 5.5 hours.

Morula stage, 7 hours.

Ditto, 8 hours.

Blastula stage, blastoderm becomes fiat, 18 hours.

Gastrulation begins, 20 hours.

Embryonic shield forms, blastoderm covers two-third of the surface of yolk,

24 hours.

Primitive streak forms, 30 hours.

Optic vesicle appears, Kupffer's vesicle forms, 45 hours.

8 somites are countable, 60 hours.

20 somites, 10 hours.

Auditory vesicle appears, heart begins to pulsate, 85 hours.

Pectoral fin forms, circulation of blood arises, 4 days.

Melanophores appear on head, 6 days.

Eyes are pigmented, 6 days.

Melanophores cover whole of the body, 8 days.

Ditto.

Just before hatching, 9 days.

Newly hatched larva, 4.6 mm in total length, 9 days after the fertilization.





Plate 3.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz)

Early Development-1

Fig. A 16 cells-stage, 12.5 hours after fertilization at 15-20°C.

Fig. B Ditto.

Fig. C 64 cells-stage, 16 hours.

Fig. D Morula, 18 hours.

Fig. E Morula, 26.5 hours.

Fig. F Beginning of blastula, 30 hours.

Fig. G Beginning of gastrula, embryonic shield forms, 36 hours.

Fig. H Ditto.

Fig. 1 Blastoderm covers about two-third of the surface of yolk,

primitive streak forms.

Fig. J Blastoderm covers four-fifth of yolk, 61 hours.

Fig. K 64 hours.
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Plate 4.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz)

'^ -* Y \£ *7 ±

Early Development-II

Fig. A Blastopore becomes smaller, Kupffer's vesicle forms, 64 hours.

Fig. B Blatopore is closing, optic vesicles are clearly seen, 64 hours.

Fig. C Blastopore just closes, 64 hours.

Fig. D 17 somites are countable, 73 hours.

Fig. E Kupffer's vesiclefe disappearing, 78 hours.

Figs.F-G Auditory vesicle forms, 82 hours.

Fig. H Lens of eye forms, 97 hours.

Fig. I Heart forms, 97 hours.

Fig. J Pectoral fin developes, melanophores appear on head, 9 days.

Fig. K Melanophores cover embryo, 12 days.

Fig. L Just before hatching, 14 days.





Plate 5.

Oxyporhamphus micropterus micropterus (Valenciennes) -+t-H \) |-t*i)i-
Adult, 154 mm long, Bashi Strait.
Post-larva, 3.9 mm long, 31°19'N 13078' E.
Post-larva, 8.6 mm long, 30'39'N 130°25'E.
Post-larva, 12.2 mm long, 30°54'N 130"28'E.
Young, 25. 4 mm long, Yaku-shima.
Young, 60 mm long, Yaku-shima.
Young, 86 mm long, Yaku-shima.
Beak of young, 38.5 mm long, Yaku-shima.

Fig. A
Fig. B

Fig. C
Fig. D

Fig. E
Fig. F

Fig. G

Fig. H



Plate 6.

Parexocoetus brachyptenis brachyptenis (Richardson) y^\) |-t'i)j-

Fig. A Adult, 130 mm long, Yaku-shima.

Fig. B Post-larva, 5.9 mm long, Yaku-shima.

Fig. C Post-larva, 9.0 mm long, Yaku-shima.

Fig. D Young, 41.5 mm long, Ikitsuki-jima.

Fig. E Young, 53.0 mm long, Ikitsuki-jima.

Fig. F Barbel of the young, 53.0mm long, Ikitsuki-jima.



Plate 7.

Parexocoetus mento mento (Valenciennes) s<->3 t? btT^d" -I

Fig. A Adult, 113 mm long, Amami Oshima.
Fig. B Post-larva. 6.3 mm long, Yamakawa.
Fig. C Post-larva, 8.6 mm long, Yamakawa.
Fig. D Young, 12.6 mm long, Makurazaki.
Fig. E Young, 25.0 mm long, Yamakawa.
Figs. F-G Beak-like process of the young, 25.0mm long, Yamakawa.
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Plate 8.

Parexocoetus mento mento mento (Valenciennes) ^?->3 i> l-t'^i" -II

Fig. A Young, 23.8 mm long, Yaku-shima.

Fig. B Beak-like process of the young, 23.8 mm long, Yaku-shima.

Fig. C Young, 45.5 mm long, Amami Oshima.

Figs. D-E Immature, 71.8 mm long, Amami Oshima.
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Plate 9.

Exocoetus monocirrhus (Richardson) yzi'-a^: \. tf^pj- -1

Fig. A Adult, 189 mm long, Bashi Strait.

Fig. B Post-larva, 4.6 mm long, 27°03'N 128"41'E.

Fig. C Post-larva, 5.3 mm long, 27"03'N 128'41'E.

Fig. D Post-larva, 6.7 mm long, 27°03'N 128°41'E.



Plate 10.

Exocoetus monocirrhus (Richardson) s^S-a^t \-\£f-9r -II

Fig. A Post-larva 9.6 mm long, 1°55'S 150"28'E.

Fig. B Young, 14.4 mm long, 28°48'N 127"27'E.

Fig. C Young, 22.0 mm long, 28"48'N i27°27'E.



Plate 11.

Exocoetus monocirrhus (Richardson) ^rfcut |-t*i)^- -III

Fig. A Young, 35.0 mm long, Yaku-shima.

Fig. B Barbel of the young, 35.0 mm long, Yaku-shima.

Fig. C Young, 45.5 mm long, Uotsuri-jima.

Fig. D Immature, 102 mm long, Bashi Strait.



Plate 12.

Exocoetus volitans Linne O'fy h \£t77t -I

Fig. A Adult, 164 mm long, 22=30'N 124°30'E.

Figs. B-C Post-larva, 4.6 mm long, 22'33'N 123°16'E.

Fig. D Post-larva, 6.7 mm long, 22°05'N 124"55'E.



Plate 13.

Exocoetus volitans Linne ^'77 p. \£^Hr -II

Fig. A Post-larva, 10.3 mm long, 1'55'S 150"28'E.

Fig. B Young, 16.8 mm long Yaku-shima.

Fig. C Young, 25.3 mm long, 28'48'N 127°24'E.

Fig. D Young, 58 mm long, Kume-jima.



Plate 14.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz) s^-? |- t*>>i- -1

Fig. A Adult, 350 mm long, Aburatsu.
Figs. B-F Reared larvae:

Figs. B-C Newly hatched, 5.0 mm long.
Figs. D-E 24 hours-larva, 5.1 mm long.
Fig. F 2 days-larva, 5.6 mm long.



Plate 15.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz) ^-r t> t*^?}" -H

Reared larvae:

Figs. A-B 4 days-larva, 6.0 mm long.

Figs. C-D 10 days-larva 7.1 mm long.



Plate 16.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz) s^-z l-ti"<77}~ -HI

Reared larvae :

Figs. A-B 14 days-larva, 8.8 mm long.

Figs. C-D 24 days-larva 11.7 mm long.



Plate 17.

Cypselurus pinnatibabatus japonicus (Franz) ^--?1> \£^7~}r -IV

Reared larvae:

Fig. A 30 days-larva, 14.9 mm long.

Figs. B-D 32 days-larva with short barbel, 16.8 mm long.
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Plate 18.

Cypselurus pinnatibarbatus japonicus (Franz) x^-t \-\£'^7t -V
Fig. A Young, 6.2 mm long, Izu Oshima. Figs. D-E Young, 72mm long, Izu Oshima.
Fig. B Ditto, barbel, dorsal view. Fig. F Ditto, barbel, lateral view.
Fig. C Ditto, ventral view. Fig. G Ditto, ventral view.



Plate 19.

Cypselurus spilonotopterus (Bleeker) ^177, ht'^yh -I

Fig. A Adult, 295 mm long, Yaku-shima.

Fig. B Post-larva, 8.9 mm long, 24"36'N 124"54'E.

Fig. C Young, 41.2 mm long, Yaku-shima.

Fig. D Young, 84.0 mm long, Amakusa-jima.



Plate 20.

Cypselurus spilonotopterus (Bleeker) ^77 |-t*^^ -II

Figs. A-B Young, 37.2 mm long, Yaku-shima.

Fig. C Ditto, barbel, ventral view.



Plate 21.

Cypselurus spilonotopterus (Bleeker) 7jy7*. F^'7i -HI

Figs. A-B Young, 40.0mm long, 17°25'S \6T\yE.



Plate 22.

Cypselurus exsiliens (Linne) pj-i>c f. \£ -I
Fig." A Adult, 208 mm long, east of Formosa.
Fig. B Post-larva, 3.9 mm long, 24"54'N 129°35'E.
Fig. C Post-larva, 4.4 mm long, 24°54'N 129°35'E.
Figs. D-E Post-larva, 6.4 mm long, 22'39'N 125'28'E.



Plate 23.

Cypselurus exsiliens (Linne) 7J-J/0 \-t£ -II

Figs. A-B Post-larva, 11.0mm long, Makurazaki.

Fig. C Young, 21.6 mm long, 27°10'N 129°42'E.



Plate 24.

Cypselurus exsiliens (Linne) y}"i?t3 \.\£ -111

Figs. A-B Young, 31.0 mm long, east of Okinawa

Fig. C Young, 56.0 mm long, Yaku-shima.

Fig. D Ditto, barbel.



Plate 25.

Fig. A Cypselurus atrisignis Jenkins f jj f> fcf

Adult, 231 mm long, 23C30'N 124'45'E.

Fig. B Cypselurus spilopterus (Valenclnnes) —- h <> f-(£"<>;}-

Adult, 310 mm long, Yoron-jima.



Plate 26.

Cypselurus heterurus doderleini (Steindacner) -y y •> ]• t"1?^ -I

Fig. A Adult, 245 mm long, Tanegashima.

Fig. B Adult, 241 mm long, Fukuoka.

Figs. C-D Newly hatched larva, 4.7 mm long, hatched in the laboratory from

the eggs obtained near Tanegashima.

Fig. E 20 hours-larva, 4.8 mm long, hatched and reared in the laboatory.



Plate 27.

Cypselurus heterurus doderleini (Steindachner) -y y -> r \£$± -II
Fig. A Post-larva, 6.5mm long, Tanegashima. Fig. D Young, 14.2mm long, Uji Islands.
Fig. B Post-larva, 9.1 mm long, Tanegashima. Fig. E Young, 19.8 mm long, Sada Cape.
Fig. C Ditto, dorsal view. Fig. F Ditto, barbel.



Plate 28.

Cypselurus heterurus doderleini (Steindachner) -y y -> }• \£^;Hr -III

Figs. A-B Young, 32 mm long, Koshiki-jima.

Fig. C Young, 60 mm long, Totoro.

Fig. D Immature, 138 mm long, Ikitsuki-jima.



Plate 29.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe rfr V r- h* I

Fig. A Adult, 204 mm long, Amakusa-jima.
Reared larvae:

Figs. B-C Newly hatched, 3.7 mm long.
Fig. D Newly hatched, 3.9 mm long.
Fig. E 20 hours-larva, 5.0 mm long.
Fig. F 60 hours-larva, 5.7 mm long.
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Plate 30.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe fc-y \- \£ -II

Reared larvae:

Fig. A 3 days-larva, 6.2 mm long.
Fig. B 5 days-larva, 6.8 mm long.
Fig. C 7 days-larva, 8.4 mm long.
Fig. D 7 days-larva, 8.6 mm long.
Figs. E-F 7 days-larva, 9.4 mm long.



Plate 31.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe rf-y Y\£ -III

Reared larvae:

Figs. A-B 9 days-larva, 10.3 mm long.

Fig. C 18 days-larva, 14.0 mm long.

Fig. D 24 days-larva, 21.1mm long.

Figs. E-F 73 days-larva, 24.0 mm long.



Plate 32.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe ,-J-, y \~\£ -IV

Figs. A-B Young, 14.0 mm long, Makurazaki.

Fig. C Young, 19.2 mm long, Amakusa-jima.



Plate 33.

Cypselurus opisthopus hiraii Abe rh V \- \£ -V

Fig. A Young, 70 mm long, Totoro.

Fig. B Ditto, barbel.

Fig. C Immature, 127 mm long, Ikitsuki-jima.



Plate 34.

Cypselurus naresii (Gunther) f^f" V t'"<>yr" -I

Fig. A Adult. 231mm long, Shikano-no-shima.

Fig. B Post-larva, 14.5 mm long, Yaku-shima.

Figs. C-D Young, 22.1 mm long, Yaku-shima,



Plate 35.

Cypselurus naresii (Gunther) t?7-$f h \£^7it -H

Figs. A-B Young, 53.0 mm long, Yaku-shima.



Plate 36.

Cypselurus starksi Abe 71)77 ]- k*1?^ -I

Fig. A Adult, 188mm long, Amakusa-jima.

Figs. B-C Post-larva, 7.0 mm long, Kasasa.

Figs. D-E Post-larva, 14.2 mm long, Kasasa.



Plate 37.

Cypselurus starksi Abe 7 \) y >r Mf'^i- -II

Figs. A-B Young. 19.1 mm long, Makurazaki.

Figs. C-D Young, 26.2 mm long, Kagoshima Bay.



Plate 38.

Cypselurus starksi Abe TVT^T Hi'^i -III

Fig. A Young, 37.5 mm long, Makurazaki, dark phase.

Fig. B Young, 40.0 mm long, Makurazaki, banded phase.

Fig. C Young, 76 mm long, Kagoshima Bay.

Fig. D Immature, 128 mm long, IkitSLiki-jima.



Plate 39.

Cypselurus poecilopterus (Valenciennes) y-Y }• £"#;£• -I

Fig. A Adult, 189 mm long, Yoron-jima.
Figs. B-C Post-larva, 6.2 mm long, Makurazaki.
Figs. D-E Young, 12.5 mm long, Yamakawa.



Plate 40.

Cypselurus poecilopterus (Valenciennes) 7t Hi'^i -II

Figs. A-B Young, 17.7 mm long, Yamakawa.

Fig. C Young, 37.7 mm long, Makurazaki.



Plate 41.

Cypselurus poecilopterus (Valenciennes) 7-7- h t"^5J" -HI

Figs. A-B Young, 75.4 mm long, Yaku-shima.


